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ジョブレス・レッドカーペット




一．「四九九年」




　甲龍歴四九九年。

　ルーデウス・グレイラットの死後十八年。

　中央大陸北部にある、名も無き森の奥深くで、一人の男が走っていた。

　額に汗で髪を張り付かせ、息も荒く。

　風体はごく普通。どこにでもいる商人の格好。それ以外に特徴らしい特徴はない。

　彼は何度も背後を振り返りつつ、森の奥へ、奥へと逃げていく。

　逃げていく。そう、彼は逃亡していた。

　何から？　背後から迫る、殺気から。

　静かで、鳥の羽音一つも立たないが、確かに何かが追ってきているのを感じていた。

「……神よ！」

　そう呟つぶやいた彼が懐で握りしめるのは、アスラ王国の紋章の入った短剣。

　これまたどこにでもありそうな短剣であるが、見る者が見れば、それが一介の商人が持っていてよいものではないと一目でわかっただろう。

　彼は間かん諜ちょうであった。中央大陸北部を牛耳る鬼き神しん帝国の内情を探るべく送り込まれた何人かのうちの一人であった。

　ほんの数年前に建国され、二十年も経たたぬうちに中央大陸北部を征服した鬼神帝国は、そのままの勢いで中央大陸西部……つまりアスラ王国へとなだれ込もうとしていた。

　赤竜の上うわ顎あごがある限り、いかに強大な戦力を誇る帝国といえどアスラ王国に攻め込むことはできない。

　そう思われていたが、鬼神帝国には秘策があった。

　そして、男はその秘策の情報を入手した。

　入手、してしまった。

　ゆえに追われている。

　通信手段は全て破壊され、己の身一つで情報を持ち帰ろうとするも国境で捕捉され、森へと逃げ込むしかなかった。

　追跡者は、鬼神帝国内で最も恐れられる味方殺しの首斬り役人。

　鬼神帝国第二軍の特務憲兵『影えい追つい鬼き』。

　悪名高きスペルド族。

　ルイシェリア・スペルディア。

　男は知っている。鬼神帝国の情報を集め続けていたがゆえに知っている。

　彼女に追跡されて逃げ切った者はいない。

　脱走兵だろうが裏切り者だろうが間諜だろうが、彼女は全てを追い詰める。

　あるいは、彼女だけであれば、逃げ切れる者もいたかもしれない。

　スペルド族の目から逃れるのは容易ではないが、それでも所しょ詮せんはただの感覚器官。欺く術すべは数あって、対抗手段は星の数。

　だが『影追鬼』には影が付く。影無き影が追従する。

　影無き影『無む影えい鬼き』が。

　男はその影の正体を知らない。そんなものはまことしやかに囁ささやかれる噂うわさに過ぎないと、ほんの数日前まで思っていた。

　しかし今は違う、確かにいると知っている。

　『影追鬼』の追撃を補助する、影無き影が。

　そうでなければ説明がつかない。そうでなければ己の存在が知れるはずもない。

　追いつけるはずもない。

「くっ……ふぅ……がぁ……」

　まだ、背後から迫ってきている。

　音はしないが、男は長年、間諜として生きてきた。追われていることだけはわかる。

　そして、薄々感づいてもいた。

（もう逃げられん……）

　やるしかない。待ち伏せし、奇襲を仕掛け、返り討ちにするしかない。

　今まで数多あまたの間諜を捕らえ、殺してきた、あのルイシェリアに。

　未いまだ、一度も失敗していないとされる『影追鬼』に。

「ハァ……フゥー……」

　男は足を止め、木に背中を預け、大きく息を吐く。

「ん？」

　と、そこで気づいた。

　鬱うっ蒼そうとした森の中に、ポツンと、街中にでもありそうな家が一軒建っていることに。

　古びた家ではあるが、しかし朽ちることなくしっかりと。

「……」

　男はその家へと近づいた。

　こんなところに家があるのは何かがおかしいが、しかし使えると思ったのだ。

　森の中より、家の中の方が奇襲はしやすい気がして。

　しかし、男はそこで違和感に気づいた。

　家に、出入り口が存在していなかった。

　窓すらない。

「まさか」

　男は心がざわつくのを感じた。

　噂には聞いたことがある。

　十数年前に死んだ偉大なる大魔導師ルーデウス・グレイラットの研究所のことを。

　彼は世に出せない研究を転移魔法陣でしか出入りできない秘密研究所で行い、秘匿していたと。

　秘匿された研究資料は膨大な量に上り、それを手に入れた者は、叡えい知ちを授かると。

　躍進を続ける鬼神帝国はその叡知を手にしたからこそ、快進撃を続けているという噂すらある。

　男は魔術で壁の一ヶ所に、人ひとりがくぐれるだけの穴を開けた。

　その穴に頭を突っ込むと、無理やり体をねじ込んで、中へと入る。

　灯ともし火びの精霊を召喚し、周囲を照らしながら、慎重に奥まで進んでいく。

　机に本棚、何かの魔道具……。

　机の上に無造作に置かれたメモには、自動人形オートマタについての記述があった。古い型の自動人形オートマタの。

　間違いない。ここはルーデウス・グレイラットの秘密研究所だ。

　男の顔に希望の色が浮かぶ。

　ここが秘密研究所なら、転移魔法陣があるはずだ。

　十数年前、世界中のありとあらゆる転移魔法陣が光を失って久しいが、もしかするとここならば、転移魔法陣が動いているかもしれない。

　しかし男は、そこであるものを見つけてしまう。

　アスラ王国の王室書蔵庫にて一度だけ見たことのある表紙の本が、無造作に置かれていたのだ。

　それだけであれば、男はそこまでそれに興味を惹ひかれなかっただろう。

　だが、そこにはある数字が書かれていた。

　二十九。

　王室書蔵庫にある、全五十二巻あるとされる書の中で、唯一現存していない、幻の巻。

「……これは」

　『ルーデウスの書』の二十九巻。

　それを手に取った瞬間、

「うっ……」

　男はうめき声を上げた。

　わなわなと震える手で、己の胸に触れる。

　白い槍やりの先端が、胸から生えていた。

　気づかなかった。まだ距離はあるはずだった。奇襲の準備を整えるだけの時間は残っていたはずだった。

　振り返れば、いつしか、背後には静かな殺気を持った女が立っていた。

　そして手にした短たん槍そうで、男の胸を貫いていた。

　それが、男の見た最期の光景となった。

「ふん」

　女が槍を引き抜くと、男の体が崩れ落ちる。

　女はその命が失われたのを確認すると、槍をビュンと振り、穂先に付いた血を飛ばした。

　血は弧を描いて飛び、ビシャリと壁に……いや、いつしか壁際に立っていた男の顔に付着した。

　いつからいたのか、あるいはいないのか。

　あまりにも影の薄い男は、灯火の精霊が照らす中、不気味に笑うのだった。





★　★　★






「ルイシェリアさん」

「なんだ？」

「いきなりなにすんの」

　いきなり血をぶっかけられた男は、苦笑いを浮かべつつ抗議の声を上げた。

　当たり前である。敵を倒した後、武器についた血を味方にぶっかける必要などないのだから。

「すまん……しかし事が済んだら格好をつけるのが大事だと、アルスも言ってたぞ」

　ルイシェリアはそう言って口を尖とがらせる。

「格好つけるのはね、見てる相手が必要なの」

「お前がいる」

「格好つけたい相手に血を飛ばすんじゃないよ」

　男はそう言いつつ、懐からハンカチを取り出し、おもむろに顔を拭き始めた。

「それにしても、待ち伏せされていると思ったら、なんか固まってたから拍子抜けしちゃったね」

「そうだな」

「しかし、こんなところにもあるんだねぇ。ルーデウス・グレイラットの秘密研究所」

「伯父さんは秘密基地を作るのが好きだったみたいだからな。ヘンリーと任務に就くとよく見つけるな」

「森の奥とかよく行くからね」

　ヘンリー。

　そう呼ばれた男の本名はヘンリー・マケドニアス。

　『他人から認識されにくくなる』という呪いを持つヘンリーは、ルイシェリアの相棒であった。

　彼はその特性を活かした情報収集を得意とする。

　『他人から認識されにくくなる』という呪いは強力だ。誰も彼を認識できない。誰も彼を憶おぼえていられない。無論、敵となりうるあらゆる存在も、彼を見た瞬間、記憶から彼が消える。

　誰の目にも留まらない、会話したことすら忘れる、最高の諜ちょう報ほう員であった。

　とはいえ、呪いとは諸もろ刃はの剣つるぎだ。普段は呪い除よけの仮面をかぶることで呪いを軽減しているが、それを外せばほとんどの人間に顔も名前も憶えてもらえないかわいそうな男である。家族でさえ、実の母親ぐらいしか、彼を認識できないのだ。父親ですら、彼のことをうまく認識できなかった。

　そんな怪しい者を、どうして鬼神帝国は受け入れたのかという話であるが……。

　彼の祖母はグレイラット家に連なる者であった。とはいえ、その祖母ですらヘンリーが己の孫であることを憶えていられないのだが……。

　鬼神帝国の中においても、ヘンリーという人間を認識できる者は多くない。

　が、第三の目を持つスペルド族は他と認識方法が異なる。

　ルイシェリアはヘンリーの素顔を憶えていられる、数少ない人間の一人であった。

　逆に、スペルド族として高い戦闘能力と索敵能力を持ちつつも、父親譲りの融通の利かなさと、母親譲りのおっちょこちょいを併せ持つルイシェリアをサポートできる人材も少なく、二人がコンビを組むのは必然であったといえよう。

　破われ鍋なべに綴とじ蓋ぶたのような二人であったが、相性は良かった。

　ヘンリーが敵の懐深くまで潜り込み情報を収集し、敵の位置を割り出し、ルイシェリアが追撃する。その形で、二人はありとあらゆる困難に打ち克かち、敵を倒してきた。

「あ、これ」

　そんなヘンリーは、先ほどまで追いかけていた男が手にしていた本を持ち上げた。

　そこにはサイレント暗号で『二十九』という字が書かれていた。

「ルーデウスの書の二十九巻じゃん」

「二十九巻がどうした？」

「幻の書だよ。この巻だけ無くて、写本もされてないってやつ。アスラ王国とかが血眼になって探してるはずだよ。あと社長も収集してるから、持って帰ったら、ボーナス出るかも」

「それはいいな。で、何が書いてある？　読んでみろ」

「へいへい」

　ルイシェリアに急せかされ、ヘンリーは書を開く。

　ヘンリーは諜報員として、あらゆる情報を扱うため、多数の言語に精通していた。

　当然、サイレント暗号こと日本語の読み書きも可能であった。

「ええと、『我が息子アルス・グレイラット及び我が妹アイシャ・グレイラットの暴走と、我が人生最大の過ちについて、ようやく落ち着いてきたので語ろうと思う』」

　そこまで口に出して、ヘンリーはルイシェリアと顔を見合わせた。

　アルスとアイシャ。

　それは、二人にとって、非常によく知る名前であった。





★　★　★






　数日後、赤竜の顎にある鬼神帝国の拠点にある一室で、一人の老人が書きものをしていた。

　目はうつろで、口は半開き、ペンを握る手に力はない。

　しかし、力がない中でも、決して手が止まることはない。

　一枚の紙に自分の名前を書き、次の一枚にも名前を書き、その次にもまた名前を書こうとして、「あー」と呟くと、名前の代わりに『却下』と記す。

　そして大きくため息をついて、まだ名前を書かなければならない紙束に目をやると、「うあー」と悲しげなうめき声を上げた。

　死にかけているのではない。書類仕事が苦手なのだ。

「師匠。ただいま戻りました」

　と、そんな老人の部屋に、二人の若い男女が入ってくる。

「おお、戻ったか」

　老人は二人を見ると、手を止め、喜色満面で立ち上がった。

「無事に四名とも始末できました」

「そうかそうか。ご苦労だった」

「次の任務は？」

「アスラ王国侵攻ではいろいろ動いてもらうことになるが、まだ時間がある。しばらく休むといい」

「了解です」

　ピッと敬礼するヘンリーと、仏頂面で頷うなずくルイシェリアに、老人はにこやかに笑った。

「それと師匠、最後の一人を始末した時に、気になるものを見つけまして」

「気になるもの？」

「これなのですが」

　ヘンリーの差し出したものを見て、老人の片眉が上がった。

「おお、ルーデウスの書か……それも幻の二十九巻。社長も喜ぶぞ」

「はい……ですが、内容が、その」

「ふむ？」

　老人はそれを受け取り、中を見る。

　最初のページを開いて、そこに書いてある文言を読んで、停止した。

　しばらく停止した後、彼は大きくため息をついた。

「そうか、あの時のか……」

「なんか、読んだらまずいんじゃないかなと思って途中までしか読んでないんですけど、書き出しから穏やかじゃない感じではありましたね」

「うむ。いやー……うん。ただの家庭内不和の記録ってだけだろうが……」

「知らないほうがいいことでしょうか？」

「いやいや……俺にとって、いわゆる若さゆえの過ちというやつでな、少し恥ずかしいだけだよ」

　老人がそう言うと、ヘンリーが意外そうな顔をした。

「『風神』アルスともあろう方でも、過ちを犯すような時代があったんですね」

「そりゃあな。老いは不平等だが、若さは平等に人に過ちを犯させる」

　老人──アルス・グレイラット。

　鬼神帝国軍第二軍特務部隊の隊長であり、龍神オルステッドの右腕。

　通称『風神』アルス。

　『雷神』アレクサンダーと双璧を為なす第二軍の最高戦力の一人であり、数年前に鬼神帝国内で行われた武道会での優勝を経て、名実共に北部最強の名を冠した剣士である。

　『剣神流狂剣派』と呼ばれる、本来の剣神流に体術を取り入れた変則的な剣技に、無詠唱魔術による絡め手が織り交ぜられた魔法剣術はまさに変幻自在。

　その上、冷静沈着で物腰は柔らかく、部下の面倒見も良い。

　第二軍の前身となったルード傭よう兵へい団の団長であったその男は、老いてなお龍神オルステッドの配下の中では重鎮として扱われる存在であった。

　唯一欠点があるとすれば、胸の大きな美人を見ると、すぐに鼻の下を伸ばすところか。

　とはいえ鼻の下を伸ばすまでで、決して手を出すことはない。ハニートラップに引っかかったことがないのが自慢だと酒の席でよく話している。

　多少の欠点はあれども人間としては素晴らしく、龍神オルステッドを支え、鬼神帝国を盛り立ててきた縁の下の力持ち、偉人と言っても差し支えない人物。

　それがヘンリーの持つアルスへの人物評である。

　そんな人物の恥ずかしい過去など、想像もつかなかった。

「興味があるな。アルス兄さんは物心ついた時から、ルーシー姉さんと同じぐらい完璧だったと記憶している」

　ルイシェリアがそれに乗ると、アルスは「はは」と苦笑いした。

「ルーシー姉と同じぐらいは言いすぎだ……俺は昔から完璧とは程遠いよ」

　ルイシェリアは成長の遅い子供だった。

　スペルド族ということもあるだろうが、年齢のそう違わないアルスと、同じように歳を重ねたわけでもない。彼女が物心ついた時には、アルスはすでに大人びた青年になっていた。

「ふむ」

　アルスは、己の机の上を見渡した。やりたくない仕事が文字通り山積みである。

　アルスはそこから目を逸そらした。やるべきではあるが、やりたくはなかった。

「そこまで興味があるなら、聞かせてやろうか？　俺が十代だった頃、まだ何も知らない……それどころか何も考えない馬鹿丸出しのガキだった頃の話を」

　机にもたれつつ、己の白いひげを撫なでる。

　ルイシェリアが、無言で床に座った。

　幼い頃より知っていた従兄いとこの失敗談に興味津々なのだろう。ルイシェリアは表情に乏しいが、感情は豊かで下世話な話が好きなのだ。母親に似たのだろう。

　追従して座るヘンリーを見て、アルスは愉快そうに笑った。

「さて、どこから話すか。そうさなぁ、当時の俺は、そこらのチンピラにも劣る馬鹿ということを恥ずかしげもなく見せびらかして生きていて……」

「さっきから言いすぎでしょ。俺、あなたのこと尊敬してるんだから、あんまり卑下しないでくださいよ」

「嬉うれしいね。だが誰にだって馬鹿だった頃はある。それぐらい昔ってこと」

　そうして、アルスは語りだす。

　かつての己の過ちを。







二．「物語」




　さて、どこから語ろうか。

　まず大事なのは、俺とアイシャの関係からだろうなぁ。

　俺とアイシャは、いわゆる甥おいと叔母の関係に当たる。

　アイシャの母はグレイラット家のメイドでな。当時の主人にお手付きになって生まれたのがアイシャだったと聞かされている。

　お手付きになったといっても、後に正式に妻として迎えたということで、愛人という扱いはされてなかったけどな。

　まぁそもそも、俺が生まれた時には前当主である祖父パウロは亡くなっていて……前当主の奥方も心神喪失状態で、さりとてアイシャの母が実権を握っていたかというとそういうわけでもなく……うーむ、口にすると複雑だな。

　つまり、アイシャは複雑な家庭の複雑な立ち位置にいたってことだ。

　小さな頃は、どう接すればよいのかわからず、戸惑った時期もある。

　アイシャは生まれた時からメイドとしてそこにいた。叔母だけどメイド。さりとて父はメイドではなく自分の妹として扱うし、戸惑うだろ？

　ま、なんにせよ、俺が生まれた時からアイシャはいて、物心つく前から俺の面倒を見てくれていた。だから叔母とかメイドというよりは、年の離れた姉という感じだったかな。あるいは、四人目の母のような存在と言えるかもしれない。

　四人目──そう、ウチには母が三人いてな、それぞれ白ママ、青ママ、赤ママと呼んでいたよ。髪の色がそうだったんだ。

　母たちは俺に様々なことを教えてくれた。

　白ママは知識と、友人の作り方を。

　青ママは知恵と、学習の仕方を。

　赤ママは剣術と、誰かを守るということを。

　三人の母は子供に分け隔てなく接していたし、俺たちも母親が三人いることに何の疑問も抱いていなかった。でも、アスラ貴族が囲う愛人とも違うし、今思うと、これまた特殊な感じだったな。

　まぁ、それは置いとこうか。

　アイシャも、母たち同様、いろんなことを教えてくれた。

　いいや、教えてくれるというよりは、三人のママの教えについて、俺がよく理解できないことを、経験させてくれる、という感じだったかな。うん、やっぱり姉の方が近かっただろうな。

　でも、姉じゃなかった。

　俺には二人の姉がいる。

　一人はルーシー。

　ヘンリー、お前のお祖ば母あちゃんだ。

　賢い姉だったよ。ママの教えをよく守り、学校にも真面目に通い、俺に対してお姉さんぶった態度で、勉強しろ運動しろと命令してくるんだ。

　もう一人はララ。こっちは会ったことないかもな。

　怠惰な姉でな。ママの教えをよく破り、学校はよくサボり、俺に対しては対等の友人のように悪巧みを提案してくる。ララの提案に乗って怒られたことは、一度や二度ではない。

　アイシャは、そんな二人の姉とは、全然違った。母とも姉とも違う、よくわからない存在。

　それが、アイシャだった。

　アイシャは頼めばなんでもやってくれた。

　俺がどんなわがままを言っても、しょうがないなあ、と言いながら、それを叶かなえてくれた。

　時に厳しくされることもあったけど、理不尽なことで叱しかられたことはない。

　俺が悲しんでいると、そっと抱きしめてくれて、これからどうすればいいのかを教えてくれた。

　どれだけ悲しい気持ちでも、アイシャに抱きしめられると、そんな気持ちなんかすぐに吹っ飛んでしまったのを憶おぼえているよ。

　もっと小さい頃は、構われすぎてうっとうしいなと思うことはあった。

　けど、アイシャは常に正しかった。

　俺が反発して、アイシャの言いつけと違うことをしても、ほぼ全て失敗した。

　で、最後にはアイシャがやってきて、こう言うのさ、「ほらね、わかったでしょ？」ってな。

　俺はその度に口を尖とがらせて頷うなずいたもんだ。

　小さい頃、自分はこのままアイシャに守られ、言うことを聞きながら生きていくんだろうと、朧おぼろげながら思っていたよ。それを当たり前だと思っていた。

　今思えば、一種の洗脳だったかもしれないな。アイシャの教育は、俺から思考することを奪い、アイシャの言う通りにすれば全てうまくいくという認識を植え付けていたんだ。

　アイシャにそのつもりがあったかどうかは謎だけど……。

　いや、なかったかな。自然とそういうことをしてしまう人であったんだ。

　アイシャの数少ない、致命的な欠点だ。

　さて、そんな俺が十歳の誕生日を迎えると、家族からいろんなものをもらった。

　その中の一つに剣があった。

　真剣だ。

　赤ママは「これで大切な人を守りなさい」と言った。

　その時、俺が思い浮かべたのは、アイシャの顔だった。思い浮かべただけではなく、反射的にアイシャの方を見てしまった。アイシャは当然のように俺を見ていて、目が合うとニパッと笑った。

　なんだか恥ずかしくなって、視線を逸そらしたのを憶えている。

　俺がアイシャへの恋を自覚したのは、その時だったかもしれない。

　でも、その時は口には出さなかった。

　なんだか気恥ずかしかったからだ。

　あるいは、姉であるララが子供っぽかったことや、ルーシーがようやく幼おさな馴な染じみのクライブとそういう関係になり始めたというのも起因しているかもしれない。

　自分にとって、そういうのはまだ先と、そんな風に思っていたのだろう。

　とはいえだ、賢く、美しく、自分に無償の愛を注いでくれる、母とはまた少し違う異性。

　しかもどうやら、当時の俺も薄々ながら感づいていたことなのだけど、どうやら彼女は、俺のことを特別に想ってくれているらしい。

　となれば、惹ひかれないほうが無理があると思わないか？

　もしかすると、アイシャが自分でそう仕向けていた可能性はあるけど……うん、だとしても、俺は彼女のことが好きだった。初恋だよ。これは間違いなく、自分の意志さ。

　ていうか、恋の駆け引きなんてそんなもんだろ？

　ただ、自覚してからは早かった。

　あ、思い出した。あれはそう、誕生日のちょっと後かな。十歳の時だ。あの頃、俺は父からあることを聞いて、ナイーヴになっていたんだ。

　そんな折、オルステッド様から一冊の本をもらってな、どうにも読めない文字で書かれてたから、アイシャに読んでもらったんだ。

　あれはたしかそう、こんな物語だったか……。





★　★　★







　昔々、あるところにアルスという少年がいました。

　彼は幼い頃からとても意志が強く、そして力持ちでした。

　アルスが物心ついた時、両親はすでにこの世の者ではありませんでした。

　アルスの住む村は町からは遠く離れたところでしたが、アルスの家は村の中でも特に貧乏でした。

　でも、アルスは幸せでした。

　アルスには賢く頼れる兄がいたし、村人は親のいない彼らに良くしてくれたからです。

　アルスはそれに素直に感謝し、とても精力的に働いていました。

　幸いにしてアルスは力持ちで、彼にできる仕事はいくらでもありました。

　その上、彼には愛した少女がいました。彼女は病気がちで、いつもベッドに寝ているような子で、きっと長くは生きられないと言われていました。アルスは仕事が終わると、毎日彼女の部屋の窓辺に行き、ほんのわずかな時間、お話をして帰りました。

　それはアルスにとってはとても大切な時間で、かけがえのないものでした。

　彼女は長く生きられません。しかしアルスにできることもありません。

　彼女も自分の命が長くないことをわかっているのでしょう。

　特にワガママを言うわけでもなく、ただただアルスとの話を楽しみにしているようでした。

　アルスは「きっと自分は、彼女が死ぬまで、こうした毎日を送るだろう」と考えていました。

　しかし、ある日のことです。

　彼女はベッドの中で、空を見て言いました。紫色になった、不気味な空です。

「ねえアルス、知っている？　魔王が現れる前は、空は綺き麗れいな青色だったそうよ」

　アルスもそのことは知っていました。

　はるか昔、アルスが生まれるずっとずっと前から生きている魔王のこと。

　魔王がある日、人の世界を手に入れるために軍隊を作り、攻めてきたこと。

　そして、その魔王が世界の半分ほどを手に入れた時、戯れに空の色を変えてしまったこと。

「死ぬ前に、一度でいいから、綺麗な青空が見たかったわ」

　彼女はそう言いました。

　それはアルスが彼女と出会ってから、初めて聞いた「ワガママ」でした。

　いいえ、それはワガママと言えるほどのものではなかったかもしれません。絶対に叶わぬ夢が、ふとあふれ出ただけだったのかもしれません。

　アルスも、わかっていました。これはただのお話。なんの変哲もない世間話。

　決してアルスに頼んでいるわけではない、と。

　ただ、それを口にした彼女の顔はとても儚はかなげでした。絶対に叶わないと諦めていました。

　だから、アルスは決意しました。

　彼女に青い空を見せてやるんだ。

　しかし、アルスは力はあっても、ただの村人です。

　知識はありません、知恵もありません。

　一体どうすれば空が青くなるのか、彼にはわかりませんでした。

「兄さん、空の色を青色に戻したいんだ。どうすればいいかな？」

　なので、彼は兄に聞くことにしました。歳の離れた兄は、まだ両親が生きていた頃、小さいけどしっかりとした学校に通わせてもらった人間です。

　何か困ったことがあれば、彼に聞けばよいのです。

「うーん……」

　そんな兄はアルスの質問を受けて悩みました。

　兄にとっても、難しい質問だったのです。

　悩んだ末、兄は言いました。

「魔王が空を紫色にしたのだから、魔王が倒されれば、空は元に戻るだろうね」

　アルスはそれを聞いて、魔王のところに赴おもむこうと決意し、すぐに旅支度を始めました。

　そんな弟を見て、兄は慌てて言いました。

「弟よ。魔王はとても恐ろしい存在だ。きっとお前が近づいただけでも、簡単に引き裂いてしまうだろうよ」

「でも僕は行くよ」

　迷いのない言葉に、兄は引き下がりました。

　こうなってしまえば、アルスは人の言うことを聞かないからです。

「でも、闇やみ雲くもに歩いても魔王のところにはたどり着けないよ。まずはこの国で一番大きな町に行くといい、地図を描いてあげよう。それと食料と、旅のための新しい靴も持っていくといい」

　兄は弟のために、できる限りの用意をしてあげました。

　一途な弟のことだ、きっと、諦めない。でも魔王は強大で、圧倒的だ。生きては帰ってこれない。死出の旅だ。でもせめて、できる限り長く生きていられるように……。

　そうしてアルスは旅立ちました。

　地図を持ち、新しい靴を履き、父の遺した短剣を腰に差し……。

　そして愛する者を村に残して──。




　野を越え山を越え、アルスは国で一番大きな町へとやってきました。

　生まれて初めて見る大きなお城に、生まれて初めて見る人混み。

　アルスはそれらを見て思いました。

　確かにここで聞けば誰かが知っているだろう。

「魔王を倒したい？　それなら城に行けばいいよ。今なら、誰だって力になれるさ」

　ある人はそう言いました。

　アルスはその言葉に従い、お城に向かいます。

　アルスが今までに見たことのない、大きな大きな建物です。

「魔王を倒したい」

　入り口でそう言うと、アルスは王様への謁えっ見けんを許されました。

　王様は鈍い色の玉座に座り、来る者一人ひとりに挨拶をしていましたが、アルスの番が来ると大げさに驚きました。

「なんと、まだ子供ではないか」

「子供だけど魔王を倒したいんだ。魔王の居場所を教えてほしい」

「君のような子供に何ができる。いいからお家うちに帰りなさい」

　脇にいた騎士も言いました。

「戦うのは大人の仕事。君のような子供を守るために我らがいるのだ」

　そのほかにも、その場にいた大人たちは、みんな同じように言いました。

　君は子供だ。戦うべきではない。帰りなさい。

　アルスがどれだけ強く「魔王を倒したい！」と叫んでも、相手にされません。

　しかし、占い師だけはこう言いました。

「五匹の賢者に会いなさい。きっと君の力になってくれることだろう。でも、決して五匹に会わずに魔王に挑んではいけないよ」

　アルスはその言葉に従い、五匹の賢者を探す旅に出ました。

　長い、長い旅です。




　アルスは旅を続けました。

　五匹の賢者のアテはありません。

　しかし、探せば見つかると、彼は心の底から信じていました。

　歩き、人を見つける度に賢者について尋ね、そしてまた歩きました。

　そうして、見つけました。

　草原を越え、大きな川を渡ったところにある洞窟で、アルスは一匹目の賢者を見つけたのです。

　儚い瞳を持つ、緑銀色の髪を持った賢者です。

　彼の周りには、その髪とよく似た色を放つ盾が、いくつも散らばっていました。

「こんにちは、賢者」

「こんにちは、人の子よ」

「僕の名前はアルス」

「私はシラード。二番目の賢者。ただ信念のみに生きている」

「実は魔王を倒さなければいけないんだ。力を貸してくれないかい？」

「すまないが、とても忙しいのだ。とても、とてもね」

「何をしているのだい？」

「遠い未来の子供のために、盾を作っているのだよ。未来の子供には、きっと火の粉が降りかかるだろうからね」

　賢者はそう言うと、アルスを見て聞きました。

「こちらも聞こう、人の子よ。どうして魔王を倒すのだい？」

「青い空が見たいんだ。大切な人のために」

「おお、君も信念を持つのだね。ならば私の盾を貸してあげよう。きっと君の身を守ってくれるだろう」

「ありがとう、賢者よ」

　賢者に盾をもらい、アルスは旅を続けました。

　やはりアテはありません。

　しかし、探せば見つかると、彼は心の底から信じていました。

　歩き、人を見つける度に賢者について尋ね、そしてまた歩きました。

　そうして、見つけました。

　二匹目の賢者は、北の端にいました。鋭い瞳を持つ、白銀色の髪の賢者です。

　彼は寒い寒い雪の森で、大きな大きな船を作っていました。

「こんにちは、賢者」

「こんにちは、人の子よ」

「僕の名前はアルス」

「我が名はドーラ。三番目の賢者。ただ忠義のみに生きている」

「実は魔王を倒さなければいけないんだ。力を貸してくれないかい？」

「すまないが、とても忙しいのだ。とても、とてもね」

「何をしているのだい？」

「遠い未来の子供のために、船を作っているのだよ。未来の子供は、きっと遠くに行かねばならないだろうからね」

　賢者はそう言うと、アルスを見て聞きました。

「こちらも聞こう、人の子よ。どうして魔王を倒すのだい？」

「青い空が見たいんだ。大切な人のために」

「おお、君も忠義を持つのだね。ならば私の船を貸してあげよう。魔王は遠くにいるからね」

　賢者に船をもらい、アルスは旅を続けました。

　アテはありません。

　しかし、探せば見つかると、彼は心の底から信じていました。

　歩き、時には船を使い、人を見つける度に賢者について尋ね、そしてまた歩きました。

　そうして、見つけました。

　三匹目の賢者は、山の奥にいました。

　深い瞳を持つ、黒銀色の髪の賢者です。

　彼は大きなハンマーを持ち、金床を前に鋼はがねを叩たたいていました。

「こんにちは、賢者」

「こんにちは、人の子よ」

「僕の名前はアルス」

「我が名はカオス。四番目の賢者。ただ探求のみに生きている」

「実は魔王を倒さなければいけないんだ。力を貸してくれないかい？」

「すまないが、とても忙しいのだ。とても、とてもね」

「何をしているのだい？」

「遠い未来の子供のために、剣を作っているのだよ。未来の子供には、きっと生き残ってほしいからね」

　賢者はそう言うと、アルスを見て聞きました。

「こちらも聞こう、人の子よ。どうして魔王を倒すのだい？」

「青い空が見たいんだ。大切な人のために」

「おお、君も探求しているのだね。ならば私の剣を貸してあげよう。これなら魔王も斬り裂ける」

　賢者に剣をもらい、アルスは旅を続けました。

　アテはありません。

　しかし、探せば見つかると、彼は心の底から信じていました。

　歩き、時に魔物を剣で倒し、人を見つける度に賢者について尋ね、そしてまた歩きました。

　そうして、見つけました。

　四匹目の賢者は、海の真ん中にある島にいました。

　強い瞳を持つ、青銀色の髪の賢者です。

　彼は大きな大きな革を加工して、腕輪を作っていました。

「こんにちは、賢者」

「こんにちは、人の子よ」

「僕の名前はアルス」

「我が名はマクスウェル。五番目の賢者。ただ愛のみに生きている」

「実は魔王を倒さなければいけないんだ。力を貸してくれないかい？」

「すまないが、とても忙しいのだ。とても、とてもね」

「何をしているのだい？」

「遠い未来の子供のために、魔除よけの腕輪を作っているのだよ。未来の子供には、きっと邪悪な者が近づいてくるからね」

　賢者はそう言うと、アルスを見て聞きました。

「こちらも聞こう、人の子よ。どうして魔王を倒すのだい？」

「青い空が見たいんだ。大切な人のために」

「おお、君も愛を知るのだね。ならば私の輝く腕輪を貸してあげよう。これで邪悪を退けよ」

　四匹の賢者に会いました。

　さらにアルスは旅を続けます。

　しかし、最後の賢者はどこにもいません。誰も居場所を知りません、誰も名前を知りません。

　次第にアルスは思うようになりました。

　もしかすると、最後の賢者はいないのかもしれない。最初に出会った賢者は二番目の賢者と名乗っていた。なら、きっと僕はもう、最初の賢者には会えないのかもしれない。

　しかしそれでも探します。

　アルスは一生懸命、賢者を探します。

　それでも賢者は見つかりません。最後の賢者に会えません。

　でも、アルスの手には、剣と盾と腕輪がありました。

　そして、アルスの足元には、魔王のところに行くための船がありました。

　それらを見て、アルスは思いました。

「これだけあれば、魔王を倒せるかもしれない！」

　ああ、なんということでしょうか。

　アルスは五匹の賢者に会わずに、魔王のところへと向かってしまったのです。

　そう、最初に占い師に言われた言葉を、忘れてしまったのです。




　魔王の住すみ処かはとても恐ろしいところでした。

　毒の沼に囲まれていて、普通の方法では近づくことすらできません。

　よしんば沼を渡れたとしても、今までに誰も見たことのないような、巨大で凶暴な魔物や、人を悪あしき道に引き込む悪魔が、そこかしこに棲すんでいるのです。

　でも船のお陰で、毒の沼は簡単に渡れます。

　魔物が襲いかかってきても、剣と盾があります。

　盾はとても頑丈で、魔物の爪も牙も、アルスには届きません。

　剣はとても斬れ味がよく、アルスがほんの少し力を込めて斬るだけで、魔物は真っ二つになります。

　時折、悪魔がアルスに「その剣と盾と船があれば、きっとお前は人間の王様になれるぞ」と囁ささやきますが、アルスには聞こえません。

　魔除けの腕輪が悪魔の囁きから、守ってくれているのです。

　そうしてアルスは魔王の元へとたどり着きました。

　魔王は人族の住む城よりも、さらに大きく、そして禍まが々まがしい黒い城に住んでいました。

「ファーハハハハ！　こんなところまでよくぞ来た、人族の子供よ！　一体何の用なのだ!?」

　魔王はとても大きな体と、大きな口、紫色の髪を持つ恐ろしい怪物でした。

「空の色を元に戻してほしい。僕の大切な人のために」

「それはできない！　妾わらわは紫の空が大好きだからな！　ファーハハハ！」

　魔王は聞く耳を持ちません。

　魔王には、大切な人という言葉の意味がわからないのです。

「なら、お前を倒して空の色を元に戻してやる！」

　アルスは魔王に戦いを挑みました。

　剣と盾、それに腕輪を持つアルスは自信満々で魔王に突進します。

　しかし、魔王の身の軽いこと！

　まるで未来が見えているかのような動きで、アルスの剣をかわします。

　アルスがどれだけ剣を振り回しても、かすりもしません。

「ファーハハハ、当たらん！　当たらん！　かすりもせん！　次はこっちの番だ！」

　魔王は笑いながらアルスへと打ちかかってきます。

　魔王の大きな拳こぶしを、アルスは盾で受け止めました。

「ああっ！」

　ですが、なんということでしょう。

　次の瞬間には、アルスは盾を掴つかまれ、振り回されて飛ばされてしまいました。

　壁に強く打ちつけられたアルスは、恐れおののきました。

　賢者にもらった剣も盾も、魔王には通用しないのです。

「ファーハハハ！　このまま捻ひねり潰つぶして頭から食べてやる！　バリバリ食べてやる！」

　強大な魔王が迫ります。

　アルスはたまらずその場から逃げ出しました。

　いかに強きょう靭じんな意志を持つアルスといえども、人生で初めての恐怖の前には、もう戦うことなどできなかったからです。

　剣も盾も放り投げ、腕輪もいつしかすっぽ抜け、魔王から逃げ切った時、アルスは何も持っていませんでした。




　アルスは魔王の土地をさまよいました。

　毒の沼から出た瘴しょう気きが、アルスの体を少しずつ蝕むしばんでいきます。

　しかし、アルスの心を蝕んでいたのは、別の毒でした。

「僕は逃げてしまった。大切な人が待っているのに」

　その毒の名前は『諦め』。

　アルスは落ち込み、うなだれたまま歩き続けました。

　剣と盾があっても、魔王には勝てません。

　目からは涙がこぼれ落ち、地面に小さなしみを作りました。

　腕輪がなくなったことで、悲しみを食べる邪悪な悪魔も寄ってきました。

　悪魔はアルスの流れ落ちる涙をペロペロと舐なめながら、アルスの耳元で囁きます。

「こんにちは、小さな勇者君。どうしたのかな？　おいしい涙がこぼれてしまっているよ？」

「魔王に勝てないんだ」

「勝てやしないさ、なにせ魔王はとっても強いからね。そうでなくとも、君は小さな子供なのだから」

「僕は空を元に戻したいんだ」

「空を元に戻すことなどできやしないよ。なにせ君は非力な子供なのだから」

「じゃあ、どうすればいいんだ」

「どうにもできやしないよ。大きくなれはしないし、力も手にははいらない。どうにもできやしないんだ」

　悪魔の囁きを真に受けて悲観的になったアルスは、毒の沼の縁ふちへと足を運びました。

　いっそのこと、毒の沼に身を投げてしまおうかと思ったのです。

　毒の沼に身を投げれば、アルスの小さな体はあっという間に溶けてなくなってしまうことでしょう。

　でももう、アルスにはどうしようもできないのです。

　アルスは目をつむり、毒の沼へと身を投げようとしました。

　しかしその寸前、沼の縁に奇妙な家があるのを見つけました。

　穴の上に亀の甲羅をかぶせたような、妙ちくりんな家です。

「なんだろう、あの家は。悪魔は何か知っているかい？」

　その時、悪魔はどこかへと消えていました。

　見渡しても、もうどこにもいません。気づくと、周囲には聖なる気が満ちていました。

　聖なる気は、どうやら、あの家から発せられているようです。

　なら、きっと聖なる者の家だ。

　そう思ったアルスは、恐る恐る、家の中へと踏み入りました。

「ごめんください」

「こんにちは、人の子よ。どうしたのだい？　ここは人の子供が来るべきところではないよ？」

　そこにいたのは、優しい瞳を持つ赤銀色の髪を持った人でした。

「僕の名前はアルス。空の色を戻したかったけど、魔王に負けてしまったんだ」

「私は名前を捨てし者。決まった居場所を持たぬ者。最初にして最後の賢者。ただ使命のみに生きている」

　その言葉で、アルスは思い出しました。

　自分は五匹の賢者に会わなければいけなかったのです。

　五匹の賢者に会わずに魔王と戦ってはいけなかったのです。

　それを思い出すと、アルスは不思議と勇気が湧いてきました。

　どうしようもなくはなかったのです。自分は間違っていたのだから。

「僕はアルス。最初にして最後の賢者よ。魔王を倒すために、力を貸してくれないかい？」

「私はとても忙しいのだ。とても、とてもね」

「何をしているのだい？」

「遠い未来の子供のために、力を蓄えているのだよ。未来の子供には、打ち倒さねばならぬ敵がいるからね」

　賢者はそう言うと、アルスを見て聞きました。

「こちらも聞こう、人の子よ。どうして魔王を倒すのだい？」

「青い空が見たいんだ。大切な人のために」

「おお、君も使命を持つのだね。しかし、本当にその願いは、大切な人のためになるのかな？」

「もちろんだとも。彼女は青い空を見たいんだ」

「そうか、ならば私の力を少しあげよう。それで魔王を倒しなさい」

　そうして、アルスは最初にして最後の賢者から、力をもらいました。

　賢者からするとほんの少しの、ですが圧倒的な力です。

　アルスはその力で、剣と盾の本当の使い方を知りました。

　腕輪の輝きを増す方法を知りました。

　船を空に飛ばす方法を知りました。

　アルスは空飛ぶ船に乗り、魔王の城へと向かいます。

　城の前に落ちていた腕輪を拾うと、腕輪は輝かしい光を放ちました。

　その光に誘われるように、剣と盾が戻ってきました。

「ファーハハハ！　子供が戻ってきたぞ！　今度こそ食べてやるぞ！　妾は美お味いしいものが大好きなのじゃ！」

　魔王との二度目の戦いが始まります。

　しかし、アルスは力を手に入れました。

　剣を振れば、魔王を斬り裂き、盾を構えれば、魔王を弾はじき飛ばします。

　圧倒的な力を手に入れたアルスにとって、魔王はもはや、敵ではありませんでした。

「うぎゃー！」

　とうとう、魔王はアルスの剣に貫かれ、断末魔の声を上げて死にました。

　すると、魔王の体から七色の光が発せられました。

　その光に呼応するかのように、空の色がみるみる戻っていきます。

　アルスが見上げれば、そこには真っ青な空！

　アルスが、そして大切な人が求めてやまなかったものです。

　アルスはすぐにでも大切な人のところに戻らなければと思いました。

　でも、すぐには戻れません。借りたものを返さないといけないからです。

　まずは最初にして最後の賢者のところに行きました。

　力を返します。

　次に五番目の賢者のところに行きました。

　腕輪を返します。

　次に四番目の賢者のところに行きました。

　剣を返します。

　次に三番目の賢者のところに行きました。

　空飛ぶ船を返します。

　次に二番目の賢者のところに行きました。

　盾を返します。

　アルスは借りたものを全て返し、大きな町へと戻りました。人族の町です。

　すると、町では盛大なパーティが行われていました。

　人々は空の色が元に戻ったことで、魔王が倒されたことを知ったのです。

　お城まで行くと、王様が両手を上げて喜びました。

「おお、勇者アルスよ！　よくぞ戻ってきた！　よくぞ魔王を倒してくれた！　この国を君にあげよう、我が愛いとしの姫もだ、ぜひとも国王になってくれないか！」

　国王の懇願に、でもアルスは断ります。

　大切な人が待っているから、と。

　でも、占い師にだけはお礼を言って、一日だけ町で過ごしました。




　それから、ようやくアルスは村に戻ってきました。

　旅に出てから、とても長い時間がかかりました。

　でも青い空を取り戻しました。大切な人に見せるのです。彼女の笑顔を見るのです。

　しかし、村に戻ると、兄が悲しい顔をして、俯うつむいていました。

「兄さん、顔を上げておくれ、青い空だよ。僕が魔王を倒して取り戻したんだ」

　兄はそれでも、悲しい顔をやめません。

「大切な人にも見せるんだ。彼女も青い空を見れば、きっと喜んでくれるよ」

　そう言うと、兄はさらに悲しい顔をしました。

　そこで、ようやくアルスは聞きました。

「兄さん。どうしてそんなに悲しい顔をするんだい？」

「弟よ。それはね、あぁ……弟よ。いいかい、よく聞きなさい。それはね、死んでしまったからだよ」

「誰が死んだのだい？」

「君の大切な人が。今日の朝に、死んでしまったのだよ」

　それを聞いて、アルスは笑いました。

　寂しいけれども、悲しいけれども、笑いました。

「今日の朝なら大丈夫。きっと彼女は、青い空を見たはずだから。彼女は死ぬ時、笑っていたろう？　綺麗な空だと、笑っていたろう？」

「いいや、泣いていたよ。君に会えないと泣いていたよ。空が綺麗な青色になっても、そんなことより君に会いたいと俯いて、彼女はずっと泣いていたのだよ」

　それを聞いて、アルスは愕がく然ぜんとしました。

　アルスは、大切な人の願いを叶えたはずでした。

　しかし、違ったのです。

　大切な人の願いは、アルスと一緒にいることだったのです。

　死ぬまでの、ほんのわずかな時間を大切にしたい。それが、彼女の本当の願いだったのです。

「ああ……」

　兄を前に、アルスは膝から崩れ落ちました。

　色を失ったアルスの瞳からは、一筋の涙が、こぼれ落ちます。

　アルスは、それからずっと、泣き続けました。

　もう、どうしようもないのです。自分は一番大切なことを、間違ったのだから。

　ずっと、ずっと……死ぬまで泣き続けました────。
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「はい、おしまい」

　物語を読み終わったアイシャは、パタンと本を閉じた。

「んー、ちょっと最後は暗い話だったね～。教訓としては、幸せはもっと身近なところに転がっています。ってところかな。でも、あたしはもっとハッピーエンドの方が好きかな～」

　俺は彼女の膝に座って、本の表紙をじっと見ていた。

「多分、時代的には第一次人魔大戦の時だから……勇者アルスの伝説のアレンジかな？　あたしが知ってるのとはちょっと違うけど。仲間も出てこないし、賢者もなんか一人多いし……教訓もなんかちょっとおかしいな。誰に向けてるんだろう？　でも、アレンジならこんなもんかなぁ」

　アイシャはそう言いつつ、本を弄もてあそぶようにくるくると回して観察した。

　古い本だ。グレイラット家にあるどの本よりも古いだろう。

　表紙は白い革張りだが、何の革かまでは、アイシャにもわからないようだ。

　ただどこかで見たことのあるような色合いで、長い年月を経てもなお亀裂の一つも入っていなかった。紙の方はかなりボロボロだというのにな。

　もし、この本が第一次人魔大戦の戦後すぐに書かれたものだとするなら、紙の方もかなり頑丈と言える。

　タイトルは『アルスの物語』。飾り気もひねりもない。

「アルス君が読んでって言うから読んだけど、この本どこから持ってきたの？　闘神語だよ、これ」
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「オルステッド様のところ」

「え？　まさか、勝手に持ってきたの？　だめだよー、そんなことしちゃ」

「ち、違うよ。パパにくっついて遊びに行った時、本棚にその本があって、なんとなく気になってパラパラって見てみたら、オルステッド様が『持って帰るがいい』……って」

　暗い顔をしていたんだろうな。

　何を考えていたのかなんて憶えてもいないが……ただただショックを受けていたのは覚えている。

　物語は救いようのないバッドエンドだった。主人公が俺と同じ名前だからと、アイシャも雰囲気を出して読んでくれたが、そのせいか俺も感情移入しすぎたのかもしれない。

「だーいじょーぶだよー。アルス君はちゃんと幸せになれるんだから～」

　アイシャは俺を抱きしめて、頭をぐりぐりと撫なでてきた。

　俺は機嫌が悪い時でも、だいたいいつもこれでご機嫌になったからな。だが、それも小さい頃の話。十歳の誕生日を迎えた頃から、俺はだんだんとごまかされなくなってきていた。

「ねえ、アイシャ姉」

「なぁに？」

「この物語のアルスって、どうやったら幸せになれたのかな？」

「え？　そりゃあ……えーと、そのまま一緒にいても『彼女』は死んじゃうから、魔王なんてほっぽりだして、賢者に『彼女』を助ける方法を聞いて、それで結婚して、ハッピーエンドじゃないかな。勇者アルスが魔王……というかキシリカ様かな。キシリカ様を倒さないと世界は平和にならないけど、二人が生きてる間ぐらいは、人族も滅ばないだろうし」

　アイシャは頭をひねりつつ、そう回答した。

　我ながら完璧な回答だと、アイシャは思ったようだった。

「……」

　しかし、その時の俺はお気に召さなかったらしい。

　眉に力を入れて、口を尖らせている。

「ねえ、アイシャ姉」

「なぁに？」

「結婚って、なに？」

「好き同士の二人が一緒になることだよ」

「そうじゃなくて、具体的にさ、何をするの？」

「もちろん、同じ家に一緒に住んで、同じご飯食べて、子供を作って育てたり……」

「子供って、どうやって作るの？」

「え？　そこから？　うーん……と、それはあたしが教えていいのかなぁ……？　白ママか青ママに聞いたほうがいいんじゃないかなぁ……」

　アイシャは少し赤面しつつ、そう答えた。

　この子もそろそろそういうことに興味を持つ年頃なのか、なんて思っていたのかもしれない。

「それで、アイシャ姉、結婚して、子供を作るのが、幸せになるってことなの？」

「まあ、そうなんじゃないかな」

「本当に？　本当にそれで、幸せになれるの？」

「ど～かな～。お兄ちゃんは幸せそうだけど、あたしは結婚してないからな～」

「どうして結婚しないの？」

「好きな相手がいないからかな～。お兄ちゃん……アルス君のパパのことが好きだったんだけど、でも結婚するような好きかっていうと、ちょ～っとだけ、いやぁ、かーなーり違う感じでね？　やっぱり実の兄妹きょうだいだからかなぁ～？」

「ふぅん……」

　俺はちょっと面白くなかったよ。

　なにせ初恋の相手が、自分の父親を好きだった、なんて言うんだからね。かなり違う、なんて言われても、俺にはその違いがどんなもんかなんて、わからなかったしな。

　それにもう一つ、懸念があった。

「パパが。俺に、婚約の話が来てるって言うんだ」

「え？」

「アスラ王国の王族でジークと同い年の子なんだけど、もし気に入るようなら、婚約するかもって」

　アイシャにとって、それは初耳だったそうだ。

　後から聞いた話になるが、アイシャもショックを受けていたらしい。

　目の前にいる小さな少年が婚約。今の時期に婚約すれば、お互いが成人した時にはすぐ結婚だろう。この小さな少年が……生まれた時からずっと面倒を見てきたこの子が……と。

「あ～……」

　しかしながら、アイシャは賢いし、現実的な考え方をする。

　アスラの王族となれば、アリエルの親類だ。アリエルはルーデウスとの強いつながりを保とうとしており、結婚はその手段として最適だ。アルスより小さいとなれば、アリエルの娘の可能性もあるだろう。

　そう考えると、すぐに納得したみたいだ。

「ま、アルス君は長男だし、そういうこともあるだろうね」

「俺、結婚させられるの？」

「大丈夫。パパにちゃんと『嫌だ』って言えば、きっとわかってくれるよ。でも、そんなに結婚が嫌なの？」

「だって、顔も見たことない相手と、結婚なんてできないだろ？」

「じゃあ、アルス君はどんな人と結婚したいの？」

　アイシャとしては、それは何気なく聞いた言葉だったろうな。

　せいぜい「おっぱいの大きい子がいい！」なんて返事を期待してのものだろ。

　俺っておっぱい好きだしさ。しょうがないだろ。道端とかでそういった女性を見かけると、すぐに視線が追いかけていっちゃうんだ。子供の頃からそうだ。将来はさぞ女好きに育つだろうと、皆で噂うわさしているぐらいにな。

　でもな、俺は言ったんだ。ハッキリとな。

「俺、アイシャ姉と結婚したい」

「うえっ!?　あたし？」

　アイシャは目を見開き、まじまじと俺を見た。

　俺は、とても真剣だったよ。その時、人生で一番真剣だった。

「え……えー？　やめなよ。あたしなんて。アルス君から見たらおばさんでしょ？　結婚してもすぐ後悔しちゃうよ。もっと若い子にすればよかった～って」

「年齢なんて関係ないよ。ノルン姉とルイジェルドさんなんて、もっと離れてるでしょ？」

「ルイジェルドさんは魔族だから。見た目は老けないし」

「なら、ルイジェルドさんは、自分より早く老ける人と結婚したってことでしょ？」

「まぁ……そうなるのかな？」

「だったら、年齢なんて関係ないよ。俺、アイシャ姉のこと、好きだもん」

　冗談とか、お世辞とか、そんなつもりはなかった。

　俺は、本当に、真剣にそう言ったんだ。

　アイシャとて、愛の告白の一つや二つは受けたことがあったろうな。

　傭よう兵へい団で仕事をしていれば、男性と会う機会はあったろうし。

　けど俺は、そいつらと同じぐらい、いやそいつらよりも真剣なつもりだったよ。

「……えっと」

　しばらく、俺はアイシャと見つめ合っていたよ。

　アイシャがその時、俺を見て、何をどう考えていたのかは知らない。

　まぁでも、そうだな。父にそっくりだとか、そんな風に考えていたのかもしれないな。

　アイシャにとって父は、やっぱり尊敬する人物で、それでいて面白くて、かっこよかっただろうから。

「……」

　俺はただただアイシャの顔を見ていたよ。

　そうしたら、アイシャの顔がな、少しずつ赤くなっていったんだ。

　表情も、ちょっとだけ変化してな。いつもの、あの猫みたいな笑い方じゃなくて、目を見開いて、口をキュッとすぼめて、なんていうか、ときめいてくれていたのがわかった。

　きっと今だったら、キスの一つでもしていたんじゃないかな。

「んふふ～、ありがと。でもダメだよ」

　しかし、アイシャは自制した。

「どうして？　俺のこと、嫌い？」

「んーん。違うよ。でもあたしたちは姉弟きょうだいみたいなものなんだから、結婚なんてアルス君のパパもママも、あたしのお母さんも許してくれないの」

　アイシャは、そう言いつつ、俺のことを抱きしめた。

　いつものように。何もなかったかのように。

　しかし、いつもよりも鼓動が大きく、抱きしめる手には力が入っていた。

「でもね、あたしもアルス君のこと、だいだいだ～い好きだったから、嬉うれしかったよ～」

　アイシャはそう言って俺の頭を撫でた。俺もまた、黙って撫でられた。

　アイシャは事あるごとに俺を抱きしめたし、俺もまた抱きしめられるのが好きだった。

　いつも通りの二人。何もなかった。戻った。そう言い聞かせるような抱擁だった。

「大丈夫。大きくなったら、あたしなんかより、ずぅ～っといい子が自然と見つかるから」

「うん」

　だが、俺は抱擁がいつもと違うことを感じていた。

　何がどう違うのか、うまく説明できないが、確かに違うと感じていた。

「……」

　アイシャの匂いに包まれながら、俺は直感的に思った。

　今日、何かが変わったんだって。

「……うん」

　そして実際、その日から俺とアイシャの関係は、大きく変わっていった。
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　と、こうして俺は初めてアイシャにプロポーズしたわけだ……。

　自分で話すと恥ずかしいな。

　小さい頃の話だ。娘がパパと結婚すると言うぐらいな。

　ただ、俺にとっては、間違いなく恋心を自覚した瞬間だったし、本気だったよ。

　だから俺はこの日を境に、アイシャに猛アタックを仕掛けていく。

　アイシャの方も、まんざらではなかったそうだけど、幼い子供、それも兄の息子に手を出すのはどうかとは、思っていたそうだ。

　でもそれも最初だけ、時が経たつにつれて、その感覚も薄れていった。

　次第に、俺を受け入れてくれるようになったんだ。

　ほれ、なにせアスラ貴族は、血のつながった者同士で結婚するなど日常茶飯事だからな。

　まぁ、俺の気が変わらなければ、そういう関係になるのも悪くないと、そう思っていたんだろう。

　アイシャの母君、リーリャ婆ばあ様は反対するだろうが、それ以外は特に問題ない、と。

　だが……いや、ここからは『ルーデウスの書』を読みながら話していこうか。

　俺も、当時の父がどう考えていたのか興味がある。







三．「家族会議」





　今はもう考えれば、自分がなぜあんな気持ちになったのか、わかる。

　アイシャのことを、自分の妻の一人として見ていたわけではない。

　妹として、家族として愛してはいたが、自分のものだと思っていたわけではない。

　つまり、ＮＴＲされたわけじゃないってこと。

　仮にそうだったとしても、三人も妻を娶めとった俺に浮気や不倫を咎とがめる権利があるとは思えないが……ともあれ、結局のところ俺の方に原因があったというだけなのだ。

　あの日にそれがわかっていれば、あれほどこじれることはなかったのかもしれない。







『ルーデウスの書　二十九巻』より抜粋
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　今日も仕事が終わった。

　最近の仕事は、アスラ支部長アリエルとのものばかりだ。

　アスラ王国の端に大型の転移魔法陣を設置する計画を進めているのだ。

　世界的に「禁忌」とされている転移魔法陣……その禁忌を、アスラ国王であるアリエルの権限で撤廃し、国内に堂々と設置してしまおうというものだ。

　当然ながら、ミリス神聖国は反対するだろうし、国民の中からも反対する者が出てくるだろう。

　すでに過去のものとなりつつあるフィットア領転移事件の被害者は、強く反発するはずだ。

　もちろん、反対したところでアスラ王国は民主主義ではないので、押し通せる。

　が、国民の不満からクーデターが起きる、なんてこともありうる。

　アリエルの背中はいつだって狙われているのだ。

　もっとも、国民に対する『言い訳』に関しては、アリエルに任せておけば大丈夫だろう。

　今日、その草案も読ませてもらったが、かなり説得力があった。

『フィットア領は転移事件によって崩壊し、十年経たった今もなお復興中である。

　あの美しき黄金の小麦畑が元に戻るには、まだ何十年もかかるだろう。

　転移事件は我らから様々なものを奪った。

　だからこそ、我々は転移に関する研究を進めなければいけない。

　二度とあのようなことがないように、知らなければならない。転移とは何かを。

　そのために、転移魔法陣の『禁忌』を撤廃する。

　反対する者もいるだろう。不安に思う者もいるだろう。

　あるいは、我らの代では、失敗を繰り返すだけかもしれない。

　だが、失敗は必ずや糧となり、我らの子孫の繁栄につながるだろう』

　と、そんな感じの文面だ。

　反発しそうな国民を、逆に味方につけてしまおうという作戦だろう。

　もちろん、反対意見は出るだろうが、元々アリエルは人気があるし、どうとでもなりそうだ。

　恐らく、一番強く反発するのは国民の中でも、ミリス教徒だろう。

　なにせ、現在のあらゆる『禁忌』の取り締まりを主導的に行っているのは、ミリス教だ。

　そんなミリスへの根回しは、俺が進めている。

　話を通しているのは、主に神み子こと教皇だ。

　転移魔法陣を大々的に設置すると言うと、二人とも渋い顔をした。

　やんわりと、少なくともミリス国内への設置は叶かなわないだろう、と言われた。

　ひとまずミリス行きの魔法陣の設置は諦めつつ、なんとか「反対意見を完全に抑えることはできないが、教皇や神子が先頭に立ってアスラ王国に抗議することはない」という確約はもらった。

　その代わりに、いくつか要求されたものもあるが、そこは仕方あるまい。

　ひとまずは、それでオッケーだ。

　アスラ王国内のミリス教徒の貴族が転移魔法陣の便利さや利権に気づけば「いずれミリスの方にも転移魔法陣を」という声が上がる可能性もあるからな。そうなった時に教皇や神子が表立って反対しないというのは大きい。

　というわけでミリスは置いといて、まずは実験的にフィットア領の人のいない地域と、王領の中でも特に人ひと気けのない地域に転移魔法陣を設置。

　実験を重ね、うまくいけば数を増やしていくことになる。

　無論、障害もあるだろう。運送業といった職種では、仕事を失う者もいるだろう。

　でも、転移魔法陣が利用されるようになれば、利便性も安全性も向上する。

　結果的には、人のためになるはずだ。

　少なくともオルステッドは転移魔法陣の効果的な運用法を知っているようだし、ラプラスとの戦争においても、有効活用されるはずだ。

　ともあれ、今日で一段落はついた。

　何日か休暇を取らせてもらったので、家でゆっくりと休むとしよう。

「ただいま～」

　そう思いつつ、俺は家へと帰ってきた。

　子供たちに囲まれ、妻に抱きつき、美お味いしいごはんを食べる。

　そんな幸せな我が家。

「……あれ？　誰もいないのか？」

　しかしながら、賑にぎやかなはずの我が家はシンとしていた。

　時間は昼下がり。ロキシー、ララ、アルス、ジークは学校。

　シルフィはこの時間だと買い物で、リリとクリスはエリスとお散歩。アイシャは傭よう兵へい団ってところかな？　ゼニスもいない。ジローもいない。となると、リーリャはゼニスを連れてどこかに行っているのだろう。最近はジローに乗ってジローの散歩に行ったりもしているようだし。

　ルーシーは、今年からアスラ王国の王立学校に入って寮暮らしだから、今は家にいない。

　となると、家には俺一人かね。

　おっと、留守番のビート君がいたか。いつもいつもお留守番ご苦労様。

　君が害獣を駆除してくれるお陰で、今夜も美味しいお米が食べられそうだよ。

　今度、美味しい肥料をもらってきてあげよう。

　なんてことを考えつつ、階段を上がる。

「ん……ん……」

　すると、どこからか声が聞こえてきた。

　少し苦しそうな声だ。留守だと思ったが、誰かいるのだろうか、と思いつつ、俺は廊下を歩いて声のする場所を探すと、どうやら声はアイシャの部屋から聞こえてくるようだった。

「あっ……んぅ……」

　熱にうなされているような、苦しそうな声。

　アイシャ、病気にでもなったんだろうか。

「あっ……いいよ。もっと……」

　あ、違う。これ、あれだ。俺と一緒に寝る時のシルフィとかロキシーが上げる声だ。

　俺もエリスと寝る時はよく口にするから、よくわかる。

「……」

　しかし参ったな、情事中か。

　それにしてもまさかアイシャにそんな相手がいたとは……。

　嬉うれしいやら、悲しいやら、複雑な気持ちだ。

　アイシャも年頃だし、兄である俺の目から見ても美人さんだ。相手がいても、おかしくはない。

　しかし気まずいなぁ……。

　いやまて、もしかすると全部俺の勘違いかもしれない。

　本当に熱にうなされているとか、耳かきをしてるとか、単にマッサージしてるだけだとか。

　大穴狙いでプロレスごっこというのもあるだろうが……いや、この世界にプロレスはない。

　他にも可能性はいくらでもある。

「……」

　気まずい気持ちではあるが、しかしありうることだと考えれば、落ち着きもする。

　ノックの一つでもして、あとで相手の子を紹介してもらおう。

　パウロの代わりにノルンとアイシャの父親をする。

　ずっと前に決めたことだ。せいぜい、相手の男を見極めさせてもらおう。

　あんまりナンパな男なら、ちょっと難癖つけてしまうだろうが……まあ、それもアイシャのためだ。でも、アイシャなら、そうそう変な男に騙だまされたりはしないだろう。癖の強い相手を選んだかもしれないが、総合的に悪い相手ではないはず。

　よし、先入観や第一印象に縛られず、相手の本質を見抜いていこう。

　本質を見抜くのはあんまり得意じゃないけど。

　ひとまずノックだ。

　と、手を扉へと近づけたところで、中から声が聞こえた。

「ねぇ、アルス君。気持ちいい？」

「うん。うん……アイシャ姉」

　俺は咄とっ嗟さに扉を開け放った。

「えっ!?」

「わぁっ!?」

　そこには、信じられない光景が広がっていた。

　アイシャとアルスが、二人でベッドに入っていた。

　アルスが下で、アイシャが上だった。

　二人は裸だった。二人は汗だくだった。二人は交尾中の猫が唐突に現れた人間にビックリしたように動きを止め、顔だけこちらに向けて、目を丸くしていた。

「……」

　二人でプロレスごっこ……。

　というわけではないだろう。

　プロレスごっこなら、ちゃんとパンツかタイツを穿はいてないとおかしいし、部屋にこんなアレな臭いは充満しない。パイプ椅子だってないとおかしい。

　つまりこれは……あれだ。アイシャとアルスが……。

「……あ、お」

　何かの間違いであってほしかった。

　扉を開けると、中でアルスの肩をアイシャが揉もんでるとか、そういう光景が見たかった。

「え、あ、うぁ」

　言葉が出ない。なんだよ、これ。

　……どうすんだよ。なんでこんな……えぇ……？

　唐突に現れた俺に、アイシャの顔が真っ青に染まっていく。

　俺の顔も同様だろう。自分の頭から血がどんどん落ちていくのを感じる。

「あ、あの、お兄ちゃん、おかえりなさい……じゃなくて、これはね……えっと」

　アイシャが何か言おうとしたが、さすがに言いあぐねていた。

　それで、これが何かの間違いではなく、二人が意図的にこういう状況になっていたことが理解できた。

「二人とも……今すぐ、風呂に入って、着替えて、リビングに、来なさい」

　なんとか、絞り出すようにそう言って、俺は扉を閉めた。

　そのまま階段を降りて、リビングに行き、崩れるように椅子に座った。

　体から力が抜けていく。高鳴る心臓の音。狭まった視界。夢であってほしかった。

　だが、二階からごそごそと聞こえる音が、無情にも現実であると伝えてくる。

　胃がむかむかして、吐きそうで、何も考えられなかった。




　アイシャとアルスが風呂に入っている間に、シルフィとリーリャが戻ってきた。

　二人は俺を見つけると、驚き、何があったのかを聞いた。

　俺はその言葉に引きずられるように、帰ってきてから見たものを喋しゃべった。

　すると、リーリャの顔が真っ青になり、俺の様子を見て、すぐに真っ赤になって慌ててどこかに駆けていこうとするのを、シルフィが止めた。

　彼女は俺の話を聞いても、冷静であった。

　落ち着いて、ロキシーたちが戻ってきてからきちんと話し合おう。

　そんな風に言っていたように思う。

　リーリャはそれに頷うなずき、ひとまず食事の準備にとりかかってくれた。

　アイシャとアルスが風呂から上がる頃、エリスたちも帰ってきた。

　彼女はリビングの俺を見るなり、「誰にやられたの!?」と聞いてきた。

　その物言いは、大昔にパウロと喧けん嘩かした時のことを思い出す。

　ひとまず冷静に、何が起こっていたのかを話すと、エリスは怪け訝げんそうな顔をした。しかし、俺の状態を見て深刻だと思ってくれたのだろう、そのまま何も言わなかった。

　風呂から上がってきたアイシャとアルスと入れ違いにリリとクリスを風呂に入れ、二人を部屋に戻して、リビングに戻って己の席に座り、腕を組んで目を閉じた。

　アイシャとアルスは並んで座った。

　アイシャは自分の席に座り、やや不ふ貞て腐くされたような、しかし余裕のある顔をしていた。

　対してアルスは不安そうな、深刻そうな、事態をわかっていなさそうな、なんとも言えない顔だ。

　話はロキシーが戻ってきてから、と言うと、アイシャは「わかった」と頷いた。

　そしてロキシーが帰ってきて、ララとジークが風呂に入ったところで、全員が揃そろった。
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　家族会議が始まった。

　まずは、事実の確認からだ。

　何をしていたのかを聞くと、アイシャはすんなり答えてくれた。

　その間、アルスはずっと黙っていた。俯うつむいて、膝の上で拳こぶしを握りしめて、ずっと黙っていた。

　確かに二人は致していたらしい。

　アイシャの言い分としては『練習』だそうだ。

「はい。アルス様もお年頃でしたので。ご主人様もご存じかと思いますが、アルス様はいわゆる女好きなのです。魔法大学を卒業したら、アスラ王国の学校に通うことになると聞いておりますが、その頃にはそういう機会も多くあると思います。アルス様はご長男ですし、跡取りを残さないといけません。なので将来失敗しないように、私が練習相手となっておりました」

　アイシャの口から出てくるのは、神妙な敬語だった。

　アイシャが外部の人間と会話する時に使う、どこか冷たく、無機質で、突き放すような敬語だ。

　普段、俺に対するのとは大きく違うそれから語られた内容は、口調とは裏腹に軽い言葉だった。

『練習』

　そのあまりの軽さに、俺はまたショックを受けてしまった。

　アイシャとアルス、二人は姉弟きょうだいではないが、同じ家で姉弟同然に育った家族だ。

　少なくとも、俺はそう思っている。

　別段、この世界の、この国においては、近親相姦がダメという法律はない。ないが……でもそんな軽い感覚でそんなことをしていてはダメだろう。

　これは、叱しからなければならない。

　叱るのは、あまり得意ではないが、俺が叱らなければならない。

　ダメであることを納得させ、やめさせなければいけない。

「それは……ダメだろ」

「何がダメなのでしょうか？」

「何がって……」

　でもなんと言えばいいのだろうか。

　唐突に思い浮かぶのは、パウロの顔だ。パウロなら、なんと言っただろうか。とにかくダメだ、と言っただろうか。ぶん殴っただろうか。それとも、ショックのあまり、青い顔をして、言葉を失っただろうか。

　俺は後者だった。言葉を失ってしまった。

　とにかく、今、この瞬間は大事だ。話の流れ次第では、取り返しのつかないことになりかねない。

　慎重に、言葉を選ばなければならない。

　そうは思っているのに、選ぶべき言葉が見つからなかった。

「アイシャ！　あなたは、何をしたかわかっているのですか!?」

　そんな俺を見かねてか、まずリーリャが激高した。

　彼女は最初からずっと、怒り心頭だった。

「はい。アルス様が苦しそうにしてらっしゃったので、他よ所そ様さまの子に対し大きな間違いを犯す前にと……」

「そういう意味ではありません！」

「しかしお母様。お母様は以前、おっしゃりました。ご主人様が求めてきたら、嫌がらずに受け入れなさい、と。なぜご主人様はよくて、アルス様はダメなのでしょうか？」

「それは……」

　リーリャは言葉につまった。

　確かに、かつてリーリャはアイシャを俺にけしかけるようなことを言っていた。

　結局、俺が相手をしなかったのもあってか、次第に何も言わなくなったが……。

「それはルーデウス様が、望んでいないから……です」

「それを言うなら、そもそも、私がご主人様に仕えるのも、ご主人様が望んでいたわけではないのでは？」

「もちろん、そうですが……」

「お母様は理解していないかもしれませんが、お母様が今まで私にやらせようとしてきたことは、全てお母様の自己満足です」

　リーリャが絶句した。

　青い顔で口をぱくぱくとさせている。

　これほどショックを受けたリーリャを見るのは、久しぶりだ。

「もちろん、お母様を責めているわけではありません。ご主人様に仕えるのは、私としても望ましいことでした。しかし、今回のことは私なりにグレイラット家のためを思ってやったことです。お母様と理念は一緒。それが自分の意に沿わないからと怒るのは、少々自分勝手が過ぎるのではないでしょうか？」

「アイシャ……あなた、もしかして私への意趣返しに、こんなことをしたのですか……？」

「ですから、私なりに恩返しのつもりでやったことだと言っているのに、なぜそうなるのですか？」

　リーリャはその言葉で、奥歯を噛かみしめて俯いた。

　目の端に、涙が溜たまっている。

　その顔には、怒りか、あるいは悲しみか、どちらとも取れない表情がついていた。

　対するアイシャは、すまし顔だ。この顔は、傭兵団がどこかと折衝する時によく見る。

　アイシャが会話をコントロールしている時の顔だ。

　相手とどんな問答になるかわかっており、予あらかじめなにを言うか、決めてある時の顔だ……。

　こういう状況でなければ、頼もしいとすら思える、アイシャの余裕顔。

「アイシャ」

「何でしょうか？　ご主人様」

　俺が声をかけても、余裕は崩れない。緊張の欠片かけらもないように見える。

　俺との会話も、予測されているということなのだろうか。

　少なくとも、アイシャに悪びれた様子はない。まさか、今回の一件、あまり悪いと思っていないのだろうか。

「ああいうことは……軽々しくやるもんじゃない」

「もちろん、軽いつもりはありません。アルス様だからこそ、あたしも一肌ぬいだのです。それとも、してはいけない理由が？」

　突き放すような一言。

　言えるものなら言ってみろと言わんばかりの言葉だ。

「アルスは、家族だ。お前にとっては、弟みたいな存在だろう？　つまり、俺とお前がするようなものなんだ。それは……ダメだろ？」

「それは違います。私にとってはご主人様は王様で、アルス様が王子様という感じなのです。それに、私はご主人様とするのを嫌がったり、ダメだと思ったことなんて一度もありませんよ。確かに以前、ちょっとそういう感情とは違うという話はしましたが、求められていれば応えていました」

「……」

　悲しい気持ちになった。

　もしかして、アイシャは今までずっと、そんな気持ちで俺に接してきたのだろうか。

　兄だと思っていたのは俺だけで、アイシャはずっと、俺のことを仕えるべき主人だと思っていたのだろうか。確かに、このシャリーアで再会した頃は、仕えるとは言っていたが、長い年月を経て、そういう感覚はなくなったものだと思っていた。

「あ。もちろん、皆のことは家族だと思っております。ただ、うまく言えませんが、そういう感じもあるのです。ご主人様はお兄ちゃんであり、アルス様は甥おいっ子。それと同時に、仕えるべき相手。両方なのです」

「……」

　考えを見透かされたかのような言葉に、次の言葉が出なくなる。

　なんて言えばいいのか、言うべきことはあるはずなのに、出てこない。

　一方的にあれこれと言いつけるのがよくないと思っているからだろうか。

　いや、俺自身、なぜ悪いのか、ハッキリと理解できていないのだ。

　なぜアイシャとアルスがしてはいけないのか。

　なぜ、俺自身、こんなにショックを受けているのか。

　なぜ、こんなに嫌な気持ちになっているのか。

　なぜ、わざわざ大おお事ごとにして、家族会議を開いたのか。

　誰を責めたいのか。誰を叱りたいのか。どうしたいのか。わからない。

　こんな状態では、何を言っても、ハッキリと明瞭に言い返されるビジョンしか浮かばない。予見眼を開くまでもない。

　誰か、俺のこの気持ちを、代弁してくれる者はいないだろうか。

　助けを求めるように、ちらりとロキシーの方を見てみると、彼女はかわいそうなぐらい落ち込んだ顔をしていた。

「わたしが……わたしが、ちゃんと見ていないといけなかったのに……」

　そんな呟つぶやきが聞こえた。

　ああ、これは、ダメな時のロキシーだ。今回は、ちょっと頼れそうもない。

　元々、色恋沙汰には弱い人だ。仕方あるまい。

　ならエリス……は、もっとダメか。凄すごい顔でアルスの方を睨にらみつけている。

　エリスに助けを求めたら、血を見そうだ。そこまでは望んじゃいない。

　シルフィがいいだろうか。

「まあでも、そういうことなら、仕方ないね」

　と、会話が途切れたところで、アイシャがふと、敬語をやめた。

「あたしとしてはアルス君のため、グレイラット家のため、と考えた行動だけど、確かに少し軽い気持ちだったかもしれないし、考え足らずな行動だったかもしれない。お兄ちゃんの言う通り、軽々しくするものじゃないよね。今回はあたしが軽率でした。ごめんなさい」

　ほっとするような空気が流れた。誰が流した空気かなど、言うまでもない。

　アイシャはまとめに入ろうとしていた。

　主導権を握り、会議を終わらせようとしている。この話はこれでおしまい。ちょっと失敗しちゃったけど、ちゃんと反省しています。そして締めくくりは、「もうしません」だ。

　だが、俺にはわかる。その言葉は、口先だけだ。元々、二人は隠れてやっていたのだ。

　本気でアルスのため、グレイラット家のためと考えているなら、オープンに……とまでは言わないまでも、誰かには伝えるだろう。性教育をしてもいいかという許可を取るだろう。

　つまり最初から、悪いと思ってやっていたのだ。

　だからこの場で、もうしないと約束しても、またするだろう。

　今度はもっと巧妙に。絶対に誰かに見つからないように。アイシャならきっと、それができる。

「今後はもうアルス君とは──」

「じゃあ、ジークの方も頼める？」

　アイシャの言葉を遮ったのは、シルフィだった。

　彼女はこの会議を聞きながら、ずっと黙っていた。普段はあまりしない鋭い目で、じっとアイシャを見ながら。

　それが、いきなり。

「え？」

「アルスの方に手ほどきができるんだったら、ジークの方も頼めるかって聞いたの」

　シルフィは一体、何を言ってるのか。そんなのいいわけないだろ。

　そう思って思わずシルフィを見ると、彼女は一瞬だけ俺に目配せをしてきた。

　いいから任せておけ、と言わんばかりの視線……だと、信じたい。

「えっと、ジーク君は……まだ、早いんじゃない？」

「そんなことないよ。ジークだってすぐ大人になるし、練習するなら、早いうちからの方がいいからね。今晩からでも、してもらえるかな？　嫌？」

「嫌……じゃ、ない、けど……」

「ついでにクライブ君のこともお願いしていい？　ウチの子じゃないけど、親戚みたいなものだし」

　シルフィのとんでも発言に、アイシャの額に冷や汗が流れる。

　目線が泳ぎ、一瞬だけアルスの方を見る。

　アルスは変わらず、俯いてだんまりだが、アイシャの視線を受けて、少しだけ顔を上げた。

　アイシャと目が合う。

　大丈夫なの？　どうすればいいの？

　とでも言わんばかりの不安そうなアルスの視線を受けて、アイシャは意を決したようだった。

　シルフィの方を向き直り、にぱっと笑った。

「うん。わかった。じゃあ、ジーク君とクライブ君にも手ほどきしておくね」

　アイシャがそう言った瞬間、椅子を蹴って立ち上がった者がいた。

「……あんたはっ！」

　エリスだ。

　彼女は今まで、ずっと椅子に座り、腕を組み、口を固く結び、目を閉じて話を聞いていた。

　だというのに、彼女はいきなりカッと目を見開き、拳を固く握りしめながらズンズンとアイシャの方へと歩いていき、その拳を大きく振り上げた。

　思わず顔を手で覆おおうアイシャ。

「あぐっ……!?」

　しかし、殴られたのはアイシャではなかった。

　彼女の隣に座り、ずっと俯いていたアルスだ。アルスは椅子ごと吹っ飛ばされて、壁に激突。

　鼻血を流しながら、呆ぼう然ぜんとした顔でエリスを見上げた。

「あんたは！　アイシャにここまで言わせて！」

「だってアイシャ姉が、自分に任せろって……」

「……だってじゃないっ！」

　エリスの拳がもう一発、アルスに叩たたき込まれた。

　アルスは床に叩きつけられ、苦く悶もんのうめき声を上げた。

「そんな風に育てた覚えはないわ！」

　エリスはなおも激高し、アルスへと向かっていく。

「私は守れって教えたのよ！　誰が、こんな！　見捨てろなんてっ！　恥を知りなさい！」

「やめて！　エリス姉！」

　倒れたアルスを、アイシャが覆いかぶさるように庇かばった。
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「アイシャ、どきなさい！　こいつの腐った性根、叩きなおしてやるわ！」

　アイシャごとアルスを殴り殺しそうな気配だ。

　俺は慌てて立ち上がり、エリスを後ろから押さえた。

「エリス、ストップ！　ちょっと落ち着いて！」

「落ち着けないわ！　今のでわかったでしょ!?」

「なにが!?」

　ついていけてない。エリスにわかって俺にわからないというのは悔しいけど、わからない。

　答えを口にしたのは、シルフィだった。

「今の全部、アイシャちゃんの演技だったってこと」

　シルフィが立ち上がり、こっちにやってくる。

　そして、彼女がエリスを手で制すると、エリスはおとなしくなった。

　シルフィはアイシャとアルスの前にしゃがみ込み、優しい口調で聞いた。

「ねぇ、アイシャちゃん。ジークやクライブ君とするの、イヤでしょ？」

「……」

　アイシャは答えない。ただ不貞腐れたような顔で、アルスを抱きかかえるのみだ。

　今まで、あれだけ饒じょう舌ぜつだったのが、嘘うそのように。

「アルス君のことが好きで、自然とそうなったんだよね？」

「……」

「でも、好きだって正直に言ったら、リーリャさんが反対するから、内緒にしてたんだよね？」

「……」

「それとも、本当はアイシャちゃんがそういうこと、試してみたかっただけ？　興味本位？」

「違う！」

　最後の言葉に反応したのは、アイシャではなかった。

　アルスだ。

「違う！　俺が好きだって、アイシャ姉と結婚したいって言った時、アイシャ姉は最初、ダメって言ったんだ。でも俺が何回も好きって言ったら、仕方ないなって、一回だけだよって、本当はダメなんだけどって……！　俺が、俺が何度も頼んで、だからアイシャ姉は仕方なくって……俺が、俺が悪いんだ！」

　アルスは鼻血を流しながら、必死の表情で叫んだ。

　それを受けて、シルフィは再度、アイシャを見た。

「ねえ、アイシャちゃん、本当のことを言って？」

「……」

　シルフィに見つめられて、アイシャは俯き。

　しかし、ぐっと奥歯を噛みしめて、顔を上げた。

「そうだよ！　あたしはアルス君が好きなの！」

「いつから……」

　そう聞いたのは、誰だっただろうか。

　俺の口から出たような気もする。あるいはリーリャだろうか。ロキシーだったかもしれない。

「生まれた時！　アルス君を見た時！　この子はあたしにとって特別だって、そう思ったの！」

「……」

「アルス君が育っていくうちに、その気持ちはどんどん強くなって……でも我慢しようと思ったんだよ!?　だってアルス君だもん！　歳だって十歳以上も離れてる！　わかってるよ！　弟みたいな相手のはずなのに、こんな気持ちになるのはおかしいって！　それにアルス君は長男だし、後継ぎだし、いいところの子と結婚して、グレイラット家を安泰にさせなきゃいけないのもわかってる！　でもアルス君に好きだって言われたんだもん！」

　ようやく俺にも全ぜん貌ぼうが見えてきた。

　つまるところ、普通の恋愛だったわけだ。相手が叔母と甥の関係だったというだけで。

　とはいえ、俺は今まで、アイシャとはそうした関係を結ばないようにしていた。

　その気にならなかった、というのもあるが、あくまで妹。妻とは別枠の人間として、一線を守ってきた。そのことからアイシャは、親族に手を出すのはＮＧと考えていてくれたのだろう。

　でも、アイシャもアルスのことが好きだった。

　ずっと面倒を見ていて、好きになってしまった。

　どういう気持ちで最初の一線を越えたのかはわからない。

　本当に、一回だけと思って致したのかもしれない。だが、それでアルスの方の抑えが利かなくなってしまった。俺も男だからわかるが、最初はそんなもんだ。

　そしてアイシャも、求められて、ノーとは言えなかった。

　なにせ、自分もしたいのだから。本心では結ばれたいと思っているのだから。

　その結果、隠れて淫みだらな毎日を送る結果となった、というわけか。

「アイシャらしく、ありませんね……」

　ロキシーがぽつりとそう言った。

　すると、アイシャはロキシーの方をバッと振り向き、叫んだ。

「じゃあ、あたしはどうすればよかったの!?　だって好きなんだもん！　しょうがないじゃん！　アルス君のために何でもしてあげたいって思うんだもん！　あたしは、アルス君が、好きなんだもん……」

　アイシャの言葉が次第に小さくなった。

　アイシャは泣いていた。アルスを抱きしめながら、泣いていた。

　その姿は、かつてベガリット大陸で俺と致した時のロキシーに、ダブって見えた。

「……いえ、気持ちはわかります」

　その言葉に、ロキシーはそう言った。

　アルスだけではない、アイシャもまた自分をコントロールできなかったのだ。

　あのアイシャが、珍しいことにだ。

　生殖は人間の本能だ。ダメだとわかっていても、どうしようもない時もある。

「お兄ちゃん」

　アイシャは、涙を拭ぬぐい、落ち着いた声で顔を上げた。

「今回のことは、申し訳ありませんでした。でも、あたしはアルス君が好きです。アルス君もあたしが好きです。成人してからでもいいです、結婚させてください」

　真面目な声音に、周囲はシンと静まった。

　シルフィが振り返った。柔らかな表情だった。

「ルディ、どうするの？」

　決めるのは俺か。そうだな、俺が開いた家族会議だもんな。

　でも、俺が決めていいのだろうか。

　周囲を見ると、なんとなく、もういいんじゃないか、という空気が流れていた。

　確かに、隠れて致すのはよくなかっただろう。おおっぴらにやることではないにしても、もっとこう、やり方はあったはずだ。こうやってバレるより前に、さりげなく根回しをしておくとかさ。

　アルスとアイシャは、お互いに愛し合っている。

　確かにアルスはまだ幼いが、どちらかが無理やり、というわけではない。

　ならいいじゃないか。こんな場を用意してまで糾弾する必要はないじゃないか。

　そんな空気だ。

「……」

　客観的に考えると、悪い理由がそんなに思い当たるわけじゃない。

　でも、なんだろう、この、心の奥底から湧き上がる忌避感は……。

「ダメだ。許可できない」

「え？」

　戸惑いの声を上げたのは、シルフィだった。

　あれ？　何か変なことを言ったか？

　いや、まて。落ち着いて考えてみよう。

　アイシャはいい。アルスに求められて、悪いと思いつつも、やった。

　それはアイシャの判断だ。正しいか間違っているかはさておき、アイシャはその方向に進むと決断した。悪い方向に転がっても、アルスを守ろうと決心して。

　でも、アルスはどうだろう。きちんと判断したのだろうか。

　男というのは、下半身に脳を支配される時が、往々にしてよくある。

　支配されてしまえば、それに対するリスクとか、その後のこととかがスッポリと抜け落ちてしまうことも多々ある。脳みそが金玉についているというやつだ。

　俺だって、シルフィと結婚した頃は、ほとんどそのことしか考えていなかった。

　今にして思えば、シルフィとの結婚だって、釣った魚を逃したくないという気持ちがなかったとは、言い切れないだろう。認めたくはないが、そういうものだ。

　アルスはアイシャが好きなのではなく、刷り込みインプリンティングに近い感覚を持っている可能性もある。要するに、ただヤリたかっただけなのではないだろうか。本気で愛しているとかじゃなくて、一時の感情に過ぎないのではないだろうか。

　それが悪いとは言わない。本能に従うのが悪いことだなんて、俺は口が裂けても言えない。

　今は一時の感情でも、あるいは時間をかけることで本気になっていくかもしれない。

　だが……アルスには、善よし悪あしの判断がついていないのではないだろうか。

　つまり、アルスは幼すぎるのではないだろうか。

　もちろん年齢の問題ではない。年齢というのなら、俺がエリスと初体験したのは、今のアルスと同じぐらいだ。まあ、俺の場合、前世も含めて四十歳を超えていたが……それはさておき。

　今の家族会議において、アルスはほとんど発言しなかった。

　そのほとんどを、アイシャに任せてしまっていた。あるいはあのままいけば、アイシャが全て悪かった、という結論で終わったかもしれない。アイシャはそうなるように誘導していた。

　アルスは、何もしなかった。任せっきりで、アイシャを悪者にして、難を逃れようとした。

　だからエリスが激高した。

　アイシャの指示に従っただけとも言えるが、やっぱりそれじゃダメだろう。こういうのは、どっちか片方が悪いというわけではないのだ。

　アイシャの方が年上で、判断力もあるからアイシャの方がより悪い、という見方もあるだろう。

　でもお互いのことだ。

　アルスだって、会話に参加すべきだった。アイシャの指示に従い、完全に任せるのではなく、二人で俺の反対に対抗しなきゃいけなかった。

　拙つたないながらも自分の頭で考えて、だ。

　それができなかったというのなら、さすがに認められない。

「……」

　アルスを見る。

　怯おびえた表情を、俺に向けている。エリスに殴られてから、完全に萎い縮しゅくしてしまっているように見える。今の状況を打開しようという意思は、見受けられない。

　これを見るに、恐らく今までアルスの失敗のツケは、アイシャが払っていたのかもしれない。

　今回の一件で、「好き同士なら仕方ないか。でもアルスが一人前になるまで結婚はお預けだ」なんて言ったとして……。果たして、それでアルスは成長できるだろうか。

　アイシャは今回、アルスを御しきれなかった。

　むしろ珍しいことに、アイシャの方が自分を制御できていない感じすらある。

　アイシャはアルスが生まれてからベッタリだ。

　今までは、アルスの教育はアイシャに任せてきた。アイシャなら、間違ったことは教えないだろうと思って。しかし、アイシャですら知らない領域となると、教えようもないだろう。

　まず、アイシャ自身が学ばなければならない。

　でもまあ、今までのアイシャを見るに、今回の一件からうまいこと成長するだろう。

　でもアルスはきっと、成長できない。

　何もしていないから。うん。これじゃ、やっぱり、ダメだろう。やはりアイシャとアルスはいったん距離を取るべきだ。

　だから俺は、反対しているんだ。

　……。

　…………いや、違う。

　これじゃない。これも確かに理由の一つだが、コレじゃあ、ない。だって、そんなのは後からいくらでも学べるんだから。アイシャもアルスも、二人で学んでいけるんだから。

　だから俺の抵抗、忌避感はこれじゃ説明がつかない。

　でも、じゃあ、なんだ……わからない。

　だが、この場でいったんの結論は出したほうがいい気がする。

「……アルスには、ちょっと早いけど、アスラ王国の王立学校に通ってもらうことにしよう。寮暮らしだ」

　迷った挙句、俺の口から出た結論は、そんな言葉だった。

　かつて、パウロが俺とシルフィを見て出した結論と、ほぼ同じだ。

「えっ!?　それって、あたしとアルス君を引き離すってこと……？」

　アイシャは目を丸くし、信じられないといった顔で聞いた。

「そう。アルスはまだ半人前だし、アイシャに依存しすぎてるんじゃないか？　自主性を育てるためにも、しばらくお前たちは離れていたほうがいいと思う」

「いや、ちょっとまって、お兄ちゃん。確かに今回はちょっとよくなかったと思うけど、あたし、次からはちゃんと気をつけるから。次からは、ちゃんとアルス君のためになるようにするから。アルス君だって今回のことでちゃんと学んでる。エリス姉に殴られて、ちゃんとわかったと思う。だからさ──」

「ダメだ」

「なんでダメなの、ねえお兄ちゃん、理由を言って！　納得できる理由を！」

「……俺が、嫌なんだよ」

「だからなんで嫌かって聞いてるの！　アルス君をアリエル様のところのお姫様と結婚させるつもりだから？　あたしは邪魔なの!?」

「違う」

　ていうか、なんだよそれ、どっから出てきた話だよ。

　確かにアリエルからそんな話をチラッと聞きはしたけど、色よい返事なんて一度もしてないぞ。

「なら、あたしがお兄ちゃんの所有物だから？　今まで一度も所有物として扱おうとなんてしなかったくせに!?」

「違う。俺はお前のことを所有物だなんて思ってない」

「じゃあなんでさ！　ダメだって言うなら納得させてよ！　納得したら、あたしだってちゃんと諦めるから！　諦めさせてよ！　ねえ！」

「俺にだってわかんない！　けどダメなものはダメなんだ！」

　俺がそう言うと、アイシャは下唇を噛んだ。

　珍しく、俺を睨んでくる。アイシャにこんな風に睨まれたことは、今までなかった気がする。

　怖いというより、悲しい。俺も、自分の言葉が足りていないことはわかっている。

　でもしょうがないだろう。この抵抗感に説明がつかないんだから。

　こうして口にしていても、モヤモヤとした気持ち悪さが残っている気がするのだから。

　そんなのはダメだ、と思ってしまうんだから。

　理由が必要なのか？　この感情に。そもそも、理由なんて、あるのか？

　いや、たとえ理由が必要だったとしても関係ない。

　言えないだけで、譲れないことには変わりない。

「……アイシャ、ダメだ」

　極めて冷静にそう言った。

　半ば無理やり、俺の意見を押し通すような言葉だ。きっとアイシャは納得しないだろう。

　そう思ったのだが、アイシャは俺の顔を見て、ハッとした顔になった。

　彼女は肩で息をし、血の気の引いた顔で俺の顔を凝視していたが、息が戻る前に、ふっと肩から力を抜いた。冷静になったのか、一つ息を吐く。

「そうだね。言われてみると確かに、アルス君は今日だって学校サボっちゃってるし。最近はそういうことばっかり考えてるみたいだしね。あたしと一緒にいるのは、よくないよね」

　納得しない。そう思ったのだが、なんとか通じてくれたらしい。

「……理解してくれて、助かる」

「わかったよ。お兄ちゃん」

　その日の家族会議は、ひとまずそれで終わった。





★　★　★






　二階から子供たちを呼び、食事を取り、解散。

　食後、リビングでシルフィ、ロキシー、エリスの三人と少し相談をした。

　シルフィは、数年前から薄々気づいていたそうだ。

　彼女はアイシャと一緒に家の仕事をしていることも多いから、アイシャとアルスがお互いに意識しあっているのに気づいていたらしい。

　いずれそういう風になると、思っていたそうだ。

　エリスも同様だ。ただ、彼女は二人が……というより、アルスが最近になって妙にそわそわしているから、好きな相手が出来たんだろうと考えていたそうだ。アイシャだとは思わなかったが。

　そんなことより、先ほどの場でアイシャの後ろに隠れ続けたことの方が気に障ったらしい。

　ロキシーは気づいていなかった。

　彼女はそのことを深く悔やんでおり、アスラ王国の王立学校には自分も同行すると申し出た。教師として赴任しつつ、アルスの面倒を陰ながら見るのだ、と。

　その口調は強いもので、俺は了承した。ロキシーなら、アルスも依存はしないだろう。

　それから、二人の今後について、俺の考えを話した。

　アルスを魔法大学から中退させ、アスラの王立学校に通わせる。

　アイシャの庇ひ護ごのない状況で生活させる。

　できるだけ一人で考えさせ、行動させ、その結果を受け止めてもらう。そうすることで、今のアイシャに頼りっきりな状態から脱却するだろう。

　帰ってくる頃には成人だ。

　その上で、まだアイシャのことが好きだというのなら。将来のことを考えてアイシャと一緒になりたいというのなら。今回のことが、一時の気の迷いではないというのなら……。

　その時は、二人の仲を許そう。

　正直、俺としては強い抵抗があるし、気持ち悪さもある。今だって吐きそうだ。

　でも、俺が決めていいことでもない。二人は血縁だし、俺はアルスの保護者でもある。

　だが所有物ではない。

　アイシャはとっくに独立してるような年齢だし、アルスだって成人すれば保護からは離れていい。

　もちろん、ヒトガミのことを考えれば、二人の行く末をコントロールしたい気持ちはある。

　けど、俺に振り回されるのも、良くはない。

「うん。わかった。ルディらしい結論だと思うよ」

「……ルーデウスがそう言うなら、いいわ」

「はい……わかりました」

　そう伝えると、三人は頷いた。

　少なくとも、三人は俺が感じたような気持ち悪さは持っていないらしい。

　エリスは反対したいようだったが、それはあくまで、アルスが情けなかったからだろう。

　この世界では、近親同士の結婚はよく行われている。

　特にアスラ王国の貴族連中はそうだ。魔族にだって、そういう種族はいると聞く。

　だから、言うほど抵抗を感じないのかもしれない。

　俺が異質なのかもしれない。もう、こっちの世界には慣れたつもりだが、元々は異世界の人間だ。

　何年経っても、感性的に変わらないものはある。

　もっとも、前世では近親を禁忌だなんて、思っていなかったはずではあるが……。

「あの二人、昔のボクたちみたいだね」

「そうかな……？」

　シルフィの言葉に、俺は首をかしげた。

　アイシャとアルスの関係は、俺とシルフィのそれとは、大きく違うと思うが……。

　いや、そんな話ではないか。

　俺とシルフィみたいに、親に強引に引き離されるってことに関してだ。

　もしあの日、パウロに引き離されなければ、俺たちの人生はまったく違うものになっていただろう。

　俺はエリスと出会い、シルフィと大きく離れた。

　結果的にシルフィとくっついたものの、転移事件が起きなければ、あるいはエリスとだけ結婚していたかもしれない。

　アルスが王立学校で俺にとってのエリスのような存在に出会うかはわからないが……。

　何はともあれ、転移事件のようなことはそうそう起こらない。

　まあ、ちょっと時間を置けば、二人とも落ち着くだろう。

　これが良い方向に転がるか、悪い方向に転がるかはわからないが……。

　俺としては、今回のことは一時の気の迷いで、良い方向に転がると信じたい。

「でも、ああやって頭ごなしにダメって言うのは、ルディらしくなかったよ」

「……ああ」

「もし、ちゃんとした理由があるなら、二人が別れる前に、言ってあげてね。理由もわからず、無理やり引き離されるのって、結構辛つらいから」

　そう言うシルフィの口調には、ほんの少しだが、責めの色があった。

　あるいは彼女は、最初からアルスとアイシャの仲を認めるつもりだったのかもしれない。

　なにせ俺と違い心の準備があったし、抵抗もないのだから。

「わかった」

　でもそうだな。

　確かに、強引すぎたかもしれない。

　俺とシルフィの時は引き離されることで、結果的に自分たちのためにはなったが……。

　だからといって、同じことを押し付けるのはやはり、ちょっと違う。

　アイシャにしろ、アルスにしろ、一人の人間だ。

　いくら従う姿勢を見せてくれているとしても、俺の勝手にしていいわけじゃない。

「……」

　何が正解なのだろうか。

　どうするのが良いのだろうか。

　そう思いつつも話は終わり、俺たちは部屋に戻り、眠った。




　翌日。

　アイシャとアルスは、一通の手紙を残して消えた。

『二人で生きていきます』

　駆け落ちだった。







四．「若さ」




　あの日の晩は、リーリャの怒声が家に響いていた。

　リビングで相談していた父さんたちには聞こえていなかったかもしれないけど、俺たちには聞こえていた。

　リーリャがアイシャを叱しかる声だ。

『どうしてあんなことをしたのか、亡き旦那様に申し訳が立たない』

『ルーデウス様のご子息を誑たぶらかすなど、私たちのしていいことではない』

　そんな悲痛な声を、俺は少し離れた部屋で聞いていた。

　とても、心が痛かったよ。

　本当なら、俺もその場にいなきゃいけなかったんだけど、アイシャに、「自分は大丈夫だから」と言われて、部屋で待っていたんだ。

　恥ずかしい話だが、赤ママにああ言われてなお、俺は受け身だったんだな。

　いや、受け身というより、それだけアイシャを信じていたんだ。アイシャが物事を解決する能力は、当時の……いや、今の俺と比べても上だったからね。

　全て任せておけば万事うまくいく。何事をも完璧にやり遂げる。

　アイシャというのはね、そういう女なんだ。凄すごいんだよ。すごくね、凄いんだ。

「アルスはさ」

　だから、俺の部屋に集まった姉、ララにこう言われた時、確かにな、って思ったんだ。

「自分がアイシャ姉と釣り合ってると思うの？」

　確かに、俺とアイシャは釣り合ってない。

　だってそうだろ。本当に全部任せっきりでさ、ピンチの時でも甘えてさ、そりゃアイシャは何でもできるけど、だからって頼り切りでいいわけがない。

　赤ママに恥を知れって言われたことの意味さ。

　その時ははっきりと言語化できていなかったけど、確かにな、って思ったんだ。

「僕も、アルス兄はおかしいと思う」

「ジーク……」

「僕、そういうのまだわかんないけど、アルス兄、アイシャ姉のこと好きなんでしょ。二人で悪いことしたのに、アイシャ姉だけ叱られてるのはおかしいんじゃないかな」

　弟にそう言われた時も、そうかもしれないとは思ったんだ。

　でも、この期に及んで、俺はまだこうも思っていた。

　アイシャが、自分一人でいいって言ったんだ、ってな。

「ルーシー姉がいなくてよかった。いたら大爆発だよ。きっと叩たたきのめされてる」

「だね」

　迷いはあった。

　姉と弟にも白い目で見られて、俺は何も言い返せなかった。

　そりゃ俺だって、おかしいとはわかっていた。

　好きな女一人に全部任せて、全部ひっかぶせて、それでいいわけがないって。

　俺だってアイシャからしか学んでないわけじゃないんだからさ。俺の知ってる理想の男っていうか人間が、そういうやつじゃないことぐらいは知ってた。

「アルス、今こそ男を見せる時」

「そうだよ。アルス兄、頑張れ！」

「……いやでもさ、男を見せるってどうすりゃいいんだよ」

　俺がそう聞くと、仲良し姉弟きょうだいは顔を見合わせた。

　わかんないのか？　って顔をしていた。でも、わからないものはわからない。俺はやっぱり馬鹿だからな。わかんない時はわかんないんだよ。

　少なくとも、さっきの家族会議での態度を悔やんでも仕方がないってことはわかる。

　過去にとらわれず、反省して前に進みましょう、というのが我が家の教えだ。

「……パパを、倒す？」

「えっ」

　ララの言葉に、ジークがギョッとした顔をした。

「さっきの会議、こっそり聞いてたけど、よくよく聞いてたら、反対してたのはパパとバァバだけだった。白ママはアイシャ姉が嘘うそを言ったのに怒ってて、赤ママはアルスがヘタれてたのに怒ってたけど、反対自体はしてなかった。バァバはパパが怒ってなかったら反対してなかったと思う。アルスがアイシャ姉と仲良くしてるの、いつも嬉うれしそうに見てるし……つまりパパを倒せば解決。赤ママもきっとそう言う」

　抑揚もなく、長々と喋しゃべるララ。

　普段は面倒臭がってあまり喋らない姉だけど、今は俺のために親身になって考えてくれているんだとわかった。

　話の内容に現実味はなかったけどな。

「倒せばって、勝てるわけないだろ」

「アルスならいける。寝込みを襲えば」

　父は強いけど、魔術師だ。

　俺たちに対しては警戒心も薄い。

　だからララの言う通り、寝込みを襲えばきっと倒せるだろう。

　いや、でも、なんかそれも違う気がする。寝込みを襲って赤ママが納得するとも思えない。

「や、やめようよ。パパを倒しても、ママたちがいるんだよ？」

「……それもそっか」

　ララは一言で引き下がった。

　ララも、自分の案が大して名案じゃないとわかってたんだろうな。

「ていうか、パパを倒してどうするの？」

「パパを亡き者にすれば、当主を名乗れるし、アイシャ姉も自由にできる」

「亡き者って……それはやりすぎでしょ？」

「だね。冗談」

　ララの冗談はあまり笑えなかった。

　けど、赤ママに関しては、それぐらいの気概を見せなきゃいけなかったんだろう。

　父に、妹さんを俺にください、と宣言するとか？

　それもなんかちょっと違う気がするけど……でも白ママは、ちゃんと話せばわかってくれそうに思う。

　ちゃんと話す。

　うん、そうだ。俺がアイシャが好きで、将来的にも結婚したいってことを、改めて伝えるべきなんだ。

　なんで父が反対しているのかは、青ママが教えてくれるはずだ。その解決方法も。

　そう考えると、いろいろとまとまってきたように思えた。

　話すのは俺も得意じゃないけど、でもきっと伝わるって思ったんだ。

「あ、お説教終わった」

「俺、行ってくる」

「見つからないように気をつけてね」

　窓の外からかすかに響いていたリーリャの怒声が静まり、ガチャリと扉が閉まる音が聞こえた。

　俺は父と母たちに見つからないよう、忍び足で移動し、アイシャがリーリャと別れて、自分の部屋に戻ろうとしているところで、手を掴つかんだ。

「アイシャ姉……」

「あ、アルス君……」

『いけないんだ。さっき怒られたばっかりなのに、会ってるところ見られたらまた怒られちゃうよ？』

　そう言って、俺の鼻の頭をツンと突いて笑うアイシャを幻視した。

　それからなぜ失敗したのかを教えてくれて、今後どうするかを軽い感じで提案してくる。

　そんな風に一瞬だけ思った。

「ごめんね、失敗しちゃった……」

「えと」

　けどそうじゃなかった。

　アイシャは、憔しょう悴すいしていた。

　諦念と、失望と、焦燥の入り混じったような表情で、笑おうとして、でもいつものように笑うことすらできず、困った顔をしていた。

「離れ離れになっちゃうね……」

　離れ離れには、いずれなるものだと思った。

　ルーシーがアスラ王国の学校に行ったように、俺だってラノア魔法大学を卒業したら、ここからいなくなる。それはもう、決まっていたことじゃないか。

　でももしかしたら、アイシャは俺についてきてくれるつもりだったのだろうか。

　アイシャがどうするつもりだったのかなんてわからなかったけど、そういう準備を進めていても、おかしくはなかった。

　だってアイシャは、そういうことができるのだから。

「……アルス君」

　アイシャは、ポツリと言った。




「逃げちゃおっか、二人で。この家を出て、どっか別のところに」




　初めて見る表情だった。

　泣きそうで、絶対にそうはならないと知ってて、でもつい口にした。そんな感じの言葉だった。

「なんてね、冗だ──」

「行くよ」

　だから俺は、アイシャが冗談と言い切る前に、そう言った。

　反射的なものだ。それまで考えていたことなんて吹っ飛んでいた。

「アイシャ姉がそうしたいなら、俺はついていくよ。アイシャ姉がしたいこと、俺が全力で手伝うよ。一緒にいよう。俺、アイシャ姉が好きだから、離れたくない」

　アイシャはしばらく、ポカンとした顔をした後、抑揚のない声で言った。

「わー……」

「俺、まだ全然強くもないし、役に立たないかもだけど、アイシャ姉のことは守ってみせるよ」

　そう言って手を握ると、アイシャは頬ほおを赤らめて、ぎこちなく握り返してきた。

　アイシャがこの時、何を考えていたのかなんてわからない。

　俺も考えなしだったと思う。

　けどな、鈍感な俺でもさ、アイシャが俺と一緒にいたいと思ってくれていることぐらいはわかったんだ。普段、感情なんか無視して、効率のいい方法ばっかり考えるようなアイシャがさ、そんなの全部無視して、初めて感情に任せたことを言ったんだ。

　そりゃあさ、叶かなえてあげたいって思うだろ。

「……じゃあ、行っちゃおっか」

　そうして、俺たちは家出をすることを決めた。





★　★　★






　荷造りはすぐだった。

　アイシャはいざという時のための避難用の荷物を用意していた。

　父さんの敵が、いつ自分たちを襲うかわからないから、いつでも逃げられるように。

　そのうちの二つを取って、アイシャはちょっと考えて、俺に二つとも持たせた。

　荷物はそんなに重くはなかった。あくまで最低限の避難用だからだ。これだけで大丈夫なのかと聞くと、アイシャは「大丈夫、大丈夫、途中で手に入るものは途中で手に入れるから」と笑った。

　それから、俺たちは裏からこっそりと家を出た。

　レオは吠ほえなかった。ビートも静かだった。

　もう皆寝たのか、家は静けさに包まれていたけど、窓からララとジークが顔を覗のぞかせてこっちを見ているのがわかった。

　俺は目が合うと、二人に頷うなずくにとどめた。

　二人は手を振ったけど、俺は振り返さなかった。二度と帰ってこられないかもなんて、不安には思わなかった。ララとはまた会えるだろうなと思った。ジークはわかんないけど。

　でもなぜか、ママたちとは、もう会えないだろうなと思った。

「家出ですか？」

　だというのに、家を出てから数歩ほど歩いたところで、後ろからそう声をかけられた。

　聞き慣れた声。家でも、学校でもよく聞く、ちょっと眠たげだけど、凛りんと響くような声。

　青ママこと、ロキシー・Ｍ・グレイラットがそこにいた。

「……」

　俺は、アイシャの前に出た。

　青ママ相手なら、この距離なら、勝てる。

　そう思いつつ腰の剣に手をやる時、自分の手が震えているのに気づいた。

「アルス君、いいから」

　アイシャにそう言われて、俺は剣から手を離した。

　今の一瞬で、額が汗でびっしょり濡れていて、袖で汗を拭ぬぐった。

　青ママは、ずっと俺たちのことを見守っててくれた母だ。

　学校でも、わからないことがあったら、優しく教えてくれた。

　友達と喧けん嘩かしちゃった時も、一緒に謝りに行ってくれた。

　父も赤ママも白ママもアイシャもリーリャも出かけていていない日に、一緒に食材を取りに行きましょうと、釣りに誘ってくれた。

　いつだって冷静で、穏やかで、賢くて、困った時に寄り添ってくれる青ママに、俺は何をしようとしたのかと思い立って……涙が出そうになった。

　こういうことなんだろうか？　本当に、こういうことなんだろうか……。

　そんな自問自答に答えてくれる者はおらず、俺は立ち尽くすだけだった。

「まさかロキシー姉に見つかるとは」

「二人の変化を気づけなかったことがショックで、話をしようか迷っていましたので……」

　そう言う青ママは俺たちを叱るでもなく、怒るでもなく、いつも通りの冷静で穏やかな様子だった。

「どこに行くんですか？」

「言わないよ。言ったら連れ戻されちゃうじゃん」

「アテはあるんですか？」

「うん。二人でも生きていけるよ」

「冒険者はやめておいたほうがいいですよ。あまり実入りがよくないので」

「大丈夫大丈夫。そんな危ないことしないよ。幸いルード傭よう兵へい団を運用させてもらったお陰で、お金はあるから、それでなんとかするつもり」

「ルディは、心配しますし、捜すと思いますよ」

「お兄ちゃんなら見つけられるかもしれないけど……どうかな、お兄ちゃん、あれで案外抜けてるから」

「ルディに抜けているところがあったとしても、オルステッド様やペルギウス様に頼れば、見つけられないということはないでしょう」

「……そうだねぇ……それでも、行くよ」

「そうですか」

　青ママは、大きくため息をついた。

「アイシャ」

「なに？」

「見つからないよう根回しはしておいてあげます。でももし、『このままじゃダメだ』と思ったら、わたしに連絡をください。方法は何でもいいので」

「うん……わかった。ありがとう、ロキシー姉」

　アイシャは軽い感じで歩き出す。

　俺はそれについていきながら、微笑んでいる青ママを見る。

　青ママは、止める気はないようだった。

　たまらず、聞いた。

「あの、青ママ……止めないの？」

「はい。私もあなたぐらいの年齢で家出して、今に至りますので」

「青ママも……？」

「幼い頃に家を飛び出して、冒険者になって、そのままラノアまで。二十年以上、家には戻りませんでした。それでもこうして生きているんですから、大丈夫です。旅はいろんなことを学べます。アイシャに頼りすぎないよう、自分の頭で考えて、頑張ってください」

「……はい」

　青ママはそう言って、俺の頭をポンと撫なでた。

　青ママは小さくて、ほとんど俺と同じ背丈だけど、大人なんだと、そう感じた。

　そんな人を相手に、剣に手をかけたことを思い出し、目の端に涙が浮かんだ。

「じゃあ、行ってらっしゃい」

　青ママを背に、俺たちは旅に出た。
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五．「捜索」





　過去というものは、いつまでたっても俺の後ろについて回る。

　俺は過去を反省したつもりでいたが、結局のところ、できていなかったということか。

　いいや、反省はしているんだ。

　ただ、自分が失敗だと認識していないことに関しては、やはり鈍いのだろう。

　今回も、肝心なところから目を背けていた。

　反省したつもりになる、というのは何度も経験したが、今回もそうだった。

　もっと早くに気づいていればと、後悔してももう遅い。

　アイシャとアルスは、もういない。







『ルーデウスの書　二十九巻』より抜粋







★　★　★






　俺は手紙を見た瞬間、大慌てで家を飛び出した。

　捜し出したところで納得させられるわけはないが、捜さない理由もなかった。

　町中を、二人の行きそうなところ、特にアイシャが行きそうな場所を重点的に捜した。

　しかし、いなかった。

　丸一日捜しまわっても、見つからなかった。

　ルード傭よう兵へい団本部。元クリフの家。魔法大学。各所にある傭兵団所有の倉庫。

　アイシャがよく利用する喫茶店。服屋。布屋。雑貨屋。問屋。

　果てはオルステッドの事務所まで……オルステッドは不在だったが。

　どこを捜しても、二人の姿は見つからなかった。どうやら、もう町の中にはいないようだ。

　いや、目撃情報はあったのだ。

　朝早く、町の門から徒歩で出発した。

　朝早く、乗り合い馬車に乗った。

　朝早く、厩うまやから馬を借りて出ていった。

　そのほかにもいくつか、似たような情報が。

　しかし、どこか矛盾した情報だった。これでは、町の外に出たのか、それとも町の外に出たのがフェイクで町の中にいるのか、さっぱりわからない。恐らく、アイシャが意図的に流したのだろう。きっと彼女なら、それができる。

　しかし、情報の数は多い。アイシャ一人で流せるものではない。

　誰がそれを流したのか。アイシャが最も自由に扱えるのは誰か。

　答えは一つ。傭兵団だ。

　そう気づいた瞬間、俺はルード傭兵団の本部へと取って返していた。

　リニアとプルセナを問い詰めるのだ。

「ルード傭兵団の掟おきてその一！」

「挨拶はしっかり！　腰をしっかり曲げて頭を下げる！」

「ルード傭兵団の掟その二！」

「背筋を伸ばし、ハキハキとした声で！」

「ルード傭兵団の掟その三！」

「依頼人には敬意を払うこと！」

　戻ってきた時、リニアとプルセナは広場に団員を並べて、偉ぶっていた。

「絶対に忘れたらだめニャ！」

「体に染み込ませるの！」

　もとい、教訓を唱和させていた。

　まるでブラック企業だ。この唱和、アイシャがやらせてるんだろうか。

　いや、アイシャはこんな無駄なことはやらせない。こいつらの独断だろう。

「リニア、プルセナ、ちょっといいか？」

「うにゃ？　ボスが戻ってきたニャ。さっきも言ったけど、顧問はまだ来てニャいぞ」

「そのことで、詳しい話を聞きたくてな」

「皆、解散なの。今日も一日、キリキリ働くの！」

　解散した傭兵団を尻目に、俺は二人と共に幹部室へと移動した。

　高そうで、品のいい机や椅子。何の動物かよくわからないが、なんとなく見ていると和む可愛かわいい系の置物。強そうな魔物のトロフィー。でかい魚の模型。肉を保存しておくのにいいだろうと俺が譲渡した魔道具の冷蔵庫。

　リニアとプルセナ、そしてアイシャの趣味の混ざった部屋だ。

　そう、アイシャはあれでいて、可愛いものが好きなのだ。

　自分で芸術的なものを作るセンスはないが、選ぶのは得意なのだ。

　そんなことを思い出しつつ、俺は二人を座らせ、問い詰めた。

「アルスとアイシャが駆け落ちした。お前ら、何か聞いてるんじゃないのか？」

「あ、あちしらはニャにも知らニャいぞ」

「そうなの。何も聞かされていないの。お肉ももらってないの」

　あからさまに口笛を吹くリニアに、肉を取り落として目を泳がせるプルセナ。

　どうやら、何か知っているようだ。

「どこに行ったか知ってるんだな？　言ってくれ。今すぐに」

　できる限り怖い顔でそう聞いた。

　すると二人は怯おびえた様子で互いに抱きついて、ブンブンと首を振った。

「い、行き先は知らないニャ！」

「本当に知らないの！」

「ただ、朝早くに事務所に来て、情報を流してほしいって言われただけニャ！」

「嘘うそじゃないの信じてほしいの！　証拠はないけど……」

　あっさりとゲロった。

　証拠はない、か。

　つまり、どれが本当の情報で、どれが偽の情報かはわからないってことだ。

　アイシャが、そんな簡単に足のつくような真似はしないか……。

　でもひとまず言質は取れた。

　やはり、アイシャはここを訪れていたようだ。彼女が自由に使える人員といえば、傭兵団をおいて他にない。朝早くに来て、偽の情報を流してもらい、自分はそのどれかか、あるいは別の方向へと移動する。賢いアイシャのやりそうな手て管くだだ。

　きっと、それだけじゃないだろう。俺が情報をもとに追いかけていくと、きっと第二、第三の罠わなを残すようにしてあるはずだ。

　そんなに、俺と話したくないのか……。もう、俺と話すのは無駄だと思っているのか。あの家族会議だけで、そう思われてしまったのか。それとももっと前から、そう感じられていたのか……。

　そう思うと、体から力が抜けていくようだった。

「信じてやる。その代わり、アイシャの捜索を手伝ってほしい」

　果たして傭兵団に依頼するのが正しいのかどうか。

　捜すフリをして捜していないとか。傭兵団員の中に息のかかった者がいるとか。そういう可能性もある。頼んだつもりがマイナスの要因にしかならなかった、なんてのは、よくある話だ。

　だが、今は藁わらにも縋すがりたかった。

　そう思ってのことだったが、リニアとプルセナは難色を示した。

「いや、それは勘弁してほしいニャ。もしこういうことがあった時、誰の味方をすればいいか、顧問からはキツ～く言われてるからニャあ」

「あのことをバラされたら、私の権威は失墜なの。路頭に迷ってノラ犬になっちゃうの……」

　どうやら、二人はアイシャに弱みを握られているらしかった。

「それに、顧問を敵に回すことを良しとしない奴は、傭兵団に何人もいるニャ」

「皆、弱みを握られてるの」

　二人だけではない。本部に所属する傭兵団の面々の多くは、アイシャに弱みを握られているか、あるいは恩があるらしい。傭兵団は、完全にアイシャの支配下にあるのだ。

　こいつらはお飾りの団長というわけだ。

「……俺は、別にアイシャに悪いようにするつもりはないんだ。ただ、会って話がしたいんだ」

「でもニャあ……」

「何を話すとかは決めてないけど、このまま一生お別れだったら、寂しすぎるだろ……？」

　自分で言っておいてなんだが、あのアイシャと、アルスと、二度と会えないと考えると、胸が張り裂けそうな気持ちになる。

　せめて話をしたい。本心だ。今の段階では、きっと昨日の繰り返しになるだけだろうが……。

　ああ、だからアイシャは話もしてくれないのだろうか。

「頼む」

　そう言うと、リニアはプルセナの方に目配せをした。

　プルセナは困った顔をしつつ、耳をたらんと下げ、小さく頷うなずいた。

　リニアは、こほんと咳せき払ばらいを一つ。

「わかったニャ。顧問が本気で逃げてたら、あちしらが役に立つとは思えないけど、協力するニャ」

「いいのか？」

「あちしも、奴隷になった時に、もう一生、家族には会えないと思ったもんニャ。気持ちはわかるニャ」

　そういえば、そんなこともあったな。

　あの時の金、もう返済したんだっけか。アイシャに任せてたからよくわからん。

　もし残ってるようなら、チャラにしてやろう。

「恩にきる」

　ひとまずそう言って、俺は二人と別れた。
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　傭兵団は使い勝手のいい組織だが、アイシャの捜索の役には立たない。

　そう考えて、俺は別の組織の力を借りることにした。

　まず、魔法大学、並びに魔術ギルド。彼らはこの魔法都市シャリーアで最も力を持つ組織だ。

　町の中にはいない、というのがミスリードなら、きっと力になってくれるだろう。

　学校内に貼り紙の一つでもしておけば、生徒が情報をくれるかもしれない。

「ああ、そうだ。ザノバのところは捜してなかったな」

　ザノバ商店。

　当初はルイジェルドの絵本を売るために作った小さな店だった。

　だが、創業からはや数年。ザノバとジュリの努力あってか、最近は規模が拡大し、アスラ王国にも大規模な工場を持ち、各国に支店も出来つつある。

　ザノバ商店の用心棒はルード傭兵団だが、アイシャはあまり立ち寄らない場所だ。

　加えて、俺がよく立ち寄る場所でもある。

　だからいる可能性は低いと思うが……裏をかいて、ということもありうるか。

　アイシャがそんな単純なことをするとも思えないが、可能性は潰つぶしておくに限る。

　ひとまずザノバ、ジュリ、ジンジャー、アン。三人と一機にも今回の事情を話しておくことにする。あまり、家の外に漏らす話ではないのだろうが……。

　単に、ザノバにも話を聞いてほしかった。

「師匠にしては、珍しいですな。頭ごなしにダメと言うなど」

　一通り話を聞いたザノバは、そう言った。

「頭ごなしに言うつもりはなかったんだ。ただ、アルスがまだ子供だと思って……」

「子供などすぐに大人になります。たった数年のことです。成長の早かった師匠なら、よくご存じでしょう？」

「……まあ」

　確か、俺がアルスと同じぐらいの年齢の時だったな。ザノバと出会ったのは。

　でも俺は前世分があるから、同じとはいえない。むしろ遅いぐらいだろう。

「師匠とて、それがわかっているからこそ、そう説得しなかったのでしょう？」

　成長するのは誰もが一緒だ。

　今はダメかもしれないけど、ちゃんと反省して頑張ればよくなる。

　俺はそうやって頑張ってきたつもりだ。完全な底辺クズ野郎から、少しはまともになったと思っている。少しはまともなクズ野郎って程度かもしれないが……それでもマシにはなったと思っている。だから、程度の差はあれど、誰だってできると思っている。

「じゃあ、どう言えばよかったんだ？」

「はてさて……ひとまずやり方は強引すぎたでしょうな。師匠が無理に引き離そうとすれば、もう駆け落ちするしかないでしょう。余でもそうします」

「でもなぁ……あのままじゃ、アルスはアイシャに依存しっぱなしだったってのも、確かだと思うんだよ……」

「いいではありませんか。そのような状態からでも、成長は望めるものですぞ。ちと、時間はかかるやもしれませんがな」

「……」

　確かに、依存しながらでも、ゆっくりかもしれないが、成長はするのだろう。

　もちろん、成長しない部分もある。

　でもそれは、周囲がきちんと補助してやればいいことだ。

　……それはわかっている。大体、本当にアルスがアイシャに依存していたのかも、わからないじゃないか。アルスは、エリスの息子だぞ。誰かに依存するタイプじゃない。

　や、でも俺の息子でもあるか。なら依存はありうる。

　いや、だとしても、俺が見えてないだけで、自主性ってものをちゃんと持っていたんじゃなかろうか。依存してたって、完全にお人形さんってわけじゃないのは、今までのアルスを見てわかっていたはずだ。

　なのにどうして、俺はあそこまで反対したのだろうか。

「ジュリはどう思う？」

　ひとまず、女子にも話を聞いておきたいと思って、ジュリを見る。

　彼女は、青い顔をして、テーブルを見ていた。

「ジュリ、どうした？」

「いえ……その……」

「ジュリ、何か知っているのですか？　まさか、ザノバ様に隠し事を？」

　言いあぐねるジュリに、ずっとすまし顔で黙っていたジンジャーが問いかけた。

「私、見ました」

「何を？」

「朝早くに、アイシャさんとアルスさんが、二人でうちの地下に入っていくの、見ました」

「えっ!?」

　その言葉に立ち上がる。

　新たな情報だ。ザノバ工房の地下には、転移魔法陣が存在している。

　アスラ王国フィットア領にある、俺とザノバの秘密研究所へとつながる転移魔法陣だ。

「ジュリよ、なぜ言わなかったのだ」

「ザノバ様とルーデウス様も、よくコソコソと地下室に行っていたので……」

「ぬぬっ……」

　ザノバが目を逸そらした。

　俺たちがコソコソしていたことで、せっかくの捕まえるチャンスを逃したと思ったのかもしれない。

　でもアイシャのことだ。知っていて利用したのだろう。

　逆に言えば、俺たちがコソコソしていなければ、ここを逃走ルートに使うこともなかったはずだ。

「ザノバは気づかなかったのか？」

「昨日は店の方に泊まりましたゆえ」

「ああ……」

　アイシャが、そうしたスケジュールを知っていた可能性は高い。

　ザノバ商店の警備員は、何を隠そう傭兵団だしな。

「アスラ王国方面に行ったのは確実か」

「どうでしょうな……なんにせよ、アスラの捜索はアリエル陛下に頼むとよろしいでしょう」

「そうするよ」

　ひとまず、アリエルのところにも頼みに行くとしよう。

「師匠」

　と、ザノバのところから出立しようとしたところで、呼び止められた。

「弟や妹、そして息子や娘と意見を違たがえた時は、腰を据えて話をせねばなりません。そして時に、下の者の間違った言い分を聞いて、見守ってやらねばなりませんぞ。己が正しいのだとしても」

「……」

「お前如ごときが何を偉そうに、と思われるかもしれませんが……」

「いや、ありがとう」

　ザノバに説教をされるのも珍しい。

　弟のパックスのことで後悔も深いのだろう。言葉に重みが感じられる。

　しかし、そうだな。確かに今回は、アイシャはともかく、アルスの言い分を聞かなかった。

　打開する気がない、まだ子供だと決めつけて、アイシャとだけ話をした。さっきまで、アルスのことは無視して、アイシャとだけ話すつもりでいた。

　アルスにも、どうしたいのかをきちんと聞いておくべきだった。

　アルスにも考えさせて、意見を言わせるべきだった。

　二人の処遇を決めるのは、それからでも遅くはなかった。

　意見のすり合わせが足りなかった。そこのところ、もう少し慎重にやっておけば、少なくとも、二人が駆け落ちすることはなかっただろう。

　もし二人が見つかったら、アルスの意見も聞こう。

　よし。
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　アイシャとアルスが逃げ込んだと思われるアスラ王国は、この世界で最も大きな国だ。

　当然ながら、人も多い。

　木を隠すなら森の中という言葉通り、人が多ければ隠れやすい。

　その上、豊かな国だから、贅ぜい沢たくをしなければ生きていくのは大変ではない。

　ともあれ、アスラ王国は兵士社会だ。

　全国各地、どこにでも兵士がいる。

　彼らにアイシャとアルスの人相を覚えてもらえば、見つけてくれるかもしれない。

　アスラ王国の騎士団、兵士団の力を借りるのだ。

　そう思い、俺はアリエルのところへと赴くことにした。

　城に到着した時には、すでに日が落ちていた。というか、深夜ともいえる時間だった。

　でも緊急の用事だと話すと、即座にアリエルの寝所に案内された。

「そんなことですか……」

　アリエルは寝間着姿で、髪もぼさぼさだった。

　恐らく、すでに就寝していたのだろう。

　俺が来た時には緊張で顔を引き締めていたが、事情を話すと、疲れた顔でため息をついた。

「そんなこととはなんですか」

「要するに兄妹きょうだい喧げん嘩か、あるいは親子喧嘩でしょう？」

「そうですが……」

「緊急だと聞いて、何かと思えば……」

　アリエルは多忙な王である。最近は、アポイントメントがなければ会えない。

　けれど今回はすぐに会ってくれた。

　緊急と聞いて、ヒトガミ関連のことか、あるいは転移魔法陣関連のことで問題が起きたと捉えて、会って話を聞いてくれたのだ。

　つまり、彼女が会ってくれたのは、俺を信用してのことだ。

　が、持ち込まれたのは家庭の問題。確かに良くなかったかもしれない。

「そうですね。申し訳ありませんでした」

「……いえ、謝る必要はありません。見方を変えれば、ルード傭兵団の顧問が出奔した、ともいえます。彼女は非常に優秀です。今後の活動に影響もでましょう」

「そう言っていただけると、助かります」

「ひとまず、シルヴェストルに命じておきましょう。もっとも彼女が本気で隠れたなら、見つかるとは思えませんが……」

　アリエルはサラサラと紙に何かを書くと、侍女にそれを渡した。

　ちなみに、シルヴェストルは警備責任者だ。

　アスラ七騎士の一人で、最近はよく会うため挨拶ぐらいはするが、落ち着いて会話をしたことはないため、どんな人物かは知らない。

「感謝します」

　ひとまず、これでアスラ方面はいいだろう。

　あと、何かできることはないだろうか。

　そう思いつつ、次に行くべきところに思いを馳はせていると、アリエルがポツリと呟つぶやいた。

「それにしても、血は争えませんね」

「血というと？」

「家の方針に従えず出奔。あなたの父上もやったことではないですか」

　パウロか。そういえば、パウロも父親と喧嘩して家を出たんだったな。

　それからパウロは、一度も家に戻らなかった。父親と再会することもなかったと聞いている。

　俺も、そうなるのだろうか。もう会えないのだろうか、アイシャとも、アルスとも。

「……」

「大体、なぜ反対したのですか？」

「なぜ、と言われても」

「そのまま結婚させてしまえばよかったのです。長年仕えてきたアイシャへの褒美にもなるでしょう。次期当主である長男をたかがメイドに……というのは少々褒美としては度が過ぎますが、アイシャであれば次期当主の妻を立派に務めるかと思いますし、そもそもルーデウス様にとっては、そのあたりは何の問題もないでしょう？」

　アスラでは、そういう話もよく聞く。

　優秀で、主人に多大な利益をもたらした使用人が、褒美として主人の子供との結婚を許される。

　もちろん、本人の希望があればの話だが。

「……アルスの婚約の話を持ちかけてきたアリエル様が、それを言いますか」

「私としては、ジークでも構いませんからね」

　アリエルは、俺の子供たちが成長するに従い、自分の娘と結婚させようと言うようになった。

　というのも理由がある。

　現状、俺がアリエルの知己としてアスラ王国で活動するのを快く思わない者がいるのだ。

　俺は過去にアリエルを助けたことで、甘い汁を吸っている。

　アスラ王国内に転移魔法陣を設置する件についても、単に利権を手に入れたいだけなのだ、と。

　端的に言うと、嫌がるアリエルに俺がまとわりついている、と考えている者がいるということだ。

　だからアスラ王家に子供を、特に男子を提供することで、そうではないと周知させる。

　というのが、アリエルの希望だ。

「まぁ、ジークについての話はおいおいするとして……だって……ダメでしょう？　だってアルスとアイシャですよ？」

「叔母が、幼い頃から面倒を見てきた甥おいと……とても素敵な関係ではないですか」

「……その、やはり親族同士は、良くないかと思いまして」

「なぜ？」

　なぜ？　何なに故ゆえだろうか。

　何故、俺はこんなに拒否感を抱いているのだろうか。

　前世では禁止されていたことだが、この世界では別に禁止されているわけではない。

　アリエルも本気で不思議そうな顔をしている。実際、血筋を大切にする家なら、叔母と甥が結婚することも、たまにはある。俺はそれを理解している。そういう家があることを知っている。そしてそういう家に対して、ことさら拒否感を抱いているわけでもない。

　なのに、なぜ俺は、こんなに反対しているのだろうか。

　もしかして、嫉妬だろうか。

　実は俺はアイシャのことを愛していて、常日頃から自分のものにしたいと思っていたのだろうか。

　いや、そんな馬鹿な。

　もしそうなら、とっくに何やかんやあってアイシャともくっついていただろうさ。

　もっと別の。そう、例えばアイシャの言う通り、俺はアイシャを自分の所有物と思っていたとか。

　口では違うと言っても、自分の持ち物として認識していたから、それをアルスに取られて怒ったとか。可能性はあるが……やはりしっくりこない。

　アルスの成長を妨げるから？

　それは確かにあるが、それはあくまで後付けの建前だ。本当にアルスの成長を考えて反対していたなら、もっとアルスを気にかけていたはずだ。

　根本的な部分から出た理由じゃない。

「わかりません」

「なら、よく考えてみるといいでしょう。きっとアイシャとアルスは、それが聞きたかったのでしょうし」

「はい」

　アリエルの言う通りだ。アイシャと話をする前に、そこんところ、自分でもよく整理しておこう。じゃないと、また同じ問答の繰り返しになる。

　俺の言いたいことは何も伝わらず、アイシャはまた逃げるだろう。

「では、失礼します。お休みのところ、失礼しました」

「はい」

　アリエルと別れた後、入り口にいたドーガにも挨拶をした。

　彼は実に心配そうな顔をして、「妹、俺も捜す」と言ってくれた。

　ありがたいことだ。




　アリエルのところから帰ってきた後、オルステッドの事務所に行った。

　もう完全に深夜だ。丑うし三みつ時どき。訪ねるのも申し訳ない時間である。

　でも、まだ捜索に協力してもらいたい人物が大勢いる。

　本来なら、明日から仕事に戻るつもりだったが、延ばしてもらわなければならない。

「おや、ルーデウスさん、アイシャさんとアルス君は見つかりましたか？」

　事務所にはアレクがいた。まだ寝ていないらしい。

「いえ、まだです。オルステッド様は？」

「執務室です」

「お前は、こんな時間まで捜してくれていたのか？」

　不死魔族に睡眠が必要なのかはわからないが、少なくともアレクは寝る奴だ。俺を心配して起きていてくれたのだろうか。

「ええ、僕は捜し物はあまり得意ではないから、見つかりませんでしたけどね」

「そっか、ありがとうな」

　アレクに挨拶をして、事務所内へ。

　受付嬢のフィリアはもういない。無人のロビーを通過して、事務所の奥へ。

　オルステッドの執務室に入る前に、少し立ち止まり、考える。

　果たして、私用で休暇を延ばしてもらうことは可能だろうか。オルステッドは、俺の休みについて細かく言及したことはない。休みたいと言えば、いくらでも休ませてくれるだろう。

　とはいえ、だ。

　家庭の事情で何日も仕事を放り出すのは、果たして良いことなのだろうか。

　いや……俺にとっては大切なことだ。いこう。

「ルーデウスか」

　部屋に入ると、オルステッドに睨にらまれた。

　ただ見つめているだけだが、睨んでいるように見える。

　そういう顔なのだが、まるで、俺がこれから話すことを見透かしているように思えてくる。

　冷や汗が出てきそうだ。

「実はお話がありまして」

「アイシャとアルスの一件か？」

「……どなたからお聞きに？」

「ロキシーだ」

　ロキシー。彼女も動いてくれているらしい。

　いや、俺は一人で飛び出してしまったが、きっとシルフィやエリスも動いてくれているだろう。

　家に戻ったら礼を言っておかないとな。

「アイシャが姿を消したそうだな」

「ええ、アルスと一緒に。今、捜しています」

「アイシャが本気で隠れたのなら、見つかるまい」

「……皆そう言いますが、でも捜さないといけません。しばらく、休みをいただけますか？」

　怖がらず、オルステッドの目を見て言う。

　オルステッドは、相変わらず射い殺ころしそうな視線を送ってくる。

「ペルギウスには、俺から話しておこう」

「え？」

　なぜここに、ペルギウスの名前が出てくるのだろうか。何か予定入れてたっけか。

「奴は常日頃から地上を監視している。あるいは、見つけるやもしれん」

「あ……はい！　よろしくお願いします！」

　どうやら、オルステッドも協力してくれるようだ。

「お前が頭ごなしに命令するなど、よほどの理由があったのだろうがな……」

「……自分でもわかりません」

　そう言うと、オルステッドは怪け訝げんそうな顔をした。

　本当に、自分でも考えなければいけない。





★　★　★






　それから、各地の知り合いに捜索をお願いした。

　ミリス、大森林、王竜王国、魔大陸、ビヘイリル王国。

　ツテのある場所に赴き、事情を話した。

　クリフには説教をされた。確かに難しい問題だろうが、重婚している君が今さらなんだ、反対するにしてももっと柔軟に対応しろ、と。

　エリナリーゼには呆あきれ顔で、許してあげればいいのにと言われた。

　ノルンはアイシャの行動に呆れ、怒った。俺の言い分とやり方は正しいと言ってくれた。

　ルイジェルドは今回の件には言及しなかった。ずっと無言だった。ただ一言、「捜すのを手伝おう」と言ってくれた。

　意見は様々だが、誰もが捜索には快く協力してくれた。

　魔大陸では、一応アトーフェ親衛隊に協力を頼んだ。未いまだアトーフェは見つからず、ムーアも戻ってきていない。烏う合ごうの衆しゅう……とまでは、アトーフェを戦いに巻き込んだ俺には言えないが、やはり指揮する者がいなければ全盛期には及ばないだろう。

　人捜しに便利なキシリカもなんとかして見つけたかったが……残念ながら見つからなかった。

　捜せばすぐ見つかる感覚でいたが、そういうものでもないらしい。

　そうやって各地のツテを使い、捜索した。

　レオにも手伝ってもらったし、ルイジェルドにも出張ってもらった。ペルギウスも、あまり積極的ではないが、空から探してくれているようだ。オルステッドやアレクも、時間を見つけて捜索してくれた。

　でも、見つからなかった。

　高い捜索能力や追跡能力を持つ者に捜してもらっても、手がかりさえつかめない。

　アイシャとアルスは、まるでこの世から消失したかのように、忽こつ然ぜんと姿を消した。




　そうして、あっという間に一ヶ月が経過した。

　リーリャはショックで熱を出して寝込んだ。

　ベッドの中から俺に「申し訳ございません、私が育て方を間違えました」と何度も謝ってきた。

　アイシャとアルスが駆け落ちしたのは、自分の責任だと思っているのかもしれない。

　今は多少回復したが、げっそりとやつれ、暗い顔をした日が続いている。一度だけ、部屋で泣きながら、ゼニスに頭を撫なでられているのを見た。

　ゼニスにも、一度叩たたかれた。

　ララに通訳を頼んだところ、「とにかく悲しい」と言っているらしい。

　彼女は、アルスとアイシャの仲については、賛成のようだ。

　てっきり反対かと思っていたが……。とはいえ、ゼニスの視界からだと、世界が少し都合よく見えているみたいだし、普通に喜ばしいことに思えているのかもしれない。

　シルフィは「ボクが追い詰めなければ……」と暗い顔をしつつも、アイシャやリーリャの分の仕事もしてくれた。捜索に参加しているわけではないが、少なくとも、洗濯物がたまるとか、子供たちがお腹をすかせるということはない。

　こういう時に、普段通りに動いてくれるのは、ありがたかった。

　エリスは何も言わなかったけど、アルスが残した木刀を握りしめ、口をへの字に結んでいた。

　そして、何か決意を秘めた顔をして、真剣を持って素振りをしていた。

　ロキシーは何も言わず旅支度を開始していたので、慌てて止めた。

　少し慌てた様子で「私が捜しに行こうかと」と言っていたが、このままロキシーまでいなくなったら、家族がバラバラになってしまう気がした。だが、彼女は彼女で、自分のツテを使って捜してくれているようだった。

　子供たちも、不安そうな顔をしていた。

　ララは顔にも態度にも出さないが、いたずらの頻度が減った。

　ジークは無口になった。おしゃべりな子だったが、家の中ではあまり喋しゃべらなくなった。

　リリは家にこもりがちな子だが、たまに玄関に出て、ビートに掴つかまって門の上に登り、大通りの方をじっと見るようになった。クリスは「アルスお兄ちゃんとアイシャお姉ちゃん、どこ行っちゃったの？　会いたいよ……」と泣いていた。

　ルーシーはアルスに対して怒ってもいるようだったが、心配もしていた。

　彼女はすでに魔法大学を卒業し、アスラ王国の貴族学校へと通い始めている。

　入学して間もなく、寮生活も始まったばかりだ。となれば自分のことだけでも大変だろうに、魔法大学時代の友人たちにも、捜すのを頼んでくれているようだった。




　時間が経たつにつれて、俺も仕事に戻っていった。

　アイシャとアルスのことは俺にとっては大事なことだが、しなければいけないことはたくさんあった。

　捜す時間が減る代わりに、考える時間が増えた。

　飯を食う時、風呂に入る時、寝る前、起きた直後。俺は考えた。

　なぜ俺は、あそこであんな反対の仕方をしてしまったのか。

　なぜ頭ごなしにダメだと言ってしまったのか。頭ごなしに理由もなくダメなんて……そんな叱しかり方をしてはいけないって、自分でも知っていたはずなのに。

　答えが出ないまま、二ヶ月、三ヶ月と過ぎた。

　相変わらず、アイシャもアルスも見つからない。




　二人がいなくなり、半年ほど経過したある日。

　ナナホシと会った。

　もちろん、二人がいなくなってから一度も、会わなかったわけじゃない。

　彼女にもいろいろと相談をしていた。彼女はアイシャとアルスの話にドン引きしつつも、俺の話を黙って聞いてくれた。特に建設的な意見をくれたわけではないが、とにかく聞いてくれた。

　だが、その日は、久しぶりに別のことを話したのだ。

　前世のことだ。他愛たわいのない話だった。

　ナナホシの住んでいたところの近くにある、たこ焼き屋のことだ。昔からあるたこ焼き屋で、俺も小さい頃にはよく買い食いした店だ。久しぶりに食べたい。そんな話だ。

　その帰り際。

　ふと、あることを思い出した。

　もう三十年近く、昔のこと。

　忘れもしない、あの日のことだ。

　あれは俺が生まれる前……この人生が始まる前の話だ。いや、あるいはあれこそが始まりと言ってもいいかもしれない。

　つまり、前世のことだ。俺が、死んだ日のこと。

　俺には兄弟がいた。一番上の兄貴は結婚していた。子供もいた。二人だ。両方とも女の子。

　日本人だからノルンやアイシャとはとても似つかないが、それでも無邪気なところはそっくりだった。

　兄貴は家が近いこともあって、実家である我が家によく泊まりにきた。

　妻と、子供二人を連れて。

　俺はそれを利用した。

　ある日、彼らは庭でビニールプールを出して遊んでいた。

　兄貴がカメラマンで、最近買ったというデジタルカメラでその光景を撮影していた。俺はこっそり、兄貴のカメラから記憶媒体を抜き取り、データをコピーしてその時の写真を手に入れた。

　姪めいの水着姿の写真を手に入れた。別に、姪が特別に好きだったわけじゃない。ただ、簡単に手に入りそうだったから、それだけの理由でだ。

　そして、あの日。父と母が死んだ日。

　俺はそれを使っていた。

　そして、それを兄貴に見られた。

　あの日、兄貴はまだ俺と会話してくれる気があったんだと思う。

　あくまで、俺と会話をしに来てくれたんだと思う。

　姉や弟は、最初から俺を叩きのめすつもりだったかもしれないけど、兄貴だけは。もうほとんど諦めていただろうに、最後のチャンスと思って。

　父と母が死んで、もうお前を守る者はいない。そろそろお前も、再出発しないか。できる限りの支援はするぞ、と。

　それで、俺があの瞬間に心をいれかえて、人生を再出発するつもりがあったのなら。

　実際、できる限りのサポートをしてくれるつもりがあったんだと思う。

　兄貴は、そういう人だった。多分、俺を長いこと、諦めずに見てくれていた。

　あの写真を見るまでは。俺がナニをしていたのかを知るまでは。

　兄貴はキレた。

　思い返すに、最初に俺を殴ったのは兄貴だ。

　俺を心の底から嫌悪していた姉でも、殴る気満々でバットまで持ってきた弟でもなかった。

　兄貴は俺が使っていた写真を見て、五秒ほど止まって、声にならない声を上げて、俺を殴った。

　当然だ。今ならわかる。俺だってそうする。

　愛する子供を、性の捌はけ口ぐちに利用していたのだから。

　もし、あの瞬間、俺が兄貴の立場だったら、間違いなく俺を殴っていた。

　つまり、そういうことだ。

　俺は、あの日の兄貴だったわけだ。

　でもアイシャは女で、俺なんかよりずっと真面目に生きていて、仕事もしていた。責任を果たしてきた。だから殴れなかった。

　代わりに、俺はアイシャとアルスの関係に、強い抵抗を覚えた。二人を引き離さなければいけないと思った。論理的なものじゃない。感情的なものであり、俺の倫理観だ。

　兄貴への罪悪感と、後悔が俺を突き動かした。

　同じことを、繰り返すまいと思ったんだ。

　きっと、俺が今までアイシャやノルンに対して劣情を抱かなかったのも、それが原因だろう。

　昔の俺を鑑みるに、あれだけ可愛かわいい妹がいて、そういう気持ちにならないほうが、おかしいもんな。

　ただ、俺の時とは違う。似ているようで、全然違う。

　アイシャとアルスはお互いに気持ちが向き合っている。俺のように、こそこそと写真を盗んだわけじゃない。ちゃんと時間をかけて、関係を築いてきた。

　そりゃ、確かにアルスは幼くて、刷り込みに近い状態になってしまっていたかもしれない。

　実はそうじゃないかもしれないが、多少なりともそういうところはあるだろう。

　でも、十年だ。十年以上、アイシャとアルスは一緒にいた。十年は、長い。

　アルスの成長の妨げだというのは、後付けの理由に過ぎない。単に、俺が過敏に反応しすぎてしまったというだけのことなのだ。

　あの日の兄貴のように。

　俺と兄貴は、あの日、完全に決別した。俺が死んで、関係は終わった。

　でも、もし俺が生きていて、今になって謝ったら、どうなっていただろうか。縁を切られたのは間違いないが、謝ることはできたはずだ。許されないだろうし、関係を元に戻せもしないだろう。

　でも、何かあったはずだ。その何かの内容まではわからないが……。

　ひとまず、抵抗感の理由はわかった。

　俺は、あの日のことがトラウマになっていたのだ。自分のやったことが、最悪の結果を招いて……だから家族に手を出すことが、禁忌と思えたのだ。

　きっと、このトラウマの強さは、抵抗感は、あの日の兄貴ほどじゃないだろうが……。

　もしアイシャに会ったら、まず、謝ろう。

　理由も言わず、強引に引き離そうとしたことを、まず謝ろう。

　そうでなければ、きっと話ができない。何も始まらない。

　あの会議で、すでにアイシャは俺に謝ってくれている。

　その上で、嫌な理由を言ってくれと言った。

　なら、まず俺からだ。

　謝り、そして俺の前世について、彼女に話そう。それから二人の今後について、もう一度話をしよう。今度は、ちゃんと話せるはずだ。

　結論は出ないかもしれないが、強引に何かを進めようとは思わないはずだ。

　ひとまず、そんな結論が出た。




　二人が見つかったのは、置き手紙から約一年が過ぎた頃だった。







六．「ささやかな綻び」




　こうして読んでいくと、父はこんなことを考えていたんだな。

　ふふ、当時の俺にとって父は絶対で、隙すきのない人間だと思っていたし、全て正しいと思い込んでいたけど、ま、そんなわけないよな。親ってのは、もちろん子供のことは考えているけど、結局は一人の人間なんだから、自分も完璧じゃないんだよな。

　間違えることもあれば、自分のことでも、わからないこともある。それは、誰しも同じだ。

　父が死んで随分経たつけど、そう思うと親近感が湧くな。

　一気に身近に感じられた気がする。こんなに悩んでたんだな。

　いやはや、父とはよく話したつもりだったけど、色眼鏡で見ていたってことか。

　俺にとって、父ってのは遠い存在だったんだ。家にいることが少なかったのもあるが、みんなが父を尊敬していたからな。ママたちはもちろん、身近にいる大人たち……例えば、我らが龍神オルステッド様や、学校の教頭先生、校長先生。あと当時はまだ雲の上の存在だった北神カールマン三世──あのサンダーのアホな。あの自信過剰のアホも、父を悪く言うところを見たことがない。

　とにかく、俺の目から見ても「凄すごい人たち」が、父を尊敬していたんだ。

「でもこれを見る限り、父親としてはイマイチだったみたいですね」って？

　ま、そうだな。今にして思うと、そう思う。厳しさってのが足りてなかった。

　父は俺がなにか悪いことをしても、決して叱しかることはなかった。

　笑いながら「次は気をつけるんだよ」と言うだけだ。

　そうだな、例えばある日、父の書斎で遊んでいて、飾ってある人形を落とし、壊してしまったことがある。父が、親友であるザノバ商会の会長からもらったという、大事な人形だ。

　当然、怒られると思った。

　実際、白ママにはガミガミと怒られたし、赤ママにはお尻を叩たたかれたし、青ママにはすまし顔でお説教された。

　だから当然、父にもと覚悟して、父にごめんなさいと言った。

　だが父は怒らなかった。「よく正直に言えたね。偉いよ。次からは気をつけなさい」と言って、俺の頭を撫なでただけだ。

　拍子抜けだろ？

　ルーシーは、父のそういう態度に対し、「私たちは期待されてないから」と言ったもんさ。

　父は、才能のない自分たちに、なんの期待もしていないんだ、ってね。

　なるほどと思っていたよ。でも結局のところ、俺は萎い縮しゅくしてたんだ。

　ルーシーは父に認めてもらえるように頑張っていたけど、俺にはできなかったからね。

　そんな父と、ある日一緒に風呂に入ったんだ。

　父でも、風呂に入るとリラックスしているみたいで、浴槽のへりに頭をのせ、仰あお向むけになって体を広げ、「うぁー、癒やされる」とか言ったりしてさ。もちろん、家の中でもリラックスしていることは多かったけど、それでもしっかりして見えることが多かった。

　そのせいかな。風呂に入ってる時、まじまじと父を見てしまったんだ。

　すると父は視線に気づいたのか、気まずそうに体を起こし、浴槽の端で湯に浸つかる俺と目を合わせて、こう言ったんだ。

『こほん、アルスは、もう頭は一人で洗えるか？』

『……はい、洗えます。体も洗えます。当たり前です』

　父の前では、自然と敬語になった。

『ああ、そっか、もう十歳過ぎたもんなあ、大きくなるのは早いなぁ』

　父はそう言って、ゆるい笑みを浮かべた。

『剣術は中級ですが、もうすぐ上級の認可をもらえます。魔術はまだ初級だけど、無詠唱はできるようになりました』

『そうかそうか、勉強や運動は大事だけど、頑張りすぎないようにな。頑張りすぎて体や心を壊したら、なんの意味もない』

　それを聞いて思ったよ。

　ルーシーの言う通り、やはり父は自分たちには期待していないんだってね。

　なにせ父は、自分の歳の頃には、すでに水魔術を聖級、剣術を中級まで取得していたのだから。

　それに比べると、自分たちは遅い。

　やはり、期待されていない。そう考えて、悲しい気持ちになったもんさ。

『でも、そっか、もう十歳か』

『あの、十歳がなにか？』

『いやなアルス。こないだ、アスラ王国に行ったんだけど、アリエル陛下がな、お前と娘を婚約させよう、なんて言いだしたんだ』

『婚約……？』

『ああ、アスラ王国の貴族じゃ、十歳を過ぎたらそんな話も出てくるんだよなぁ』

　父は頷うなずいていたな。何かを納得するみたいに、うんうんって。

『きっとこの先、そんな話も多くなるぞ』

『そう、なんですか？』

『お前はエリスに似て顔がいいからな。きっとモテモテだ』

　それを聞いて俺はこう思ったんだ。

　嫌だな、って。

『ああ、でもアルス。釘くぎを刺しておくけど、モテるからって、女の子を弄もてあそんじゃだめだぞ。遊び半分で女の子を泣かせたら、パパも怒るからな』

『……はい』

　父が怒るところはまったく想像できなかった。

　だが、あることを自覚できた。自分にとって、誰かとそういう関係になるのは、そう先のことではないのだ、と。そして、もしそういう関係になるなら誰がいいか……。

　と考えた時に思い浮かんだのは、やはりアイシャの顔だった。

　だから俺は、アイシャに告白したんだ。

　でも、その時はわかっていなかった。

　今までずっとアイシャに守られ続けていた俺には、わかっていなかった。

　俺には、赤ママの言う「大切な人を守りなさい」という言葉が、その本当の意味が、自分がアイシャを守るのだ、ということが、わかっていなかったんだ。

　ああ、少し脱線したな。

　家を出てから、どうしたって話か。

　家を出立した俺たちは、転移魔法陣をいくつか経由してミリス神聖国へと移動した。

　そこから馬車で数日ほど移動したところにある、川沿いの村。

　そのさらに外れにある、小さな家に到着した。

　アイシャが各国にいくつか用意しておいたセーフハウスの一つだ。

　綺き麗れいな場所だったよ。川はキラキラしていて、緑が豊富で、静かで。

　家もアイシャが少し掃除したら、あっという間に綺麗になった。

　少し不便ではあるが、荒れてはいるけど畑があって、ちょっと歩くけど森に入れば獣も獲とれる。

　村に行けば、物々交換もできる。アイシャは人当たりがいいから、すぐに村の人たちとも仲良くできるはずだ。

　二人で暮らしていくには十分すぎる環境だった。

　ここで、二人で暮らしていくんだと考えると、身が引き締まったのを憶おぼえているよ。

　頑張ろう、俺がアイシャを支えるんだ、俺がアイシャを守るんだ、ってね。

　もちろんそれまでの道中でも、魔物や野盗に襲われれば、率先して前に出て戦った。

　いつかのように、恐怖に足がすくむということはなかった。

　物心ついた頃から叩き込まれた剣術は、魔物にも野盗にも通用したから、なおさら守るんだという気持ちが強くなっていた。

　幸いにして、追っ手は来なかった。

　この本を読み返すに、青ママがうまいこと根回しをしてくれたんだろうな。

　実際、ペルギウス様やオルステッド様が協力すれば、すぐに見つかるだろうから。

　あのオルステッド様が父ではなくこちらに付いてくれたのは、正直驚いたよ。

　オルステッド様は父には随分と甘かったからね。いや、甘かったというのは表現がよくないか……仲が良かったんだよ。

　最初の一ヶ月ぐらいは、戦々恐々として過ごしたかな。

　すぐに父が来るぞ、怒って連れ戻しに来るぞって。

　でも、一ヶ月も経つと、それも薄れた。

　幸せだったしね。大好きなアイシャと二人で生活を始めて、最初の頃は家を修理したり、掃除したり、足りない家具を揃そろえたり、まだ見ぬ未来への期待があった。

　生活の基盤が整ってからは、朝は一緒にご飯を食べて、昼間はアイシャの用意してくれた仕事に従事した。

　俺はまだ小さかったけど、剣術も魔術もそこそこできたから、できる仕事はたくさんあった。

　アイシャができる仕事を選んで割り振ってくれたのだろうけどね。

　仕事をしながら、剣術や魔術の腕を磨いた。仕事の合間に体を鍛え、剣を振り、苦手だった無詠唱魔術の練習をした。訓練と実戦の繰り返しは、俺が経験を積むのに最適だった。

　そして夜になると、愛し合った。

　詳細？　いやいや、それは恥ずかしいから言えないな。

　こんな爺じじいの若かりし頃の情事を聞いてどうする。お前たちにだって、言えないことはあるだろ？

　ま……今思い出しても、蜜月というにふさわしい日々だったな。穏やかな日々だったよ。

　ただ、そう。うん。やっぱりな、心のどこかに、「これでいいのか？」という気持ちはあったんだ。

　でも俺は、気づいていなかった。

　自分はともかく、アイシャも、そう思っていたということに。

　ま、アイシャがそういうのを隠すのが上手ってのはあるけどな。

　当時の俺は、本当に馬鹿だから気づけなかったというか。

　言い訳にしか聞こえないかもしれないけど、まぁやっぱり心のどこかで思っていたんだろうな。

　何かあったとしても、アイシャがきっとなんとかしてくれるって。頼ってたんだ。

　だから、あのアイシャが、だんだんと壊れていくのに、気づけなかったんだ。

　鈍感だって笑うか？

　自分を擁護するつもりはないが、お前らだって言われなきゃお互いの異変に気づけないはずさ。

　今日は調子か機嫌が悪いのかな、俺が何かやっちゃったのかな、その程度さ。

　もちろん俺は、気づくべきだった。

　天才であるアイシャでも、知らないことや限界があって、理想と現実に挟まれて、あるいは感情と理性に惑わされて、思うようにならなくて、慣れない環境では追い詰められて鬱うつになることもあるということに、気づくべきだったんだ。

　あの賢く抜け目のないアイシャも、完全無欠ではなく、時には失敗に失敗を重ねてしまう時もあるのだ、と。

　それは滅多にないことかもしれない。誰より、その機会はずっと少ないかもしれない。

　でも、その時は来るんだ。

　そしてアイシャはきっと、それに誰より、耐えられないのさ。

　子供の頃からそうならないように立ち回れる、賢い人だったから。

　あるいはもし、俺がもっと賢ければ、もっと年齢を重ねていれば。

　家族会議が終わって、アイシャが「家を出て二人で暮らそう、駆け落ちしよう」と提案した時、止めることができたかもしれない。

　アイシャ姉、今度は俺がちゃんと守るから、俺もちゃんと話すから、もう一度パパと話そう。

　それでダメだったとしても、俺が成人するまで待っていて、ちゃんと迎えに来るから。家を出る必要なんてないんだからって、そんな風に言えたかもしれない。

　そうすれば、あんなふうにアイシャを追い詰めることもなかったろうに……。

　後の祭りだ。




　さて、事の発端……いや、そんなものはない。

　けどあえて、キッカケとなった出来事を言うなら、家を出て半年。

　アイシャの妊娠が発覚した時だったろうな。

　俺たちは喜んだよ。無邪気に喜んだ。

　いや、無邪気だったのは俺だけだったかもしれない。

　アイシャはきっと、そうじゃなかった。喜んではいたけど、内心に不安を抱えてもいたんだと思う。どういう不安を抱えていたかまではわからない。当時の俺は子供で、本当に何も知らなかったし、アイシャも言ってくれなかったしな。

　それから、何ヶ月もかけて、アイシャは衰弱していったんだ。

　肉体的なものじゃないよ。あのアイシャが、身重の体を不健康にするわけがないだろう。

　精神的なものだよ。

　活気がね、どんどんなくなっていったんだ。

　俺はそれを見て、彼女を喜ばせようと陽気に振る舞ったり、森でごちそうになりそうな獲物を獲ってきたりしてみたけど、ダメだった。

　妊娠以外に特別な何かがあったわけじゃない。

　それなりに忙しい日々ではあったけど、それだけだ。

　まぁ、多分だけど……。

　アイシャは、自分を追い詰めすぎたんだと思う。

　アイシャは賢すぎるからな。現状が効率の良くない形だと、自分でよくわかってたんだと思う。こうすればいいのになぁ、こうしたほうがいいのになぁ、って自分の行動や現状に対して、もっといい回答が出てたんだと思う。

　で、アイシャってさ、お前らも知ってると思うけど、たまに理想通りの動きをしてくれない部下に厳しい時があるだろ？

　昔はそれがもっと顕著だったんだ。

　で、それを、自分にも適用したんだろうな。

　自分に対して、効率的に動けない、もっといい方法があるのにそれを取らないグズだって思っちゃったんじゃないかな。

　そして、感情的になっていて、効率的な行動を取れない自分に、嫌気が差してたというか。

　そういう奴を今まで見下してきたからな。今までの自分の否定になり、今の自分の否定にもなり、心の置き場がなくなっていたんだと思う。

　だから俺はきっと、安心させてやらなきゃいけなかったんだよな。

　人間そんなもんだろって。アイシャもそれでいいんだって。

　自分に枷かせを付ける必要なんてないんだって。誰にも枷を付けられなくてもいいんだって。

　昔、父がアイシャに似たようなことをしてあげたみたいに。

　アイシャが感情的でいてもいい居場所に、なってあげるべきだったんだ。

　でも、俺はガキすぎてな。できなかった。

　ひどい言葉を浴びせたりしたわけじゃない。俺は当時、アイシャを守るって決めてたからな。ちゃんとアイシャのためにって、いろいろ頑張ってた。

　でも、見当違いのことばかりしてた。

　アイシャもそうだ。

　強い言葉を浴びせられたわけじゃない。表面上はいつも通りさ。

　でも好きだから、愛しているから、いつも通りじゃないってのはわかったんだ。

　それで、もう何ヶ月もした頃、俺もアイシャも参っちゃってな。

　俺は、どうしていいかわからなくなったんだ。

　日々大きくなっていくお腹、それにつれて元気がなくなっていくアイシャ。

　最終的には、空から元気すら見せてくれなくなった。ずっと笑っていたアイシャが、感情豊かだったアイシャが、無表情で頷くだけになった。

　何をやっても、元に戻ってくれない。守るって言ったのに、何もできなかった。

　気分は、魔王に負けて毒の沼を彷徨さまよった、おとぎ話の勇者のようだったよ。

　ただ、『諦め』という毒にだけは侵されまいと、必死だった。

　どうにかしたくて。どうにもできなくて。不ふ甲が斐いなくて。己の力不足だけは感じていて、でもどうにかしなきゃいけなくて……。

　いいや、一つ、薄々わかっていたこともあった。

　馬鹿な俺でも、わかっていたことがあった。

　言葉にはできないし、信じたくもなかったけど、気づいていた。

　俺の存在が、アイシャを追い詰めているって。

　俺がアイシャを追い詰めたんだって。守れてなんていやしないって。

　それに気づいているのに、気づかないふりをして、でも目を背け続けられるほど、ねじ曲がってはいなかった。

　だから俺は……青ママに連絡を取ったんだ。

　助けを求めたのか、破滅を求めたのか、それは今でもわからない。

　ただ……守ることには、つながったんじゃないかと思うよ。







七．「小さな守り手」





　最近になってから、『大人』というのはどういう存在なのかとよく考える。

　一人前というものは、どういうものかと考える。

　昔は、俺は大人で一人前だと思っていた。けど実際のところはそうじゃなかった。自分が未熟なガキだと知って、それから努力して成長してきたつもりだけど、まだまだ至らないところばかりだ。

　子供の成長は早い。どんどん大人になっていく。

　一方で俺たちからは未熟な面が見える。

　俺たちからすると、子供たちはその未熟さに気づいていないように見える。

　でも果たしてそうだろうか。気づきつつも、善よし悪あしを決めかねているだけではなかろうか。

　そして俺だって、その未熟さが本当に無くしていいものなのか、無くしたことで本当に成長と呼べるのか、まだ判断がつかない。







『ルーデウスの書　二十九巻』より抜粋







★　★　★






　アイシャとアルスが見つかったのはミリス大陸だった。

　ミリス神聖国の端、川沿いにある小さな村だ。

　そこにある小さな家に、アイシャとアルスは住んでいるらしい。

　情報を見つけてきたのは、ロキシーだった。

　正確には、冒険者か。ミリスで活動する冒険者が、ある依頼で立ち寄った村にて、アイシャとアルスを発見したのだ。冒険者ギルドには、アイシャとアルスの捜索依頼が出ていたため、情報はルード傭よう兵へい団へ。しかし、ルード傭兵団へと渡った情報は、アイシャが事前に根回しをしていたため、握り潰つぶされた。

　でも、そこでは終わらない。

　ロキシーは探しに行くのを俺に止められたが、しかしちょくちょく内緒で転移魔法陣を使い、各地で情報収集をしていたのだ。さすがは頼れる我が先生といったところか。

　冒険者ギルドには守秘義務があるため、情報収集の依頼は、本来なら依頼者にしか情報を渡さないが、ミリスの冒険者ギルドでは、ロキシーの古い友人が職員として働いていた。

　そのため、ロキシーは情報の内容と、情報が傭兵団に握り潰されたことを知ることができた。

　ロキシーは情報の裏を取るべく、村に急行。

　遠くからアイシャとアルスを目視で確認。

　ひとまずそこでの接触は避け、ロキシーまでもが帰ってこなくなってオロオロし始めた俺に報告しに帰ってきてくれた……というわけだ。




　そして、俺もその村へとやってきた。

　シルフィとロキシー、エリスを引き連れて。

　リーリャも行くと言ったが、ひとまず、今回は留守番をしてもらった。

　まず、俺がアイシャと話をすべきだと思ったからだ。

　その村は長閑のどかだが、何もない村だった。聞いた話だと、木こりギルドが中心となって運営している村だそうだ。木材輸送の中継地点で、川の上流から流れてくる木材を受け取り、大きな町へと運ぶ業務に携わる商人に引き渡すという仕事が中心。

　その他には畜産と農業が、生きていくのに最低限必要な程度行われている。

　森が少し近くにあるものの、魔物の被害はそう多くはなく、冒険者ギルドへの依頼も少ない。

　上流の伐採作業が終われば村も自然と消滅してしまうため、名前すらない。

　当然、地図にも載っていない。そこに人が住んでいることすら、ほとんどの人間は知らない。

　そんな村の片隅に、二人は住んでいた。

　恐らく中古であろう、小さな一軒家。家の横には小さな水車と小さな畑と小さな鶏小屋。

　そして、小さな花壇があった。

　俺は、その家の前に立った。すぐに中に入り、アイシャと話をしたかった。

　しかし、家には入れなかった。一人の小さな門番がいたからだ。

　アルスだ。彼は意志の強い目で、俺を睨にらんできた。

「……」

　強い瞳だ。殺意すら篭こもっているように見える。

　自分の子供に、こんな目で見られたことなど、今までなかった。

　一瞬で泣きそうになり、回れ右して帰りたくなった。

　もちろん、帰るつもりはないのだが……。

「アルス」

「……パパ」

　久しぶりに見たアルスは、随分と大人びて見えた。

　服装のせいだろうか。冒険者のような革鎧よろいに剣。だが、全体的に薄汚れている。

　そして、家にいた時にはなかった、野性味のようなものがあった。

　彼とも、話をしなければいけない。

「アルス……お前は、これでよかったのか？」

　しかし、アルスとも話さなければならないと考えて一年。

　話そうと思っていた内容はとっくの昔に霧散していて、俺の口から漏れて出たのはそんな言葉だった。
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「これでって、何がですか？」

「アイシャとの関係、駆け落ち、今の状況……後悔していないのか？」

「覚悟は……していました」

　後悔は、と聞いたんだが、覚悟か。

　迷いは、一切存在していなかった。思った以上に強い意志を感じる。

　なぁなぁでアイシャにくっついていったわけではない。そう感じさせるものだ。

「その態度を、あの日に見せてほしかったな」

「はい。そうすべきでした」

「俺もお前に、ちゃんと聞くべきだった」

「あの日は、答えられなかったと思います」

　はっきりとした答え。この一年で変わったと言いたいのだろうか。

「このまま、アイシャと一緒に暮らしていくつもりなのか？」

　そう聞くと、少し長い答えが返ってきた。

「……俺はアイシャ姉が好きです。ずっと面倒見てもらって、助けられ、育てられてきました。もちろんパパやママにも感謝もしていますけど、でもアイシャ姉には、それ以上にお世話になってきました。そのアイシャ姉が俺と一緒にいたいって言うなら、俺は、アイシャ姉を守って生きていきたい……アイシャ姉のやりたいことを助けたいと、そう思っています」

　質問の意図とは、少し違う答えだが、しかし、やはり、迷いは一切ない。

　アイシャのやりたいことを助けたい、か……。

　アルスもこの一年で、いろいろと考えたということなのだろう。

　あくまでアイシャ主体なところが少し心配ではあるが……まぁ、そういう関係もあっていいだろう。

　でも、この態度を、この言葉を、あの日に言ってくれれば、結末も違うものになっていたはずだ。

　まあ、俺が反対した理由はまったく別のところにあったから、結局は駆け落ちしていたかもしれないが……少なくとも、エリスがアルスを殴ることはなかっただろう。

　いや、この一年が、彼にこう言わせる基盤を作ってくれたのかもしれない。

　アイシャと二人で、家にいるより厳しい環境に身を置いたのがよかったのかもしれない。

　でも、まだやはり小さく見える。

　世の中をよく知らないからそんなことを言っているんじゃ、とも思える。

　現実の見えていない小さな子供が、自分の力を過信して息巻いているようにも見えてしまう。

「できると思っているのか？」

「できます」

「俺は、まだお前には無理だと思う」

　正直にそう言うと、アルスは口をへの字に結んで、俺を睨んできた。

「……」

　イエスとも、ノーとも言わない。

　少し泣きそうな顔にも見えた。自分には十分な力があるのにわかってくれないと言いたいようにも見えた。

　さて、どうしたものか。どいてくれそうにはないんだよな。

「その言葉が本当かどうか、私が試してあげるわ」

　そう思ったところで、俺の前に出たのは、エリスだった。

　どうやら、彼女も問答だけではダメだと思ったようだ。

　俺が頷うなずくと、彼女は腰の剣を抜き、アルスに向かって構えた。

　彼女の全身から立ち上る殺気は本物だった。アルスの顔から、みるみるうちに血の気が引いていくのがわかる。顔だけじゃない、足も、全身も震えだした。

　だが、顔面蒼そう白はくになりながらも、彼は逃げ出さなかった。

　腰から剣を抜き、構えたのだ。エリスを相手に、堂々と。

「守れるの？」

　エリスはただ一言、そう聞いた。

「守ります」

　アルスはもう一度、そう答えた。はっきりと。

「……！」

　次の瞬間、エリスが動いた。

　凄すさまじい速度で抜刀しつつ、アルスに斬りかかった。

　俺では反応しきれなかっただろう速度とタイミング。

　だが、アルスは反応した。エリスの剣を受け止め、しかし受け止めきれず、地面へと転がった。

　アルスは、転がりつつも剣を振るい、エリスの足首を狙った。

　エリスの足首から、パッと血が飛ぶ。浅い。エリスはそれぐらいでは止まらない。傷ついた足でグッと踏み込み、地表でバランスを崩しているアルスに、叩たたき下ろすように剣を振り下ろした。

　エリスの足元で、肉の斬れる音がした。

　みねうちの音ではなかった。

　パッと血しぶきが舞い、エリスの足元に血が広がった。

　赤い血しぶきが俺に顔にまで届いた。

　取り返しのつかない音、取り返しのつかない光景。

　アルスが永遠に失われてしまった。

　その事実に、俺は喉が震えるのを感じた。

　だが、そうではなかった。次の瞬間、エリスの股またをくぐるように、何かが飛び出してきた。

　アルスだ。彼は肩口から血を流しつつも、歯をむき出しにしてエリスを睨み、その衰えぬ闘志を叩きつけていた。

「ガアアァァ！」

　エリスが攻める。

　足首から流れる血など、関係ないと言わんばかりに。

「があああぁぁ！」

　アルスも攻める。

　肩口の傷は深く、服を真っ赤に染めているが、痛みなどないと言わんばかりに。

　エリスの方が斬撃は速く、そして重い。彼女が剣を振るい、アルスがそれを受ける度に、彼は体ごと持っていかれそうなほどの衝撃を受け、大きくたたらを踏む。

　時には大きく吹き飛ばされ、転がり、小さな傷を作り、蹴り飛ばされ、柄つかで殴られ、あっという間に傷だらけになっていく。

　だが、倒れない。

　ほんのわずか、ギリギリのところで踏みとどまって、体勢を整え、エリスへと向かっていく。

　何度も、何度も。

　力量は圧倒的で、アルスはすでに満まん身しん創そう痍いだ。

　最初の交差での足首への一撃以降、彼はエリスに一太刀すらも浴びせられていない。

　アルスの行動は完全に押さえ込まれている。

　それでもアルスは倒れない。エリスは詰めの甘い剣士ではないはずなのに。

　倒しきれないのは、彼が息子だからか？

　殺さないように、手加減しているのか？

　それも少しはあるかもしれない。でも、それだけではない。

　すでにアルスは、目を覆おおいたくなるほどの傷を負っている。アルスとてわかるだろう。エリスには勝てない。

　それでもなお、アルスは倒れない。負けを認めない。俺にはわかる。

　そうしなければいけないからだ。

　守るという言葉が嘘うそではないと、証明しようとしているのだ。

　しかし、限界はくる。

「……ぐっ！」

　キンと音を立てて、アルスの手から剣が飛んだ。

　剣はくるくると宙を舞い、俺の足元に落ちた。

　瞬間、ぞっとした。

　飛んできたのは剣だけではなかった。

　剣柄には、アルスの手がくっついていた。

　その手は、胴体から離れてなお、剣を固く握りしめていた。

「……っ！」

　止めたい衝動に駆られる。もういいだろと二人を抑えたい気持ちが湧き出る。

　しかし、アルスが諦めていないのは傍はたから見てもわかった。

　彼は片腕を押さえながらも、なおエリスに向かっていこうと腰を落とした前傾姿勢で構えていた。

　エリスはそれを見て、剣を捨てた。徒手になり、アルスと向かい合う。

「うがあああ！」

　アルスが雄お叫たけびと共にエリスに突進した。

　もはや策も何もない、力任せの突進。

　対し、エリスは冷静だった。その頭にカウンター気味に拳こぶしを打ち込み、仰あお向むけに倒し、そして馬乗りになった。

　両膝でアルスの腕を押さえ、マウントを取る。

　あとは、俺もよく知っている光景だった。

「があああ！」

　アルスは抵抗もできずに殴られ、しかしそれでも諦めずに雄叫びを上げた。

　エリスは殴った。何発も拳を振り下ろした。

　鈍い音が、何度も響く。

　だが、次第にその拳から、力が失われていく。

　彼女だって、嫌なのだ。息子をこんな風に殴るのは。

「……ッ！」

　唐突に、エリスの顔が爆発し、後方に吹っ飛んだ。

　エリスは受け身を取り、即座に起き上がるも、前髪が焦げ、顔に火傷やけどが出来ていた。

　魔術だ。必死にもがいて腕を押さえつけているエリスの膝をズラし、自由になった片腕で、火球弾ファイアボールを放ったのだ。

　アルスが立ち上がる。顔をぼこぼこに腫らし、片腕を押さえ、足をガクガクと震わせながら、立ち上がる。近くに落ちていたエリスの剣を拾い、構えようとして、力が入りきらず、剣先が地面に落ちた。

　剣を引きずるように持ち、何度も膝をつきながら、体を引きずるように移動していく。

　向かう先はエリスの方ではない。

　逃げるのか？　違う。向かった先は、家の前だった。

　彼は扉の前に移動すると、両膝をついて、剣を持ち上げようとして、やはり力が入りきらず、剣先が地面を抉えぐった。

　もう、戦えるような状態ではない。

　だというのに、前髪の間から覗のぞく瞳だけは爛らん々らんと輝き、エリスを、そして俺たちを睨みつけてきた。

「……」

　もういいだろう、という言葉が出てきそうになり、飲み込んだ。

　エリスがやると言ったのだ。任せよう。最後まで見よう。

「それで、どうするつもりなの？」

　エリスは構えを解いて腕を組み、見下ろすような姿勢で、そう聞いた。

　アルスは、悔しそうな表情でエリスを見上げて、歯は噛がみした。

「死んでも……ここを、通さない……！」

「そう……さすが、ルーデウスの息子ね」

　エリスは、クッと顎あごを上げて叫んだ。

「でも、それじゃ守りきれないわ！」

「……わかってる」

「でも、今のあなたじゃ、守ることはできても、守りきることはできないわ！」

「……わかってる！」

「じゃあ……！」

　エリスはまたムッとした表情になった。

　その表情のまま、こちらを向いた。口元をへの字に結んで、腕を組んでの仁王立ち。

　でも、あれはきっと、困っている顔だ。自分の言いたいことが伝わっていない感触に、何を言えばいいのかわからなくなったのかもしれない。

　俺がそう判断したと同時に、ロキシーが前に出た。

　彼女はアルスの前まで歩いていくと、しゃがみ、目線を高さを合わせ、言った。

「あなたがすべきだったのは、命に代えてもアイシャを守ることですか？」

「そう……そう！」

「勝ち目のない相手に挑んで、力及ばずに死んで、残されたアイシャはどうなると思いますか？」

「……でも、じゃあ、どうすれば！」

「ルディは、土下座をしました」

　唐突に言われ、俺は体を硬直させた。

「かつて龍神オルステッド様と戦い、魔導鎧マジックアーマーも腕も失い、敗北する寸前、どうか家族だけは助けてくださいと、頭を地面にこすりつけて懇願し、それが叶かなわないとなると、噛かみつきました。あの、オルステッド様に」

「……う、嘘だ。そんなの。パパとオルステッド様は、あんなに仲がいいのに」

「昔はそうでもなかったんです」

　アルスが俺を見る。俺はアルスを見て、こくりと頷いた。

　息子に土下座の話を知られるのはちょっと恥ずかしいが。しかし、本当のことだ。

「あなたは、どうしますか？　このままエリスと戦って死にますか？　死んだあとのことは、どうでもいいですか？　あなたが死んだ後、アイシャがどうなっても、本当にいいんですか？」

「……」

　詰問口調だが、その声音は優しいものだった。

　アルスはロキシーと俺と、そしてエリスを順繰りに見ていき……。

　やがて、アルスの手から剣が落ちた。

　膝の上から落ちた剣は地面に落ちると、カツンと乾いた音を立てて転がった。

　同時に、アルスの目から、ボロボロと涙が落ちた。それは、力不足を理解しての涙か。

　それとも、別の涙か……。

　そして、アルスの体から、ふっと力が抜けた。前のめりに倒れてくる体を、ロキシーが受け止めた。力尽きてしまったのだろう。

　彼の足元には、血だまりがあった。ぼこぼこに顔を腫らし、血まみれで倒れた息子を見ても、俺の心中に不安はなかった。なぜか、誇らしい気持ちがあった。

　確かに、アルスは、まだ未熟だ。

　まだ弱い。考え方だって幼い。戦って、死んでもいい、なんて考えるのも、おかしくはない。

　確かに一年前よりは大人になったとは思うが、まだまだ学ぶことの方が多いだろう。

　でも、この世界でエリスとタイマンを張って、あそこまで引かない奴が、一体何人いようか。

　利き腕を失い、エリスにマウントを取られて殴られて、心折れずに戦い続けようとする者が、何人いようか。あのエリスだよ。

　俺には、そこまでするアルスの気持ちがわかってしまった。

　アルスは今、俺がオルステッドに挑んだ時と同じ気持ちで、この場に立っていたのだろう。

　最後まで、死んでも、アイシャを守ろうとしていた。確かにその方法や行動は間違っていたかもしれない。力不足だったのかもしれない。

　でも心構えだけで言うなら、きっとあの時の自分と同じだ。

　そう考えるだけで、心の底から湧き上がってくるものがあった。

　今すぐアルスを抱き起こして、褒めてやりたかった。よくぞ戦い抜いたと褒めてやりたかった。

　おかしな話だ。本当なら、駆け落ちして、いろんな人に迷惑をかけたこととか、叱しからなきゃいけないことはたくさんあるはずなのに……。

　アルスはもう、小さな子供ではない。

　独り立ちするにはまだまだ間違いだらけだろうけど、ちゃんと成長している。

　そう思うと、なんだか嬉うれしい気持ちになる。やっぱり俺は、甘いのだろうな。

「……シルフィ。この場は任せても？」

「アルス君には、何も言わないの？」

「言いたいことは、ロキシーが言ってくれたからね」

　アルスはいいだろう。

　彼がどうしたいのか、聞くことができた。彼の覚悟も、見ることができた。

　彼は決意を示してくれた。

　あとはロキシーが言ったことが全てだ。

　俺も異論はない。アイシャとアルスの関係については生理的に受け付けない感じはするけど、それはアルスにぶつけるべきではない。

　その他に言うべきことはたくさんあるが、後でたっぷりするとしよう。

　ここに来た理由は、アルスの成長を確かめるためだけではない。

　アイシャと話をしに来たのだ。

「それにまず、アイシャと話したいんだ。二人っきりで」

「……そっか。わかった。任せて」

　シルフィは俺から王級治癒魔術のスクロールを受け取ると、アルスの斬れた腕を回収、三人の元へと駆け寄っていった。

「アルス、先にアイシャと話してくるよ。またあとで話そう」

　そう言うと、アルスは力なく頷うなずいた。

　エリスの方を見ると、彼女もこちらの方を見ていた。

　目配せをすると、はやく行きなさいとばかりに、家の方に顎で指図された。

　ロキシーもまた、俺と目が合うと、頷いてくれた。

　俺は三人に頷きを返すと、家の中へと入った。







八．「アイシャ・グレイラット」





　アイシャは生まれついての天才だった。

　物心ついた時には、すでに言葉が理解できたし、言葉だけでなく、母リーリャが教えてくれることを模倣するのも簡単にやってのけたそうだ。

　物事一つ一つに対し、なぜそれをしなければいけないのか、ということも早い段階で理解できた。

　掃除、洗濯、言語、数学、歴史、地理、理科。

　本当に何でもできた。無敵の完璧超人だった。

　ただ、それがゆえに歪みがあった。大きな弱点が出来てしまった。

　ありていに言えば、出来ない奴の気持ちがわからないってことだ。アイシャは必ず、能力で人を判断していた。好きと嫌いは、全て能力で決めていた。

　理屈抜きで誰かを好きになるという感覚が、わからなかった。

　愛がわからなかった。

　そんな彼女が、理屈抜きで人を好きになったんだ。

　問題ぐらい起こるよな。







『ルーデウスの書　二十九巻』より抜粋







★　★　★






　アイシャはベッドで横になっていた。

　小さいが、粗末な感じのしないベッドだ。

　シーツも毛布も、アイシャ好みのオシャレな模様で、窓際には人形や、小さな鉢植えが置かれていた。それらの間から差し込む日の光が、髪を下ろしたアイシャを照らしている。

　アイシャの姿を見て、俺は悟った。

　なぜ、アイシャとアルスが見つかったのか。

　彼女が本気を出せば、誰にも見つけられないだろうと、誰もが口を揃そろえて言っていたのに。事実、一年間も影すら見つけることができなかったのに。どうしてこんな、唐突に。

　その答えは、ひと目でわかった。

　ベッドに横たわるアイシャのお腹が、大きくなっていたからだ。

　妊娠しているのだ。そして、妊娠の影響で、今まで通りに軽快に動くことができなくなり。

　結果的に、雲隠れに穴が開いてしまった、というところか。

「……アイシャらしくないな」

　俺はぽつりとそう言ってしまった。隙すきのない、アイシャらしくない失敗だ。

　妊娠すれば、今まで通り軽快には動けなくなる。

　そんなことは、アイシャならよく知っているはずだ。シルフィたちの妊娠期間を共に過ごしてきた彼女なら、知らないはずもない。自分の身に起きていないから実感はないにしても、アイシャなら結果は予測できたはずだ。

「あたしも、そう思ってたよ。これから先、ずっとアルス君と二人で幸せに暮らしていけるって。お兄ちゃんが相手でも、見つからないって……」

「……」

「でも、なんかね、うまくいかなかった……」

　アイシャは俯うつむいて、手でお腹を撫なでた。

「だってアルス君が好きなんだもん、妊娠するってわかってても、したくなるんだもん。それが嬉うれしいんだもん。あたし、アルス君を愛したいんだもん」

　アイシャの目の下には、クマがあった。

　きっと、彼女は散々悩んだのだろう。理論的には、こうしなければいけない、これは我慢しなければいけない。そう思っていても、体は言うことを聞かず、ズルズルと悪い方向に進んでしまった。

　感情のコントロールができなかったのだ。

「ねえ、お兄ちゃん、コレ、なんなのかな？」

「さぁな、でも、俺もシルフィと結婚した頃、そんな感じだったよ」

「そっか……じゃあ、やっぱりこれが恋だったのかな」

　恋……か、どうかは俺にはわからない。

　ただ、人を好きになることは、不可避だ。なにせ本能だからな。

「なんで、誰にも相談しなかったんだ？」

「……」

「反対されるって思ったのか？」

「……そうだよ。あたしが悪いんだもん。誰も味方してくれるわけないよ」

　リーリャは大反対だったが、シルフィはむしろ、応援していた。

　ロキシーもそうだし、エリスだってアルスの態度が気に食わないだけで、関係そのものを拒絶していたわけではない。ちゃんと事前に根回ししておけば、俺だって意固地にはならなかったかもしれない。

　そのあたりも、アイシャらしくないが……。

　いや、なにせ俺にはアイシャの知らない理由があって反対してたんだ。

　そうでなければ、きっと何も言わずに祝福していただろう。

「ねえお兄ちゃん、アルス君は無事？」

「……ああ、エリスに叩たたきのめされたけどな」

「だよね。アルス君は、大事な子だもんね……でもよかった……」

　アイシャはほっとしたように息を吐いた。

「お兄ちゃん、これからあたしをどうするの？」

「これから考える」

「少なくとも、あたしは許されないよね？」

「そんなことはないさ」

「どうして？　お兄ちゃんの大事な子供を攫さらって、子供まで作ったんだよ？」

「お前だけが悪いわけじゃない。駆け落ちまでさせてしまったのは、俺にも非があった。アルスにだって──」

「アルス君は悪くないよ。まだ小さいんだもん。そんな小さい子を、騙だまして、自分の思い通りにしようとした、あたしが悪い。お兄ちゃんだって、そうわかってるでしょ？」

「……アルスは、もう小さくなかったよ」

　未熟ではあるが、自分の意思で何も決められない子供ではなかった。

　あの子は、ちゃんと決めて、ここにいた。騙されたなんて思っていないだろう。

　アイシャだってそう思っているはずだ。きっとアルスを庇かばおうとしているんだろう。

「お兄ちゃんはこの子、認めてくれないよね？」

「認めがたいのは確かだけど、まあ、認めるよ。仕方ないからね。できちゃったものは」

「お腹を切り開いて、赤ちゃん引きずり出して、殺しちゃう？」

「そんなこと、できるわけないだろ……」

「できるよ。ミリスの貴族は、望まない子供を作ったらね、薬で眠らせて、お腹を切って、子供だけ殺して、治癒魔術で元通り。でも治癒魔術がヘタだと、二度と子供が作れなくなっちゃうんだって」

「なにそれ怖い……いや、まあ、堕胎って概念は知ってるよ」

「それで、あたしはアルス君とは引き離されて……いや、さすがに殺しちゃう？」

「殺さないよ。なんだよ、さっきから怖いことばっかり言って。やめろよ。俺がそんな人間に見えるのか？　さっきアルスはって言ったけど、お前だって大事だよ」

「だって」

　アイシャは堰せきを切ったように叫んだ。

「だって、あたし、お兄ちゃんに逆らったんだよ!?　お兄ちゃんが、オルステッド様に楯たて突ついてまで守ろうとしてたものを、勝手に攫って、自分のものにしようとしたんだよ!?　あたし、お兄ちゃんが、皆のこと、どれだけ大事にしてきたか、知ってる！　誰かに危害を加えられたら、絶対に許さないって知ってる！　あたし、一年前にお兄ちゃんが怒った時、思ったもん！　あたし、お兄ちゃんの大事なものに手を出しちゃったんだって、ぶち壊しちゃったんだって、もう敵に回っちゃったんだって。それでも、逃げきれるって思ってるうちはよかったけど、でも、お腹、どんどん大きくなって、どんどん動きにくくなって、傭よう兵へい団も、情報操作も、思い通りにいかなくなって、怖くなって、眠れなくなって、お兄ちゃんが、いつか来るって思ってても、なんにもできなくて、今日だって足がすくんで……！」

　アイシャの声は、悲痛だった。

　俺の知っているアイシャは、こんな悲観的なことばかりを言うタイプではなかった。

　この一年で、何かが変わったのだろうか……。

　いや、単なるマタニティブルーかもしれない。少し、落ち着かせよう。

「アイシャ、今回のは、ちょっとした兄妹きょうだい喧げん嘩かだ。まあ、やりすぎたとは思うけど、敵だとまでは思ってないさ」

「でも。あの日、一年前、怖い顔してたよ。オルステッド様と戦った時とか、ロキシー姉のことを薄汚い魔族だ、って言った貴族に思い知らせた時と、同じ顔」

　思わず顔を触ってしまう。

　マジか。

　え、ロキシーの悪口言われた時って、マジ切れした時の顔じゃん。

　そんな顔してたの？　アイシャ相手に……？

　でも、そうだな、あの瞬間は、理屈よりも感情が先んじていたから、そうかもしれない。

　そりゃあ……怖がられるか……。

　家族に「殺される」なんて、思われていたのはショックだが、仕方ないか……。

「……い、今は？」

「ノルン姉が引きこもった時と、同じような顔」

「じゃあ、もう大丈夫だろ？」

　俺はそう言って、ベッドの脇に腰掛けた。

　アイシャの足が出ていたので、撫なでてみる。

　アイシャはビクリと身を震わせたが、特に拒絶はしなかった。

　細いけど固くしっかりとした足だ。この一年で、たくさん歩いたのだろう。少しカサついている。

　そして震えていた。

「アイシャ。俺はさ、やっぱり兄妹とか、姉弟とか、そういうので関係を持つのは、良くないと思うんだ」

「うん……」

「でも、それはさ、俺も過去に、そういう経験があったからでさ、でも、俺の場合はもっと汚くて、一方的で、許されない感じでさ、当然ながら、怒られて、殴られて、失望されて……その時のことで、そういうの、生理的にダメなんだ」

　口に出してみると、やはりそれが一番、すんなりくる。

　それはある意味、俺が今、ここにいる発端でもある。結果的に、今の自分の現状は悪くはない。

　だが、そうした悪事が踏み台になっていた事実は、消しようがない。

　結局俺は、謝罪すらしていないのだ。

　しかしさて、どうやって前世のことを切り出そうか。

　この深刻な状況で「実は俺、別世界から来たんだ！」なんて言って、信じてもらえるだろうか。

　何か訝いぶかしげな顔をされて、何を企たくらんでいるんだろうって顔をされるんじゃなかろうか。

「それって、お兄ちゃんが前に住んでた世界のこと？」

　唐突に聞かれ、アイシャの足を撫でる手が止まった。

「…………言ったっけ？」

「あたし、ナナホシさんとよく話してたし、あとオルステッド様とか、お兄ちゃんの行動とかからの推測」

「ああ……そう」

　アイシャならわかるか。

　この子は、いろんなものを、よく見ているからな……。

「隠してるんだよね？」

「言うの、怖いしな。特に母さんには。せっかく産んだ子供がむさいおっさんだったら、嫌だろうし……お前はどう思った？」

「別に。オルステッド様だって前世の記憶みたいなの持ってるし。珍しいけど、そういう人もいるって聞いたことあるし、それに途中から変わったわけでもないんだし、あたしにとっては最初からお兄ちゃんはお兄ちゃんだよ。ちょっと年齢が増えたぐらいで、そんな変わんない」

「……そっか。ありがとう」

　そういう考え方もあるか。

　確かに、オルステッドを含め、この世界では転生しまくってる連中が大勢いる。

　俺が一人交じってるぐらいで、変わりゃしないか。

「皆、きっと薄々は感づいてるよ。シルフィ姉も、ロキシー姉も……エリス姉は、ちょっとわかんないけど」

　エリスは、前に俺の前世について聞いていたはずだから、知っているはずだ。

　エリスの記憶力次第だが、まさか忘れているってことはなかろう。

　あの時は内緒にすると言ってくれた。きっと、その約束を守ってくれているのだ。

「……そうか？」

「言わないの？　皆きっと、それがどうしたの？　って言ってくれるよ？」

「俺はもう、ルーデウス・グレイラットだからね。お前だって、お腹にいるその子が、実は前世の記憶を持つおっさんだったら、嫌だろ？」

「お兄ちゃんみたいに、ちゃんとあたしたちのことを見てくれるなら、嫌じゃないよ」

「あ、そう……」

　そういうもんかね。

　俺はやっぱり嫌だと思ってしまうが……多分それは、俺が前世の自分のことを嫌っているからだろう。どうしても、似たような奴が来ると思ってしまうのだ。そして、昔の俺がそうだったように、この世界をゲーム感覚で生きようとし始めることに、嫌悪感を覚えてしまうのだ。

　アイシャが体を起こした。

　もぞもぞと体を動かし、俺の隣に座った。

「話、詳しく聞かせてもらっていい？」

「ああ」

　言われ、俺は立ち上がり、近くにあった椅子を持ってきて、アイシャの前に置いた。

　向かい合って座ると、アイシャの大きなお腹が目についた。

　もう、臨月が近そうだ。

「前世の俺は、クズだった。小さい頃は普通の子供だったけど、中学生ぐらいの時に──」

　俺は、前世の自分のことについて、話した。

　自分がどういう人間で、どういう経緯でこっちの世界にやってきたのか。

　何が心のしこりになっていて、何が許しがたかったのか。

　語れることは、そう多くはなかった。

　俺の前世での一生は、三十四年も生きた割に、そう濃密ではなかった。

　記憶もだんだんと薄れてきているし、細かいところは忘れているのだ。

　その代わり、今世でのことを語った。パウロにどれだけ助けられたか。ノルンとどんな気持ちで接したか。ゼニスやリーリャを、どんな風に思っているか。

　そして、アイシャについても、妹として、家族として扱ってきた、と。

　アイシャはそれを黙って聞いていた。時折相あい槌づちを打ちながら、黙って、ゆっくりと。

「そういうわけで、俺は今、前世でクズだった頃とは比べ物にならないぐらい幸せな日常を手に入れて、それを大事にしたいと思っている」

　最後に、そう締めくくった。

「やっぱり凄すごいね、お兄ちゃんは」

「そうかな」

「もしあたしが今、ここでお兄ちゃんに殺されて転生しても、そこまで頑張れないよ」

「……殺さないから」

「あたしだったらきっと、家族なんて作れない」

「そうか？」

「うん。あたし、アルス君のことは愛してるけど、でもきっと、このままここで暮らしても、アルス君と家族には、なれなかっただろうから」

　それは一体、どういう意味なのだろうか。

　アルスはアイシャを愛していた。必死に守ろうとしていた。でも、アイシャは違うということなのだろうか。

「……あたし、アルス君が生まれた時、すごくわくわくしたんだ。でもその時は、別に恋をしているとか、そんな感情じゃなかったと思う」

　そうして、アイシャの口から、今までのことが語られた。

　アルスのことは、本当に生まれた時から特別だったらしい。アイシャはルーシーにララと、二人の娘の出産を手伝ってきた。生命の誕生に立ち会うことで、アイシャも感動を覚えた。

　わー、凄いなー、とその程度だが、確かに感動はしていた。

　だが、アルスが生まれた時は、ひと味違ったんだそうだ。

　アルスを抱いた時、アイシャはルーシーやララの時には感じなかった何かを感じた。

　生まれたばかりのアルスが大きな声で泣くのを聞いて、胸の奥から今までにない感情が芽生えた。

　口では説明できない、切ないような、もどかしいような、そんな感情だ。

　その感情は出産が無事に終わり、エリスがほっと一息をついて眠り、アルスもまた同時に眠りについて、夜になり、アイシャが自分のベッドに潜り込んでも、なお続いた。

　やけに目が冴さえて、眠れない夜になった。

　アイシャはベッドに仰あお向むけになって、両手を上にあげて、アルスを抱き上げた感触を思い出した。

　手に残る感触はルーシーやララと似ていたが、全く同じではない。男の子だったからだろうか。

　わからない。

　だが、アイシャはその時、とても心地良い気分だったそうだ。

　早く明日になって、泣いたり叫んだりするアルスの面倒を見たいと思った。

　アイシャにとって、アルスは何か、特別だった。何がどう特別かはわからなかったが……。

　とにかく、その日から、アイシャは少し変わった。

　今までの生活は、メイドとしての仕事、好きなこと、兄からの頼みごと、傭兵団の顧問、この四つから構成されていたが、その全てを少しずつサボるようになった。

　サボって何をやっていたかというと、アルスの世話だ。

　それは、ある意味メイドとしての仕事の一環と言えたかもしれない。

　でもアイシャにとっては違うものだった。

　では好きなことか？　というと、それも少し違う。

　ただ、アルスを見ていたかった。できれば、話をしたかった。早く大きくならないかな、と期待しながら。

　アイシャにとって初めて、能力に関係なく特別だと思った瞬間だった。

　それから十年近く、アルスと一緒にいるのを楽しみながら毎日を過ごした。

　そんな中、ある日唐突に、アルスから告白された。

　その場は平然と流したが、アイシャにとっては、流していいものではなかった。

　ずっと胸が高鳴って、ドキドキして、どうにかなってしまいそうだった。

　で、実際アイシャはどうにかなってしまった。自分を制御できない日々が始まった。

　自分でもダメだと思いつつも、致してしまう日々だ。

　コントロールなんて、まったくできなかった。

　思考はあっけなく追い出され、欲望が勝った。仕方ないなぁと思いながら相手をしてしまった。

　そこに計画性はなく、場当たり的な対処ばかりが続いた。

　そして、俺に見つかった。

　最初は、練習という言葉で乗り切るつもりだった。

　練習。この気持ちは、あくまで練習。アルスも自分も本気ではない。一時の気の迷い。

　そういうことにしてしまうのが、一番誰も傷つかない。

　だが、シルフィに看破された。自分の気持ちは明るみに出され、無様にも愛を叫んだ。

　それでもアイシャは、まだ甘えた考えを持っていた。ルーデウスは怒るだろうが、何だかんだ言いつつ、許してくれる。もしかすると、アルスとの仲も許してくれるかもしれない。

　そんな風に思っていた。

　実際、シルフィもそんな空気を作ってくれていた。

　だが、蓋ふたを開けてみると、全然違った。ルーデウスは二人の仲を認めなかった。

　アイシャが今まで見たこともないような頑固な態度でもって、二人を引き離そうとした。

　それは、アイシャが一度も見たことのないルーデウスだった。

　融通が利かず、論理性もなく、ただ強い視線と強い口調で押さえ込む論調で、ダメと言った。

　こんなに話の通じない兄は、生まれて初めてだった。

　しかし、その顔は見覚えがあった。

　忘れもしない。オルステッドと戦う前、魔導鎧マジックアーマーを作りながら、険しい顔をし続けていた時の顔だった。

　アイシャはその顔に恐怖を覚えた。

　今この瞬間、自分はルーデウスの敵に回ってしまったのかもしれないと直感した。

　そうだ。自分は今、ルーデウスが時間をかけて、ゆっくりと構築してきたものを、ぶち壊そうとしているのだ。

　そう考え、とっさにその場はルーデウスの言葉に頷うなずいた。

　心にしこりが残った。

　家族会議で反対され、話し合う余地を潰つぶされ、俺に言われたのだから諦めようと思い、でもアルスのことは好きでしょうがなくて……。どうしようもなく、深夜にアルスに優しくされ、駆け落ちを提案してしまった。

　そして家を出て、ここで暮らし始め、妊娠して、日々を過ごす中で、間違っていると、何度も思った。

　こんな方法じゃ幸せになれない。

　皆が不幸になるだけだ。でも、あれだけ激怒していたルーデウスが許してくれるはずもないから、戻ることもできなくて。失敗しているとわかりつつも、その道を進み続ける自分に失望もしていて。

　進むことも、戻ることもできなくなって。

　不安と焦燥感で押し潰されそうになって……。

　そうして今に至った、と。

　聞く限り、とてつもなく甘い初恋の話で、聞いているこちらが恥ずかしい気持ちになっていたが、アイシャの口調は淡々としていた。

　もう何かを、諦めていると言わんばかりに。

「……二つ、聞いていいか？」

「はい」

「ヒトガミは、接触してこなかったのか？」

　話を聞いていて、ふとそんな可能性もあると思いついた。

　妊娠中は運命が弱いらしいから、ヒトガミも手を出しやすいそうだし。俺のところから駆け落ちしたのは、ヒトガミが助言を授けたから……。

　そうだったら、俺としても気は楽だ。あいつが悪い、さぁ帰ろう。そんな風に言える。

「いえ、ありません。あたしの意思です」

「そっか……」

　まあ、そうだろうな。

　今まで散々、ヒトガミの助言には乗るなと言ってきたのだ。

　言ったところで、駆け落ちした時のアイシャの心情では、きっと抗あらがえないだろうが。

「もう一つは？」

「避妊、しなかったのか？」

「お兄ちゃんの作ったあれ、購入ルートが限られてるから、買うと足がつくんです」

「ああ、そうだな」

　ウチには箱で置いてあるんだが、普段使っていると、入手の困難さがわかりにくくなるものだ。

「もう一つ聞いていいか？」

「二つじゃ……いえ、どうぞ」

「お前、幸せになりたかったのか？」

　そう聞くと、アイシャは視線を落とした。口元をキュッと結んで、顔に力が入る。

　そして、口を開いた。

「はい」

　そうか。幸せになりたいのか。

　アイシャなら、これじゃ幸せになれないと、わかりそうなもんだが。

　いや、何をすれば幸せになるかわからないからこそ、駆け落ちしたのかもしれない。

「俺に見つからなかったら、幸せになれたか？」

「……」

　アイシャは力なく、首を振った。

「アルス君は、あたしのために、あたしのためにっていろいろやってくれてるけど、今のままじゃ、きっと、あたしの操り人形みたいになっちゃうし、あたしは、きっと、何も変わんない……これじゃ、きっと……ダメだよ」

「そっか」

　まあ、そうでなきゃ、アイシャだって、こんな風に観念したりはしてないだろう。

　身重でも、アルスと一緒に隠れたり、逃げたりしようとしたはずだ。俺にあっさり見つかるようなヘマは、しなかったんじゃなかろうか。

「こほん」

　俺は咳せき払ばらいをして、アイシャを見た。

「……そろそろ本題に入るか」

　そう言うと、アイシャも落としていた視線を戻し、俺を見た。

　クマがあるが、強い視線だ。先ほどまでの、死にそうなそれとは違う。

　腹をくくった目。

「あたしの要望は二つ。アルス君を許してあげてください。それから、この子を、アルス君の子供を産むことを、許してください」

　この子、とそう言って撫でるのは、アイシャのお腹だ。

　もう臨月に近い大きさ。産むつもりだろう。

「……」

「あたしは……あたしのことは……処分してください。あたしはお兄ちゃんに家族って言ってもらえて嬉しいけど、でも今回のことは、きっと許しちゃいけないから」

「処分ねぇ……」

　俺は前傾姿勢だった体を、後ろに倒した。椅子の背もたれに体重をかけて、天井を見る。

　少し、言葉を整理した。

　すぐにまとまる。

　一年。たっぷりと時間をもらったお陰だろうか。

「俺の前世のことを考えるに、お前とアルスの仲は正直なところ、認めがたい」

「はい」

「前世のこととは別にして、信頼してたお前に裏切られた気持ちってのも、あったんだろう」

「はい」

「でも俺は、お前たちのこと、認めようと思う」

「……え？」

「まだ抵抗もあるけど、その抵抗も、俺自身のトラウマのせいだってのはわかっている。つまり感情的なことなんだ。感情的なことは、ひとまず置いとこう」

「いや、それはダメです。あたしを許しちゃいけません……感情的なことではなく……えっと、あたしを許したら、グレイラット家は舐なめられます。すでにグレイラット家には威光があって、その威光でいろんなものが守られてますから」

「威光か……ピンとこないけど……」

「お兄ちゃんだけじゃないです。ルーシーちゃんにララちゃん、ジーク君、リリちゃんにクリスちゃん……きっと皆、嫌な思いをします。危害を加えられるかもしれない……だから、あたしは処分したほうがいいです。誰に聞いたってそう言います」

「わかった。でも処分って言い方は好きじゃないな……罰、そうだな、何かしらの罰は考えよう。ただな……あまり重いものにすべきじゃないと思ってる」

　体を前傾姿勢に戻し、アイシャを見る。

　アイシャは目を見開いて俺を見た。

「アイシャ。お前は今回、間違えた。駆け落ちなんて、最悪の手段だ。でもお前、さっき言ったよな。どうしようもなかったって。お前は初めてかもしれないけど、俺みたいな凡人にとっては、そういうことはよくあるんだ。頭で思っていても、体はその通り動かない。やり方を知っているはずなのに、上手にできない。その結果、間違った方法を選んでしまう」

　さらに俺は、アイシャの顔を覗のぞき込むようにして、続けた。

「もしお前が連れてったのが他よ所そ様さまの子だったり、アルスがボロボロの抜け殻みたいになってたら、俺だってお前をどうしたかわからない。でもアルスは元気だったし、ちょっと歪ゆがんでいたけど成長もしてた。さらに言えば、アルスはウチの子だ。お前だってウチの子だ。ウチの子同士ってのは、そりゃ俺としては生理的に嫌だけどさ。でも両方ともウチの子である以上、家庭内の問題だ」

　つらつらと並べ立てる。

　感情的なことは置いておけと言ったが、結局はこれも感情的ではないのか。

　そんな思いがよぎりつつ、結論を出す。

「家族が失敗したってだけなんだよ」

　そう言うと、アイシャは唇を噛かんで、黙った。

　その目には、涙が溜たまり始めている。

　だがアイシャはそれをすぐに拭ぬぐった。

「何が、ダメだったのかな……？」

「そうだなぁ……」

　アイシャも自分でわかっているだろう。

　再確認とすり合わせの意味も込めて、改めてこう聞いているのだろう。

　理論的に考えよう。

　今日は落ち着いて、冷静に話す。

　ノルンなら何も言わないでそばにいてあげたほうがいいだろうけど、アイシャはきっと、話したほうがいいはずだ。

「まずアルスだけど、お前と一緒になるには、やっぱりまだ未熟だったと思う。自分で考えて、何かを決定するだけの判断力が、足りていなかったんじゃないかな」

「……」

「もちろん、この一年で少しは立派になってた。お前はアルスは変わらないと言ったけど、そんなことはない。ちゃんと一年分は成長してたと思う。もちろんまだまだ未熟な部分ばかりだと思うけど、そんなのは皆一緒だ。未熟な部分のない奴なんていない。お前も、今回のことで自分も未熟だって学んだだろ？　こうやって失敗して、それでみんな学んでいくんだ」

　少なくともアルスはアイシャを守りきれていない。

　守ろう、守ろうという気概はあるものの、追いついていない。

　確かに肉体的に強くなり、覚悟もできただろう。

　でも、見ての通り、アイシャは鬱うつまっさかりといった風情だ。

　精神面を守ることは全然できていないってことになる。

　……いや、それを言うなら俺が妻の精神面を守れているかというと、疑問が残るが。

　それはさておき。やはりいろいろと足りていなかったのではないかと思う。

「何かが悪かったっていうより、時期だな。早すぎたんだ。ちゃんと学校を卒業して、成人して、仕事について、経験を積んで、お前と同じぐらい……とまではいかなくても、一人でいろんなことを判断できるようになってから、お前と結婚すべきだったんだよ。幼いうちからお前と一緒だと、どうしてもお前に頼りっきりになっちゃうから」

「結婚って……アルス君は、長男だよ？　家を継ぐんじゃないの？」

「我がグレイラット家に、そんなしきたりはないよ。エリスはよくそう言うけど、そこまで強くこだわってるわけじゃない。別にルーシーが次期当主でもいいんだ。ていうか、アルスが継ぐにしても、別にお前が奥さんで構わないだろ」

「ダメでしょ、メイドだよ？　あたし」

「メイドがダメなら解雇するよ。寿退社だ」

「はは、なにそれ」

　アイシャが笑った。少しだが、ようやく笑った。

　ほっとした。久しぶりに聞いたアイシャの笑い声に、ほっとした。

「次はアイシャ、お前のことだ」

「……はい」

「まず、お前は相談が足りなかった、手を出す前に、駆け落ちする前に、誰かに相談して、根回ししておけば、俺が反対した時に味方をしてもらうことはできたはずだ。俺だって心の準備ができた」

「そうだね。なんでしなかったのかな……お兄ちゃんは反対しないかもって、そう思ってたのかも」

　俺が前世持ちだと薄々感づいてはいたとはいえ、その中身までは知らない。

　知らないアイシャがそう考えるのも、おかしくはないか。

　俺が反対しないとなると、反対するのはリーリャだけだもんな。

「リーリャさんには根回ししておくべきだったよな」

「うん、そうだね。でもお母さんは、お兄ちゃんが反対しなかったら、きっと許してくれたから」

　そうかもしれない。

　でも、アイシャにとっては自分の実の母親なんだから、自分がアルスに対してどういう感情を抱いているか、そしてそれを応援してほしいという意思は伝えておくべきだったと思う。

　そして、家族会議でリーリャが味方してくれれば、俺だってあそこまで強くは出られなかったかもしれない。

　俺はこう見えても、リーリャには弱いんだ。

　ずっと、母さんの世話をしてもらってるしな。

「いろんな人に迷惑をかけたな」

「……みんな、怒ってましたか？」

「みんな心配してた」

「……どうすれば、いいでしょう」

「まあ、まずは反省だ。それから謝ろう。特にリーリャさんには、きちんと謝らないといけない」

「……はい」

　リーリャ。我が家の働き者のおばあちゃんは、心に深い傷がついた。

　何をどう話すにせよ、避けては通れない。

　でも俺を交えてきちんと話せば、きっとわかってくれるはずだ。

「あとはそうだな……俺も悪かった」

「お兄ちゃんは悪くないよ」

「俺はお前に、ずっと自由に生きろって言っておいて、いざとなったら頭ごなしに抑え込んだ。やっぱり良くなかった。結論を出す前に、自分の気持ちに整理をつけるべきだった」

「あの流れじゃ、しょうがないよ。あたしが卑ひ怯きょうだったもん」

　まあ、これはひとまず俺が気をつければいいことだ。反省、反省。

「ひとまず、そんなもんか？　あとはなんだ？」

「……お兄ちゃんは、もっと自分の子供と、話したほうがいいよ」

「え？　ああ……そうだな。うん……何話せばいいかわからないけど、もっと機会を作るよ」

　今回の件で言えば、アルスとは、確かにもっと話をすべきだった。

　アルスからもっと信頼を得ていれば、今回のことも起きなかったかもしれない。

　アルスだけじゃないな。他の子とも、たくさん話そう。

　もっと、子供のことを、よく知らなきゃいけないと思う。

「あとは？」

「……」

「ないなら、一度、家に戻ってきてくれないか？」

「……」

「お前とアルスの処遇はさ、その後、皆で決めよう」

　アイシャは少しだけ悩むような顔をした。まだ何か、わだかまりがあるのだろうか。

　だが、それは口にせず、ゆっくりと頷いた。

「……はい。わかりました」

「じゃあ、みんなを呼んでくるよ」

　立ち上がる。

　あとは家に戻って、リーリャを説得すれば、元通り……。

　というわけではない。元通りではないのだ。やはり、大きく変わってしまった。

　家族も一人増えるわけだし。うん、それ自体はめでたいことだからいいか。

　変わってしまったものは仕方がない。あったこととして受け止めて、次に進もう。

「お兄ちゃん」

「ん？」

　あれこれ考えていると、アイシャがそう言った。

　振り返ると、アイシャは打ちのめされた顔で、泣いていた。

「ごめんなさい」

「ああ」

「ごめんなさい……あたし、馬鹿でした……ごめんなさい」

「……」

　俺はぽろぽろと涙をこぼすアイシャのところまで戻り、頭を撫でた。

　アイシャは泣き続けた。シルフィたちが心配顔で家の中を覗き込んできてもなお、泣き続けた。
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　優秀だから気づかなかったが、もしかすると俺の下の妹は、上の妹より、ずっと子供だったのかもしれない。

　こうして、アイシャとアルスの駆け落ちは終わった。







九．「アイシャがメイドを辞める時」




　二人を連れて家に戻ってきた。

　アイシャの大きなお腹を見て、まずリーリャが卒倒した。

　気絶はしなかったが、すとんと尻もちをついた後、すぐに立ち上がり台所に直行。包丁を持って出てきたので慌てて取り押さえた。

「お離しください、もう、こうするしか、お詫わびする術すべはないのです……！」

　そう叫ぶリーリャから包丁を取り上げ、アイシャの駆け落ち先で何が起きたか、何を話したかを説明し、納得していると伝えた。

　すると、リーリャは疲れきった顔をしつつも、ひとまず落ち着いてくれた。

　だが、すぐに寝込んでしまった。

　リーリャは、こんなに弱い女性だっただろうか、と思うぐらい、青い顔をしていた。

　この一年間は心労で倒れそうになっていたし、仕方ないのだろう。

　俺は倒れたリーリャを看病しながら、彼女とじっくり話をした。

　家族同士での結婚には、確かに思うところはあること。

　でも、アルスもアイシャも、歪いびつではあるが真剣であるということ。

　アルスはこの一年で覚悟を決めていたし、アイシャもまた、成長したということ。

　俺はできる限り、人は自由に生きるべきだと思っていること。

　そんなことを、黙りこくるリーリャを前に、ぽつぽつと話した。

「私は、不義の女です。パウロ様を誘惑し、ゼニス様を怒らせ、悲しませました」

「そんな私の娘だから、あの子はアルス様に手を出してしまったのだと、そう思っております」

「この一年で、あの子を生まなければよかった、と何度も思いました」

「もちろんアイシャに言うつもりはありません。すでにゼニス様に吐露して、叱しかられていますので」

　リーリャの部屋には、椅子に座ったゼニスがいた。

　相変わらず、どこを見ているのかわからない、ボーッとした表情。

　だが、こんな状態になっても、ゼニスは俺たちの話を聞き、行動を見ている。

　生まなければよかった、なんて口に出したのなら、グーで殴られただろう。

　俺だって怒る。

　あの日、パウロとゼニスと俺とリーリャと、四人で話し合いをしたことの意味が、なくなってしまう。

　ノルンとアイシャが生まれた日の喜びが、なくなってしまう。

「手を出しただけならまだしも、アイシャの大きくなったお腹を見て、取り返しがつかないことまでしてしまったと、そう思いました」

「……結局、あの子は私の娘だったのです。守るべき主人を誘惑し、体で自分の居場所を作ろうとする、卑しい淫魔のような血が流れているのです」

「アルス様が自分を好きになるように仕向けていなくとも……アイシャがアルス様のお心に影響を与えたのは、確かです」

　俺はそれに、違うと答えた。

　卑しくなどない。主従関係だったのは、たまたまだ。偶然、俺たちがそういう関係だっただけなんだ。誰かを好きになれば、振り向いてもらえるように努力をする。そうすれば、相手側だって、何かしらの影響は受ける。

　当たり前のことだ。

　アイシャとアルスは、身近すぎて、ただ歳が離れすぎていただけ。アルスは、確かに幼かったかもしれないが、アイシャだって、年齢を重ねていただけで幼かった……そう説得した。

「ルーデウス様、私は一体、どうすればいいのでしょうか」

「俺は、よく考えて、アイシャと話して、納得しました。リーリャさんも、アイシャとアルスと、三人で落ち着いて話をしてみるべきです」

「……」

「そうすれば、わかるはずです」

　幼いとはいえ、アルスもちゃんと意志を持って行動していたのだということが。

　アイシャが、アイシャなりにアルスを好きで愛しているということが。

　アルスはアイシャを好きになるように誘導されたかもしれないが、決して騙だまされたわけではないのだということが。

「わかりました」

　では、今すぐ二人を連れてくるか。あるいは、もう少し時間を置くか。

「今で、構いません」

　俺はその言葉に頷うなずき、部屋を出た。

　リビングへと戻り、他の子供たちにあれこれと質問をされつつ、神妙にしているアイシャとアルスを呼んだ。

「はい」

「なんでしょうか」

　俺はリーリャの状態を話し、彼女の思いを伝えた。

　アイシャがこんな風になったのは、自分のせいだと思っていること。

　アルスはきっと、アイシャに騙されているのだと思っていること。

　こういう結果になり、とても落ち込んでいるということ。

　最後に、二人でリーリャさんと話をしてきなさいと言うと、二人は頷き、立ち上がった。

　リビングを出ていく二人を、俺はふと呼び止めた。

「なあ」

　言っておくべきことがあった。

　まずアルスに三点。

　今から会うリーリャは祖母ではなく、自分の大切な人の母だと思うこと。

　自分はその大切な人をあらゆることから守りきれず、このような窮地に立たせてしまっているということ。

　そして、自分は母親から、大事な娘をもらうのだということ。

　さらに三点。

　今、アルスに必要なのは知ることだということ。

　自分がどれだけ、周囲に心配をかけていたのか。自分の行動の、どこが間違っていたのか。また、アイシャの行動はどこが間違っていたのか。アイシャの弱い部分はどこだったのか。

　そして考えるべきだということ。

　今回、アイシャを守るためにどうするべきだったか。今後、何を学ばなければならないのか。そのためには、まずはリーリャの気持ちを知らねばならない。アイシャを誰よりも心配し、見守ってきたあの母親の本音を。

　その上で、納得させなければならないということ。

　アイシャと一緒になりたいのなら、まずリーリャを。

「はい！　わかりました！」

　アルスはエリスそっくりの表情で頷いた。ちょっと不安だが、頑張ってはくれるだろう。

　アイシャには、今回俺と話した内容や、駆け落ちに至った気持ちの経緯を正直に話すように伝えた。いつものように、こうすれば黙るだろうとか、嘘うそでもこう言っておけば納得するだろうとか、この場は乗り切れるだろうとは思わずに。リーリャが怒ったり、激高するだろうけど、それも受け止めて話をしなさい、と。

　腹を割って話すとはそういうことだと。

「わかりました」

　アイシャはアルスと同じように、真面目な顔で頷いた。

　俺は頑張れよと呟つぶやき、二人の背中を見送った。

　その後、アイシャとアルス、リーリャの三人がどんな話をしたのか、俺は知らない。

　話し合いは長く、五時間か、六時間か、あるいはもっとかかった。

　途中で何度もリーリャの叫び声が聞こえてきた。一度だけ、アイシャの叫びも聞こえた。

　だが、叫び声は時間が経過するにつれて少なくなり、やがて途絶えた。

　そして、話が終わった。

　降りてきた時、リーリャはぐったりと疲れ果てていたが、思った以上にスッキリとした顔をしていた。わだかまりが完全になくなったわけではないだろうが、きっと彼女の中にも納得が生まれたのだと思う。




　その後、アイシャとアルスは家族に謝罪をした。

　心配をかけてごめんなさい。迷惑をかけてごめんなさい。裏切ってしまってごめんなさい。

　そう言って頭を下げた。

　ひとまず、その件について、我が家族の中に糾弾する者はいなかった。

　ルーシーがアルスを睨にらみつけ、ノルンがアイシャを叱ったが、そのぐらいだ。

　むしろ、ほっとした空気が流れていたように思う。

　それから、アイシャとアルスの処遇について話をした。

　これは少々複雑なことになった。

　まず、アイシャは勘当ということになった。いったん、グレイラット家の名簿から抹消する。

　これはアイシャ自身の提案だった。

　裏切り者に制裁を与える。これは、どこの世界においても必要なことだ。グレイラット家の威厳を守るため、周囲から舐なめられないために必要なことらしい。

　とはいえ俺はアイシャをそこまでひどく罰するつもりはない。

　勘当というのは、あくまで対外的なものだ。

　グレイラット家はこうやってアイシャに制裁を加えましたよと、世間に知らしめないと、威光とやらが薄まるので、仕方なくそうする。

　とはいえ、あまり意味がないことだろう。

　なにせ、アイシャは数年後にはアルスと結婚してグレイラット家に戻ってくる予定なのだから。

　アイシャは子供を産んだ後、グレイラットの名を捨てて、放逐される形となる。

　放逐とはいうが、向かう先はアスラ王国で、王立学校に通うこととなる。

　彼女も今回のことで、自分が未熟なことに気づいたのだ。

　学校に通えば完璧な人間になれる……というわけではないだろうが、学び直したいことがあるようだ。

　人の失敗に対して寛容になりたいと、彼女は言った。

　アルスとは、数年以上離れることになるだろう。

　そして、今回の一件の罰。

　こっちは本当の意味でのアイシャへの罰として、生まれてくる子供を俺が預かることとなった。

　アルスが一人前になり結婚するまでの数年間、アイシャは子供に会えない。

　アイシャは子供を産んだ後、その顔を一目だけ見せられた後、引き離される。

　それが、アイシャに下された罰だ。

　これが本当に罰になるのかはわからないが、俺は子供に会えない辛つらさを、よく知っているつもりだから、個人的にはこれぐらいで十分だと思う。

　まあ、アイシャはいいとして、何の罪もない子供と母親を引き離すことには、少しブレーキがかかる。

　子供がかわいそうだ。

　もちろん、俺は責任を持って世話をするつもりだが……もしかすると、子供の心に、大きな傷を残してしまうかもしれない。

　それを考えると、正直、もういいじゃん、アイシャは家にいれば、アルスとイチャイチャして暮らせよと、そう思う部分はある。

　だが、やはり今回の一件で、アイシャは何らかの罰を受けなければいけない。

　自分が悪いことをした結果を、自分が大きな失敗をした結果を、きちんと噛かみしめなければいけない。

　それを考えると、俺ができることは生まれてくる子供に実の母親以上の愛情を注ぐことだけだろう。

　アルスと引き離され、一人で暮らすことでアイシャがきちんと成長できるか。

　それは俺が、いや俺たちが、きちんと見守らせてもらおうと思う。




　アルスはというと我が家に戻り、復学することとなる。

　アイシャと同程度の罪を背負うには、アルスは幼すぎた。

　彼はまだ、肉体的にも、精神的にもアイシャを守ることはできない。

　今回の件をしっかり反省し、全力で成長しようと努めることが、彼の責務となるだろう。

　そして、アルスが成人し、学校を卒業し、俺やエリスに一人前と認められたら、あとは好きにしていい、ということとした。

　好きにしていいとは、つまりアスラ王国に行ってアイシャを娶めとろうが何しようが大丈夫、ということだ。逆に言えば責任を持ってアイシャを迎えに行け、という意味である。

　アルスはアイシャと離れ離れになるのは、やはり嫌だろう。

　だが、先日のエリスとの戦いの結果と、目の下にクマの出来たアイシャを見て、神妙に頷いた。

　肉体的にも精神的にも未熟だが、すでに心構えと気合はバッチリだ。エリスの子供なのだから、そのあたりは心配していない。

　アルスは必ずや成長し、アイシャを迎えに行ってくれることだろう。

　最終的に、世間は「アルスは婚約し、アイシャは嫁に行った」と知る形になる。

　結局アイシャは放逐されたのか、嫁に行ったのかと混乱するだろうが、それでいい。

　曖昧にしたほうが、真実がわかりにくくなる。

　そして、我々のことをよく知らない相手に醜聞を周知させるべきではない。




　それから、アルスとアイシャを連れて、各所を回り、頭を下げさせた。

　今回、捜索に協力してくれた人たちだ。

　彼らには、今回のことをきちんと話した。

　もちろん迷惑をかけた相手だから、アイシャとアルスの処遇に関しても正直に話した。

　ザノバはいつものように「ハハハハハ、見つかったようで何よりですな！」と快活に笑った。

　アリエルは「アイシャを放逐するのなら私が拾ってもかまいませんね？」と怪しげなことを聞いてきたが、ダメと言っておいた。

　オルステッドはいつも通り、怖い顔で頷いた。

　魔大陸方面を探していたアレクはキシリカを見つけたらしく、ドヤ顔で潜伏先を教えてくれたが、もう遅い。

　ルイジェルドは今回の結末に、少し複雑そうな、しかしほっとした顔をしていた。

　ペルギウスは「ハッ、結局捕まったか」と鼻で笑っていた。どうやら彼は、今回の駆け落ちについてアイシャに消極的だが協力していたようだ。あとでオルステッドにチクっておこう。

　傭よう兵へい団に行くと、アイシャ側についていたと思われる者が即座に尻尾を丸めて直立不動になり、視線を中空へと浮かべた。

　こいつらの中に何人か俺を裏切り、アイシャ側についた者がいるのだ。

　とはいえ、不問でいいだろう。

　アイシャが弱みを握っている者も多いだろうし、リニアやプルセナのように、俺の側についてくれた奴もいることだし。今回のことを許すことで、恩を売るという結果にもつながる。

　ヒトガミにそそのかされて大規模な裏切りが発生したとかじゃなくて、所しょ詮せんは内輪もめだしな。

　ていうか、仮に何かするのだとしても、すでに世界中に作ってしまった組織だ。

　潰つぶすことは大変だし、中には転移魔法陣や通信石版の知識も持ってしまっている団員もいる。今やデメリットの方が多いのだ。

　ちなみにリニアとプルセナは最初の段階で俺側についたせいか、すごいデカい顔で裏切り者を糾弾していた。

　ほとんど何もしてないのに……。

　まぁ、これも自浄作用につながるかもしれないから、放っておこう。

　それにしても、今回アイシャ側についた傭兵団の面々は、怯おびえながらも誰一人としてアイシャに言われてやったとか、脅されて仕方なかったとか、そういった言葉を吐かなかった。

　アイシャは、なんだかんだ言って彼らに慕われているのだ。

　今度こそ、アイシャはそういうことを、ちゃんと理解してやってほしい。

　ともあれ、誰も怒ってはいなかった。

　ありがたいことだな。

　そして謝罪は終わり、出産の時がきた。





★　★　★






　アイシャとアルスの子供。俺にとって初孫となる子は、男の子だった。

　名前はルロイ。

　ルロイ・グレイラット。

　アイシャに似て利発で、アルスに似ておっぱい好きで、二人に似て奔放そうな子だった。

　両親の名前や祖父や祖母の頭文字を使ったりはしないのか、と聞いてみると、お兄ちゃんじゃないんだからと笑われた。

　それにしても、初孫だというのに、あまり実感が湧かない。

　クリスが赤ん坊同然だったのが、つい数年前のことだからだろうか。なんだか、新しい息子が出来たような、そんな感覚だ。

　もう、お祖じ父いちゃんだというのに……。

　アイシャの新生児の対応は、さすがに堂に入ったものだった。

　初めての子供とは思えない。

　だが、考えるまでもなく、ルーシーからクリスに至るまで、みんなアイシャが世話をしたのだ。

　アイシャ一人で世話をしたわけではないが、アイシャは一通り、なんでもした。

　なら、実際に母親になっても、なんでもできるのだろう。

　そして、ウチの家族は、皆子育てを手伝ってくれる。

　あんなことがあったというのに、みんなルロイを受け入れ、可愛かわいがってくれている。

　それが嬉うれしかった。

　特にリーリャは、ルロイが生まれると豹ひょう変へんした。アイシャとアルスの結婚をあれだけ嫌がっていたとは思えないぐらい、ルロイを可愛がっている。

　でも、わからないでもない。

　俺とリーリャの血がつながっていないことを考えれば、彼女にとっては初孫なのだ。

　アルスが俺の息子という一点についてのわだかまりがなくなれば、可愛がることに抵抗はないだろう。リーリャなら大丈夫だろうが、甘やかしすぎないか心配になる。

　アルスは真面目くさった顔で、赤ん坊のおしめを取り替える練習をしている。

　アルスは現在、アイシャやリーリャから積極的に世話の仕方を学んでいた。赤ん坊は俺が預かるが、面倒の大半はアルスが見ることとなる。

　もちろん、サポートはする。でもアルスはこれから親の役目を学ばなければならない。

　十二歳という若さで親となったが、その責任は取らなければならない。

　アルスはそれを自覚し、全力で物事に取り組んでいる。もちろん学校には行っているし、エリスとの修行も激しさを増している。その他にもいろいろと頑張っているようだ。

　いずれアイシャを迎えるために。

「……」

　それにしても、こうして子供たちも一人、また一人と結婚し、孫が増えていくのだろうか。

　アルスは随分と早かったが、ルーシーはもうお年ごろだ。

　成人前はクライブと付き合っていたようだが、今はクライブがミリスに移り住んだことで、疎遠になった。お引っ越しの前に将来の約束とかしていたかもしれないが、現実は非情だ。

　アスラの王立学校で新しい恋を見つけたルーシーが、別の恋人を作ってもおかしくはない。

　ララはまったくそんな気配はないが……でも、ああいう子がいきなり誰かを連れてくる、なんてのもありうる話だ。

　彼女は相変わらずレオにべったりだ。

　だからレオのメガネに適かなう人物が見つかるところからかもしれないな……。

　ジーク以下の子供たちは、さすがにまだ早いだろう。

　と、思っているが、同じく早いだろうと思っていたアルスが子供まで作ってしまったのだから、どうなるかわからない。

　そしてそれは、今回のように複雑な相手かもしれない。

　実はクリスが凄すさまじいオヤジ趣味で、成人と同時にでっぷりと太った三十四歳の無職ニートを連れてくるとか……。

　その時も反射的にダメだと言ってしまいそうだが、ちゃんと話し合おう。

　無職でニートなら、もしかすると俺と話が合うかもしれない。

　いや、合うだけじゃさすがにアレなので、もうちょっとちゃんとしたところを見せてはほしいが。

「あらら、おっぱいですか～、ルロイ君は甘えん坊でちゅね～」

「アイシャ、あまり甘やかしてはいけませんよ」

「はい。お母さん」

　ルロイが幸せそうな顔でアイシャの胸に顔を埋うずめている。

　リーリャは隣に座り、優しい笑みを浮かべている。

　アルスは「しょうがないなぁ」って顔してる。

　そんな顔しているがなアルス、そのおっぱい好き、幼い頃のお前そっくりだぞ。

　……あれ？　となると、もしかしてルロイも十歳ぐらいでリリとかクリスに手を出される、とかあったりするのか……？　俺は四十代でひいお祖じ父いちゃん？

　いやいや、そんなまさか。

「……」

　ま、どんな形かはわからないが、来るべき時は、予測しない形で来るのだろう。

　その時は、今回のように取り乱さず、冷静に対応していきたい。

　ほんのひと時だけの、幸せそうな三人を見て、そう思った。




　そして、別れの時がやってきた。

　アイシャはいつものメイド服とは全然違う旅装をして、カバンを持って玄関に立った。

　カバンの中には、わずかな衣類や彼女の部屋にあったものが入っている。

　だが、その中にメイド服は入っていない。

　彼女が長年着続けたメイド服は、地下の倉庫にしまわれた。

「じゃあね、ルロイ君……」

　アイシャはルロイを抱きしめた。

　ほんの数日の間、可愛がっていた子供。

　子供と別れるのが罰なんて手ぬるい、なんて言っていたアイシャだったが、ルロイを抱きしめると、ボロボロと涙をこぼした。

　アルスも泣き、リーリャも泣いた。

　それを見ているだけで、ルロイは決して望まれずに生まれてきた子供ではないのだと知れて、俺も泣いた。

「じゃあ、お母さん、お兄ちゃん、ルロイ君をお願いします」

　アイシャはリーリャにルロイを渡した。

　ルロイはきょとんとした顔で、アイシャを見ていたが、何かを察したのか、すぐに泣きだした。

　母親と別れることを、本能的に察知しているのだろうか。

　アイシャは泣きだしたルロイの頭を撫なで、顔にそっとキスをした。

「アルス君。頑張ろうね」

「うん」

　アルスは頷いた。

　彼はまだ小さい。背丈だってアイシャと同じぐらいだ。

　でも、アイシャと再会する頃には、きっとアイシャよりずっと大きくなっているだろう。

「じゃあ、皆様……行ってきます」

　アイシャは最後に、見送りの人たちに、行ってきますと言った。

　さようならでも、ごめんなさいでもなく、行ってきます、だ。

　俺はその言い方が嬉しかった。

　アイシャは門まで歩き、もう一度振り返った。

　俺の三人の妻を見て、子供たちを見て。ぺこりと頭を下げた。

　そして門柱に絡みつくビートを一ひと撫なですると、門の外へと出ていった。

「……なあ、シルフィ、ロキシー、エリス」

　家へと戻る途中で、俺は三人の妻に呼びかけた。

　三人はそれぞれの足を止めて、俺を見た。

　怪け訝げんそうな顔だ。

「話があるんだ。寝室に来てもらってもいいかな？」

「……大事な話？」

「ああ、大事な話」

　必要ないと思っていた。今も思っている。

　けど、俺は言おうと思った。アイシャが行ったことで、話さなければいけないと思った。

　前世の記憶があること。

　前世でどんな人間だったかということを。

　今後、子供たちといろんなことを話したり、聞いたり、遊んだりする。

　その時、俺はきっと今回のようなことを、繰り返してしまうだろう。

　どれだけ気をつけても、頭でわかっていても、体が言うことを聞かない時はある。

　なにせ、前世の記憶で、憶おぼえていないけど引っかかっているだろうことは、きっとまだまだあるだろうから。

　そのことを、妻たちに知っておいてもらいたかった。

　そして、俺がまた何かよくわからないことで引っかかった時に、助けてもらいたかった。

「とても大事な、ね」

　きっと幻滅されることはない。

　そんな確信を持ちながら、俺は寝室へと向かった。





★　★　★






　それから四年後。

　アルスはエリスから光の太刀を伝授された。

　剣神流聖級。風魔術聖級。

　水魔術に火魔術が、それぞれ上級。土と治癒は少し苦手だったが、それでも中級で無詠唱。

　留年したため首席とはいかなかったが、極めて優秀な成績で魔法大学を卒業した。

　少なくとも、四年前からすれば、大きな飛躍だ。

　この四年間の彼の行いを見て、努力していないと思う者はいないだろう。

　卒業式の日、アルスが完璧に大人になったか、アイシャを精神的にも肉体的にも守れる力を手に入れたか。

　それを聞くと、彼はわからないと答えた。

　あの日のことは反省しているし、あの日のままではダメなのはわかっている。でもアイシャのことはあの日と変わらず好きだから、精一杯やると言った。

　俺はその答えに満足し、期待している、と言った。

　するとアルスは驚いた顔をして俺の顔をまじまじと見つめた。

　そして、元気よく「ハイ！」と頷いた後、エリスとも手合わせをして、認めてもらっていた。

　その後、アスラ王立学校を卒業してアリエルの下で働いていたアイシャをアスラ王国に迎えに行った。

　この四年間でアイシャは少し変わった。

　努めて、人の気持ちを理解しようとするようになった。

　人の弱みに付け込まなくなり、ワガママをほとんど言わなくなり、行動からも打算的な部分が消え、物事一つ一つに時間をかけ、最適ではなく最善を求めるようになった。

　あるいはそれは、以前あったアイシャの強みがなくなったといえるかもしれない。

　きっと今のアイシャでは、自分の都合のために周囲を利用したり、弱みを握ったりといった、最適解のための強引な手て管くだを使わないだろうから。

　しかし、俺はそれを「成長した」と思う。

　現在、二人は魔法都市シャリーアに家を購入し、住んでいる。

　アルスと、アイシャと、ルロイの三人で。

　もちろん、ウチとは家族ぐるみの付き合いだ。

　彼ら三人は俺の家によく遊びに来るし、俺たちは彼らを歓迎する。

　アイシャは以前のように、家事を手伝ったり、庭の手入れをしたりしてくれる。

　でも、もうメイド服は着ない。




　彼女はメイド服を、もう着なくなったのだ。







十．「後日談」




　アルスは『ルーデウスの書』をパタンと閉じた。二十九巻はここで終わりだった。

　それを見て、ヘンリーが一言、ぽつりと呟つぶやいた。

「結局、師匠はお咎とがめなしってことですか？」

「不ふ甲が斐いないことにその通り。未熟者は、責任も取らせてもらえないのさ」

　アルスは肩をすくめた。

「ただ、馬鹿な俺だったが、この事件の後は多少マシになってな。罰がないことをラッキーと思わず、勉強と訓練の時間を倍にした。自主的にな」

「それで風聖級魔術師にして剣聖ですか……魔術ありなら北神すら凌りょう駕がするような人は、若い頃から凄すごいもんなんすねぇ」

　アルス・グレイラットは、神級の剣士と言われている。

　剣神流の認可を受けたわけではないが、龍神オルステッドや、『龍神の左腕』北神カールマン三世アレクサンダー・ライバック、その他鬼神帝国の名だたる剣士たちがそう認めている。

　あの日から、研けん鑽さんを積み続けた結果、そうなった。

「幸いにして赤ママが特訓してくれたからな、そこまでは最短でいけたのさ。俺はずっと環境に恵まれていたよ」

「赤ママというのは狂剣王エリス……剣神流狂剣派の開祖なんですよね。剣神流の概念をぶち壊したっていう。すごく苛か烈れつで、狂暴だったと聞いてますけど？」

「狂暴って……まぁ、そういう部分もあったけどな……親としては、立派だったよ。俺が前以上にやる気を出したから、それに応えてくれたのさ。なんだったら、父よりも父らしかったな。間違っている時に殴って道を正してくれるのは、いつも赤ママだった」

　アルスは懐かしそうに眼を細めた。

「で、それからどうなったんですか？」

「それから？　学校を卒業して、アイシャを迎えに行って、結婚して、父の部下かつルード傭よう兵へい団の一員としてオルステッド様の下についたんだ。思えば、あの頃が俺の人生で一番辛つらい時期だった。誘惑も多かった。なぜかその頃から、女に言い寄られることが多くなってな。それも胸の大きな娘が多くて……特に当時のルード傭兵団の団長はヤバくてな、俺はアイシャ一筋だったが、なぜか視線が吸い寄せられるほどの魔性の……いや、こんな話はいいか。とにかくそんな誘惑に耐えつつ世界中を飛び回っているうちに、気づいたらお前たちの上司ってわけだ」

「最後の方、端折はしょりすぎでしょ」

　ヘンリーのツッコミに、ルイシェリアは「こいつは昔からこんなだ」と身もふたもない言葉を付け加える。

　ルイシェリアはアルスとは長かった。

　オルステッドの配下となったのは遅いが、親戚付き合いは結構あったのだ。

　ルイシェリアは先ほど出てきたルロイのことも知っているし、その娘のフェリスのことも知っている。

　人族とスペルド族の年齢差と、スペルド族の成熟の遅さゆえ、三人とも同年代の親戚のような付き合いをしていた時期があるのだ。

　いつしか置いていかれ、自分だけ幼いままで、そのことを悩んだ時期もあったが、最近ではそういうものだと割り切っている。

「もう少し詳しく聞かせろ。アルス兄さんは一人前として認めてもらうために、エリス・グレイラットに決闘を挑んだと書いてあるぞ」

「決闘なんて書いてないだろ。よく読め」

「だが実際に決闘をしたと聞いているぞ」

「誰だよそんなデマを流した奴は」

「母だ」

「ノルンさんか……まぁ、決闘ってのは言いすぎだけど、手合わせをしたのは事実だしな……」

「そこを詳しく話せ。あと、アイシャ叔母さんを迎えに行った話もしろ。乙女として気になる」

　横暴なその物言いに、アルスはハッと笑った。

　ルイシェリアという女は、歳の割に社会性というものが欠けている。

　だから軍歴が長く階級も高いのに部下もおらず、ヘンリーとツーマンセルを組み続けているのだ。

「まぁいいか」

　それを是としたのはルイシェリア自身であり、オルステッドであり、アルスである。

　ヘンリーという姪てっ孫そんにあたる人物が、その身を侵す呪いの割に、社会性が高かったのも起因している。

「といっても、そう大した話じゃないぞ」

　そうしてアルスは語り始める。

　この話の、最後のエピソードを。





★　★　★






　あの日のことは、何度も夢に見た。

　今だって、不安な夜はたまに見る。

　俺にとって定番の悪夢だ。

　夢の中で俺は、赤ママと向かい合っている。

　互いに剣を抜き、構え、隙すきを窺うかがいながらジリジリと間合いを詰めている。

　父が見ている。白ママと青ママも見ている。二人の姉と、弟、妹たち、レオとジローにビート、家族全員が見ている。

　この日のために、十分な鍛錬は積んできた。

　鍛錬だけを積んでもダメと知りつつも、必ずこれは乗り越えなければならないと固く信じて、剣を振り続けてきた。

　赤ママに勝つ。

　その意気込みを胸に剣を見ると、なぜだかいつもよりも短いんだ。

　手足も、成年を迎えた男性のものではない。十二歳ぐらいの子供の手。いつもより力も入らず、それどころか、いつもどうやって剣を振っていたのかすらわからない。いいや、それどころじゃない、いつのまにか剣すら手からなくなっている。

　どこに忘れてきたのだろうか。はやく探しに行かないと。

　そんなことを考えている間に、赤ママが剣を振り抜いた。

　俺の手は飛ばされ──。

　と、そこで目が覚める。

　そういう時、俺は真っ暗闇の中、冷や汗をかきながら、夢の中で斬り飛ばされた己の手を見る。もちろん付いている。皺しわとタコが潰つぶれた痕あとが残る手だ。

　そうして、己の半生を振り返り、自分を落ち着かせる。

　もっと若い頃は、隣で寝ていたアイシャに慰めてもらったりもしていたっけな。

　まぁ、そういう夢を見るのはよくあることだろう。

　人生の大事な局面で、大事なことを忘れたり、ミスをして、台無しにしてしまう夢さ。

　不安の表れだと、父は言っていたよ。

　さて、そんな夢の話だが、もちろんもととなったのは、俺とアイシャの家出の最後の日の出来事だ。俺は赤ママに敗北し、手首を落とされた。

　赤ママは治癒魔術を受けて意気消沈だった俺を、強く抱きしめた。

　無駄な言葉は言わなかった。強くなれとも言わなかった。

　でも俺は、強くなることは大事だと感じていた。

　俺は強くならなければいけない。

　いや、俺は強くあるべきだ。

　そう確信したのは、ラノア魔法大学の最上級生になった時だ。

　俺は、ラノア魔法大学では、それなりに優秀な成績を収めていた。頑張って勉強したからな。

　けど決して一番じゃなかった。

　ルーシー姉はもちろん、魔術に関してはサボりがちなララ姉にも勝てない。

　他の生徒たちだって優秀だった。ラノア大学に通う生徒たちは、全員がアホ面づら下げて教室と寝床を行ったり来たりしてるわけじゃない。我がグレイラット家ほどではないにしても、恵まれた環境の中で実力を伸ばす者はいる。そうでなくとも、魔法都市シャリーアは父とオルステッド様のお陰で町としては裕福になっており、優秀かつ野心にあふれる人材が次々と訪れるようになっていた。

　俺なんかに負けているようじゃダメな奴らが、俺を抜いていった。

　俺もアイシャと別れてから頑張ったつもりだったけど、一番になれた分野は一つしかなかった。

　歯がゆかった。きっとアイシャなら、ほとんどの分野で一番だっただろうからね。

　でも一番だったものはあった。

　剣術……もとい、戦うこと全般。

　攻撃魔術は決して一番じゃなかったが、攻撃魔術を使っての模擬戦であれば、一番だった。

　だから思ったんだ。

　俺はコレなんだ。俺はコレが得意なんだ……ってな。

　短絡的かもしれないとは思ったさ。苦手なことから逃げているんじゃないかとも。

　ただ、そう赤ママに相談した時、赤ママは決して、逃げちゃダメとは言わなかった。

　ただ嬉うれしそうに「そうね！　私もそうだったわ！」と言ってくれたんだ。

　そう、嬉しそうだったのだ。

　俺が、他のものは上手になれなさそうだと言った時、難しそうな、怒ってそうな、少し泣きそうな顔をしていた赤ママが、戦うのは好きなんだ、得意なんだ、コレは一番なんだと言った時、嬉しそうにそう言ってくれたのだ。

　きっと、赤ママも昔、そうだったんだと思う。

　ていうか、後から聞いた話だと、赤ママは俺よりずっと得手不得手の差が顕著だったらしい。

　俺が他のことで程度の差はあれ『優秀』の評価がもらえたのは、父の血のなせる業か。

　ともあれ、赤ママにそう言われた時、俺は腹を据えた。

　アイシャが何でもできるんだから、俺も何でもできる必要はない。

　俺はアイシャの剣であればいい。

　アイシャの腰に常にあり、いざという時はこれを抜けばいいと、そう思ってもらえるような存在になるんだ。

　それはきっと、心の支えになるはずだ。安心につながるはずだ。

　父にとっての赤ママが、そういう存在であったように。

　だから俺は、赤ママに勝つ必要があった。

　戦って勝つ必要があった。

　別に赤ママじゃなくてもいいのかもしれないけど、俺にとって一番強くて、一番頼りになる剣士は赤ママだ。

　他にも何人も知り合いの剣士はいる。

　アイシャと別れてから数年で、いろんな人と知り合った。

　剣神ジノさん、ジノさんの奥さんのニナさん、水神レイダ様、アスラ王宮に勤める剣王ギレーヌ様に、シャンドル様……あとアレク。今となっては仕事をしないアホクサンダーという印象だが、当時は弟と同様、剣術に関していろんな相談に乗ってくれる師であり、尊敬していた。

　そんな当時の俺よりはるかに強かった人たちが赤ママのことを話す時、そこには「容易に勝てる相手ではない」というニュアンスが含まれていた。

　単純な剣の腕で言えば、きっと赤ママは今挙げた人たちに劣っていたかもしれない。

　けど戦えば、彼らの急所に届く剣を振る、彼らの命を脅かせる存在だった。

　剣がうまいんじゃない。

　『強い』んだ。

　だから俺は、赤ママを目標にした。

　一人前として認めてもらうためには、赤ママに勝たなければならない。

　そのために懸命に修行し、地力を上げ、独自の戦術を作り、技巧を練り上げた。




　ラノア魔法大学を卒業して、次はアスラ王立学校に通い始めることになる頃、父が言った。

　そろそろお前も一人前だ。アイシャを迎えに行ってもいいんじゃないか……と。

　父はいつしか俺のことを認めてくれていた。

　けど俺はまだ、自分を認めていなかった。

　だから、俺は言ったんだ。

『赤ママから一本取れるまで、俺は一人前じゃない。アイシャを迎えには行けません』

　そう言った時の、赤ママの満足そうな顔は、今でも思い出せる。

　ララ姉は呆あきれていたけどな。妹たちもだ。

　ジークは当然って顔をしていた。あいつはアスラ王立学校に通い始めるまではアレクの影響をどっぷり受けてたから、そういう展開が好きだったんだろう。

　父は不安そうな顔をしていたが、白ママと青ママの説得で頷うなずいた。




　数分後、グレイラット家の庭で赤ママと向かい合っていた。

　互いに真剣を持って、構えていた。

　父は木剣でいいだろと言ったけど、それじゃ俺の本気は伝わらないと思ったし、赤ママも何も言わず真剣を持ってきていた。何も言わずとも、赤ママには伝わっていた。

　赤ママと向かい合いながら、俺は何度も深呼吸をしていたのを憶おぼえているよ。

　緊張はしていた。なにせ単なる卒業試験じゃない。

　絶対に勝てるという保証も、必勝法もない。

　赤ママは強敵だ。

　ここ数年でいろんな相手と戦ったが、一番、勝てない相手だろう。

　なぜ赤ママが強いのか、他の剣豪たちから警戒されるのか。それをこの数年で何度も考えた。

　結論は出ている。

　赤ママの強さはまずもって、しぶとさにある。

　粘り強さといってもいい。

　赤ママは『狂剣王』という異名と容姿から誤解されがちだが、決して猪ちょ突とつ猛もう進しんで考えなしの戦い方をするわけじゃない。

　俊敏で、攻めのセンスに優れているのは事実だし、凄すさまじい勢いで攻めてもくるが、実のところは防御面が他の剣神流の剣士より抜きんでているんだ。

　最適な体の動かし方を知っていて、深く踏み込んでも決定的な隙は見せず、とにかく致命打が入らない。

　さながら北神流のような、長時間戦うことを想定した粘り強さ。

　時に水神流のように相手の攻撃を誘発し、自分はギリギリで受け流す時もある。

　それら流派と大きく違うのは、赤ママが苛烈に攻めてくるところだ。

　とにかく攻めてくる。剣神流は全員そうだが、自分が倒されるより先に相手を倒すことを考えている。

　だが赤ママは、剣神流とも違う。

　赤ママは一撃で相手を仕留めようとは考えていない。

　剣神流は、初手に全てを懸ける者が多い。光の太刀はそれだけの強さを持つ奥義だ。

　赤ママもそう見えるような攻めを仕掛けてくるけど、そうじゃない。

　光の太刀が回避された時のことも考えて動いているんだ。

　俺は水神レイダと赤ママの模擬戦を見せてもらったことがあった。

　結果はレイダが勝ち越していた。だが、一撃で決まった試合は一度としてなかった。

　赤ママの光の太刀は、常に巧妙に放たれる。ただ踏み込んで雑に放つことはない。

　それで勝つことはあったが、レイダが上回り、受け流しからのカウンターを放つこともあった。

　赤ママはカウンターをもらう。けど絶対にそれで決まることはない。

　赤ママは、その一撃では絶対に致命打をくらわない。結果として、その一撃が原因で押し切られて負けることになるが、それでもその瞬間はまだ勝負を決められていない。

　あの水神の奥義を受けて、立っているんだ。

　赤ママは、とにかくガンガン攻めてくるのに、防御が疎おろそかじゃない。

　常に格上と戦うことを想定しているんだ。

　まるで自分が粘れば、自分が前線で戦い続ければ、あとは父がやってくれると信じているようにも見えた。

　エリナリーゼ大おお婆ばあ様さまや、ルイジェルドさんに近い。

　つまり戦士。剣士でありながら、戦士。

　自らが決定打となりうる攻撃力を持つ剣士でありながら、前線を長時間維持できる戦士。

　それが『狂剣王エリス・グレイラット』だ。

　そんな相手にここ一番で勝たなければならない。容易なことではない。

　戦う前に、俺は何度も考えた。どうすれば赤ママに勝てるのか、どうすれば一本取れるのか。

　真っ先に思いついた戦法は、奇襲だった。

　最初の一手で赤ママの想像の上をいき、一撃で仕留める。赤ママが粘り強いといっても、限度がある。それに俺は魔術も使えるし、絡め手はいくらでもある。

　けど俺は、それを選択しなかった。

　真正面から馬鹿正直に戦うことを選んだ。

　そうでなければいけないからだ。

　俺は赤ママには勝たなければいけない。勝つということは、同じ土俵で上回るということだ。

　そもそも、目的は赤ママに勝つことじゃない。

　俺が一人前であることを証明することだ。

　負けていいわけじゃないが、戦い方と勝ち方は選ばなければいけない。

　納得してもらわなければいけない。

　はい勝った、これで一人前ね、と俺が勝手に決めていいわけではないのだ。

　お前はここまで立派になった、これからは一人でもやっていけるだろうと、そう思ってもらわなければならない。

　ならばこそ、俺は真正面から戦い、勝利をもぎ取らなければならない。

　緊張しないわけがなかった。




　戦いの内容は、まだ鮮明に憶えている。

　最初に仕掛けたのは俺だ。

　赤ママが珍しく、こちらの出方を窺っているようだったから、ならばと先に仕掛けたのだ。

　きっと赤ママの中にも、俺の成長を見てやろうという気持ちがあったのだろう。

　といっても、ほんのわずかな様子見だったと思う。

　赤ママはそれほど待つことが得意ではない、あとほんの数秒、いや一秒でも俺が攻めずにいたら、きっと赤ママの方から攻めてきただろう。

　そのお陰で、機先を制することができた。

　俺は魔術を交えながら、一手一手丁寧に追い詰めていく。

　魔術といっても、攻撃に使ったわけじゃない。

　風魔術で衝撃波を起こし、高速移動と重心操作を行うことで剣術を補助する、俺の得意技だ。

　ルーシー姉の真似から始め、自分なりに昇華させた戦い方だった。

　俺はルーシー姉と違い、攻撃に魔術を用いることは少ない。

　より一歩深く踏み込み、よりスレスレで相手の攻撃を避よけるのに使う。

　とはいえ、至近距離で戦う俺がそれをやると、相手にも影響がある。

　自分の体勢を直すために衝撃波を起こすわけだが、俺にだけ作用するわけではない、相手にもその衝撃は伝わる。

　相手は知らぬまに体勢を崩し、大きな隙をさらけ出す。

　これに気づいてからは、同年代では負けなしになった。

　しかし相手は赤ママ、この戦い方を極めた今の俺ならば、赤ママでも崩せたかもしれないが、当時はそううまくはいかなかった。

　赤ママの体幹は非常に強くて、俺が自分の体勢を直すのに使う衝撃波ではびくともしなかった。

　それどころか……赤ママは、俺の衝撃波を利用したんだ。

　俺が体勢を立て直すために衝撃波を使うのに合わせて一歩深く踏み込み、俺の放った衝撃波で己の体勢を立て直したんだよ。

　今思い出しても神業だ。同じことをやったのは、オルステッド様ぐらいだろうか。俺が衝撃波を放つかどうかを完全に読み切った上で、俺が放つ衝撃波が届くぐらい、前のめりにならなきゃいけない。

　失敗すれば、赤ママでも体勢を崩す。

　もちろん、赤ママとて何度もやったわけじゃない。

　今まで、赤ママと模擬戦をやってこなかったわけじゃない。衝撃波も使わなかったわけじゃない。けれども、赤ママがそれをしてきたのは、この時の一度だけ。

　たった一度だ。

　たった一度、完璧なタイミングでそれをやってのけた。

　たった一度で、攻守が逆転した。

　形勢が逆転しても、俺は慌てなかった。簡単に勝てるとは思ってなかったからな。

　最初にいい調子でも、簡単にひっくり返されると予想していた。

　だから守勢に回りつつ、丁寧に同じことを続けた。

　剣を受け流し、回避し、時に踏み込み、時に衝撃波で体勢を直す。

　攻めきれなかったが、決して攻めきられるわけではなかった。

　赤ママは詰めの甘い相手ではないけど、俺も北神流や水神流から、守り方というものを学んでいた。それは遺憾なく発揮され、赤ママの猛攻をしのいでいた。

　一進一退。互いに決め手に欠け、攻めきれない状態。

　そうなれば、互いにどこかでチャンスを掴つかまなければいけない。

　俺は、赤ママの行動を読んだ。

　赤ママは、攻めきれない相手に、無理やり押し込もうとはしない。そういうことをする時もあるかもしれないが、俺相手にはしないという確信があった。

　ならもう一度、俺の衝撃波を利用すると読んだ。

　難易度の高いことだが、俺が馬鹿正直に同じことをすれば、同じように潰してみせるはずだと。

　だから俺は、悟られないように慎重に、罠わなを仕掛けるタイミングを待った。

　その瞬間は、前触れもなく訪れたが、ここだとわかった。

　赤ママが少しだけ強く踏み込み、俺がそれをいなして斬り返す。俺は絶好の機会とばかりに少し深く踏み込むも、赤ママは当たり前みたいに体勢を立て直し、俺の剣がいなされる。

　ここ。

「……！」

　俺は衝撃波を、いつもよりも強く発生させた。

　体勢を直すどころか、崩してしまうほどの衝撃波。

　想定していればギリギリ耐えられるけど、想定していなければ崩される。ほとんどの相手は、転ぶか膝をつく。

　赤ママですら踏ん張りきれず、トントンと、片足を二度地面につけた。

　隙が生まれた。

　光の太刀は、まっすぐに赤ママの首筋に吸い込まれた。

　まずいと思えたのは、俺が成長した証あかしだと思う。

　手に持っていたのは真剣だ。俺はギリギリで剣の軌道を変えた。

　そして、その間に体勢を立て直した赤ママの光の太刀が、俺の首に迫っていた。

　負ける。

　そう思った次の瞬間、赤ママの剣が鈍った。

　赤ママの剣もまた、軌道を変えて首から手首へと向かい始めた。

　思考は追いついていなかったが、体は動いていた。

　俺の剣が、ほんのわずかな差で、赤ママの手首を斬り落とした。

　光返し。

　赤ママの手首は宙を舞い、俺は赤ママに剣を突きつけていた。

「勝負あり！」

　誰の声だったか。白ママかな。

　赤ママの肩越しに、青い顔で駆け寄ってくる父、赤ママの手首を拾いに行く白ママ、ホッと胸を撫でおろしている青ママの姿が見えた。

　ララ姉は家に戻っていき、ジークと妹たちはワーキャーと歓声を上げていた。

　今思い返しても、辛くも勝った、といった感じだったように思う。

　再現性のある勝ち方ではなかった。

　地力では、やはり赤ママの方が数段上だったと思う。

　それでも、ここ一番という時に、赤ママ相手に一歩も引かずに戦い抜いたというだけで、十分だったと思う。

「アルス」

　俺は赤ママと数秒見つめ合って、それから抱き合った。

　赤ママは片手を失いながらも、俺を力強く抱きしめてくれた。

　本当に、強い力だった。

　絞め殺されるんじゃないかと思えるぐらい、全力の抱擁だった。

　嫌じゃなかった。

　赤ママは、ずっと俺についていてくれた。今日という日まで、決して見捨てないでいてくれた。

　何も言わなかったけれど「よくやった」と褒めてくれているのは、言葉にせずとも伝わってきた。

　俺も力強く、赤ママを抱きしめ返した。

　俺はきっと、泣いていたと思う。




　そうして、俺は一人前になった。





★　★　★






　その後、一人前と認められた俺が最初にやるべきことは……まぁ、決まっているのだが、準備だった。

　アイシャを迎えに行くのだ。

　とはいえ、着の身着のままでアスラ王国まで行くのはよくない。

　なんていうか、それはよくない。

　だって、結婚相手を迎えに行くんだから。それなりの迎え方がある、だろ？

　でもわからない。

　なにせ、アイシャと別れてからこのかた、そういうことにはとんと縁がなかったからね。

　誘われることはあったし、誘惑されることもあった。けど、受けたことはなかったから、その先がわからない。

　まして自分からとなれば未知の世界だ。

　だから俺は、父に相談したんだ。

　父は三人も妻を迎えているから、そのあたりは詳しいと思って。

「アイシャ姉を迎えに行くのに、どうすればいいでしょうか？　あまり女の子と接したことがなくて、どうすればいいかわからなくて……パパなら詳しいでしょう？」

　しかし、父は苦い顔をしていた。

「いや、俺もそういう経験はあまりないんだよ……？」

　しかし父は女の子を迎えに行くという経験はあまりないそうで、難しい顔をしてうんうん唸うなりつつ、ママたちとの出会いや再会の時のことを話してくれ、考えてはくれた。

「自分が考えうるできる限りをやればいい、相手はアイシャだ、どんなお前でも喜んで受け止めてくれる」

　最後に、絞り出すようにそう言ってくれた。具体的なことは何もなかった。

　父とママたちとの再会の中で使えそうなのは、やはりピンチのところに駆けつけることだろうが、さすがに使えない。アイシャをわざと悪漢に襲わせて助けるとか、そういうことはやりたくなかった。

（要するに、自分で考えろってことか……）

　そう諦めかけた時、

「ただ、一応、そういうのに詳しい奴は一人知ってる」

　父がそう付け加えて、ある人物を紹介してくれた。

　父は「考えうる限り一番のプレイボーイで、そういう状況に慣れている奴だ」とその人のことを評していた。

　俺の脳裏に浮かんだのはエリナリーゼ大おお婆ばあ様さまだったが、どうやら違う人物らしかった。

「ただ、本当にプレイボーイだから、彼の案をアイシャが気に入るかはわからない。あくまで一般的な知識として聞いておくに留とどめておくように……絶対にその知識を悪用しちゃダメだからな」と念押しされた。

　まるでおとぎ話に出てくる魔法使いを紹介されるみたいで、ちょっとワクワクしたのを憶えているよ。




　そうして連れてこられたのは、アスラ王国の王城だった。

　あれよあれよという間に上の方に進み、豪華そうな執務室へとたどり着いた。

　王城には、何度か来たことがある。

　アイシャと駆け落ちしてからは来ていないが、それ以前は、何度かパーティとかに連れてきてもらった記憶がある。

　クラクラしそうな豪華な世界だよ。戦争中じゃなければ、お前たちにも一度は経験してほしいな。当時の本当の上流階級ってのがどういうものかをな。

　ただ、その日はもう夜も更けていて、煌きらびやかさとは少しばかり無縁だった。

「俺は最近、忙しいのだがな」

　案内された部屋には、一人の男がいた。

　アスラ七騎士の筆頭ルーク・ノトス・グレイラット。

　アリエル陛下の懐刀。有名な人物だ。決して剣術は得手ではないが、政治的な手腕と、人心掌握に優れた人物で、前にどこかのパーティに連れていかれた時、ジークが興奮気味に話してくれたのを憶えている。

　人心掌握に優れているとはいえ、女を迎えに行く相談をするような相手じゃない。

　と俺は思っていたんだが、後に他の人に聞いたら「適任だ」って口を揃そろえて言うんだよな。

　俺はよく知らないんだが、若い頃は相当な遊び人だったそうだ。

「それで、女絡みの相談があると聞いたが、何だ？　在学中に妊娠させた令嬢に迫られでもしているのか？」

「ウチの子はそんなことしません」

「知ってる。お前の息子の交際関係は筒抜けだからな……だがアスラ王立学校に通うなら、貴族令嬢に迫られることは覚悟しておいたほうがいい」

「なぜ？」

「アリエル陛下はお前の息子と自分の子供を結婚させたがっている。そこまで魅力のない当て馬を用意することで、王女をより魅力的に見せるための作戦は取るだろうな」

「やめて。ウチの子は心に決めた人がいるんだから、誘惑しないで」

「冗談だ。と言いたいが、王女を一人差し向けるぐらいは覚悟しておけ」

　父とルーク様は仲がいいようで、そんな会話をしていた。

　ルーク様は冗談だと言ったが、その後アスラ王立学校に通い始めてから、そういう誘惑がなかったかと言われれば嘘うそになる。中には魅力的な子もいた。胸が大きくて……けど、俺にはアイシャがいたから最後までなびきはしなかったぞ。本当だ。

「アイシャはどうしてるんだ？　手は出してないよな。出してたら俺はこの城を破壊する」

「お前の身内に手を出すほど女に困ってないさ。アイシャが魅力的なのは認めるが、それ以上に優秀だ。だがどれだけ優秀でも、色恋沙汰にかまけるとロクなことにはならん。あえて手を出していないのさ」

「仮に手を出そうとしても、ウチのアイシャちゃんはお前なんぞに靡なびきません。ちょっと顔がいいからって調子に乗らないでください」

「わかっている。冗談の通じない奴だな……じゃあ、本題に入ろう」

　アイシャはアスラ王立学校を卒業後、アスラの王城で働いていた。

　お手伝い程度に、アリエル陛下の下で事務仕事をしていたと本人は言っていたが、周囲からの評価は『改革と言えるほどの働きをした』だ。

　アイシャがこの時に定めたルールは、今もなおアスラ王国で生きているそうだ。

　まぁ、最近のアスラ王国の内情はわからないけどな。国交断絶中だし。

　アリエル陛下が亡くなった後は、アスラ王国もかなり変化しただろうしな……。

「彼女は立場としてはそう強いものではない。ルード傭兵団からの客将かつ、ルーデウスの妹として遇しているが、アスラ王国内の立場はないに等しい。とはいえ彼女は優秀で、人当たりもいいから各所からの覚えもめでたい。もし傭兵団から脱退してうちに来てくれるなら、相応の待遇を用意すると言う者も多い……無論、アリエル様もそう思っている。なんなら君と共にぜひにと」

　俺はルーク様にそう言われ、首を振った。

「いえ、俺はパパ──父のもと、オルステッド様の直属として働くつもりです」

「ルーデウスの跡を継ぐなら、我々も無理にとは言わん。ともあれだ。アイシャはそれだけアスラ王国の者たちに慕われている。ちゃんと彼女を重要な人物として迎えてやらなければ、示しがつかないだろう」

　俺は困惑していたと思う。

　俺はただ、一人前になったからアイシャを迎えに行きたいだけで、そういう勢力争いみたいなものを考慮したことはどうでもよかったというか……。

　一応、アリエル陛下はオルステッド様の下についているわけだし、組織的には味方になるから、義理は通すべきというのはわかるんだが……。

「ルーク、本題に入ると言いながら前置きが長いんじゃないか？」

　助け船を出してくれたのは父だった。

　父がそう言うと、ルーク様は肩をすくめていた。

「建前ってものは必要だろう」

「いいから、お前が女を迎えに行く時に使う、考えうる限り最高にイカすやり方を俺の息子に教えてあげてください。お願いします」

　父が頭を下げるのを、ルーク様は心底嫌そうな顔で見ていたが、やがてため息を一つ、

「馬車だな」

　と言った。

「二頭立て、二人乗りの箱馬車がいい。できる限り豪華なものにしろ。馬は白馬だ。黒馬でもいいが、葦あし毛げや斑まだらはダメだ。帰り道、彼女の知り合いも通るだろう場所で待て。できれば王城の勝手口がいい。アポイントは絶対にとっておけ、だが全てを明かすな。『その日に迎えに行く』とだけ言え」

「そ、それから？」

「彼女が来たら一言、『迎えに来た、行くぞ』だ。無駄なことを言う必要はない」

「そんなのでいいんですか？」

「ああ、あとは別荘なり宿なりに連れ込んで……わかるだろう？」

　今度は父が心底嫌そうな顔をして「どこの王子様だよ」と呟くが、しかしルーク様のやり方の効果は確かだ。

　ラノア魔法大学に通っていた時も、女子がそういう話をしていたのを聞いたことがある。

　ある日校門に、王子様が白馬に乗って迎えに来てくれるというものだ。

　だがそれを考えると、少し女子の理想と違う部分が気になった。

「なぜ馬車なんですか？　馬に二人乗りしたほうがいいのでは？」

「姿をさらしたままでは噂うわさが立つ……ああ、君はそれでもいいのか？　でもご婦人はそういった噂は気にする人が多い。その場はどこに行ったのか不明瞭にして、後に公の場で発表したほうが嬉しく思うはずだ。自分は大事にされてる、本気なんだ、ってな」

「あんまり俺の息子にクソみたいなテクニックを教えないでくれないか」

「お前が教えてやってほしいって言ったんだろう」

　父がなんだか変になっていたが、まぁそのことはいい。

　当時は不思議だったが、父はよく変になるから。

「俺が言いたいのは、重要なのは願望を叶かなえてやるということだ。アイシャが白馬や馬車を気に入るとは思えん。彼女の望みは、俺よりお前たちの方が詳しいはずだ。数年会っていないとはいえな。それを主軸に考えてみろ」

「アイシャ姉の願望……」

　そんなもの、俺にわかろうはずもない。

　ただ、アイシャの大事なものは知っている。

　どういうアプローチをされるのが好きなのかも、なんとなくわかる。

「わかりました。ありがとうございます」

　父が「本当に大丈夫？　あんまり真似しちゃダメなやつだよ？」と慌てていたが、結局これも、赤ママと戦った時と同じだ。

　俺自身の頭で考えて、それを精一杯ぶつけるだけなんだ。
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　馬車は用意した。

　言われた通りに箱馬車で、用意したのは言われたものより大きな、白馬四頭の四人乗り。

　アポイントも取った。アイシャのことだから、ちゃんとその日までに関係各所にお別れを言っているだろうと思う。

　アイシャは仕事が終わると、王城から下宿先まで徒歩で帰る。

　仲良くなったメイドさんたちとかと一緒に帰っているらしい。

　そんなに遠い距離ではないし、貴族街だから治安もいいとはいえ、徒歩でというのは、少し心配にはなる。

　そんな帰り道に待ち伏せる形になる。俺ですら簡単に待ち伏せできるのだから、心配だ。

　などと思うが、王城に馬車を横づけできるのは、さすがに許可を取った者だけだと思うので、そこらへんは安心だと思いたい。

　もちろん、馬車を通せんぼするみたいに止めたりはしない。

　あくまで帰る時用の移動手段だ。

　用意したのは馬車だけじゃない。

　花束を用意した。一度家に戻って、庭の花壇から花をもらってきた。

　アイシャが好きで育てていた、アイシャの好きな花だ。

　それに、ベビートゥレントのビートからも花をもらって、花束にした。鼻を近づけてかいでみると、我が家の庭の香りがする。

　勝手に摘つんだことを怒られるかもしれないが……もちろん全部摘んだわけじゃない。

　俺だって花のお世話は手伝っていたんだから、ちょっとぐらいならいいと思いたい。

　少なくともビートとゼニス祖ば母あちゃんは許してくれている気がする。花が欲しいと言ったら、なんか自分から差し出してくれたし。

　服装も、ラノア王国の行きつけの服飾店で揃えてきた。

　父も常用しているお店で、父に付き添ってはもらったけど、その日初めて、自分一人で要望を口にし、選び、購入した。

　よくお似合いですと店の人にも父にも言われたが、鏡を見た時の自分の姿は、どうにも服に着せられているような気がした。

　普段赤ママを見慣れてるからかもしれないけど、俺は剣神流の上着の方が似合うと思うんだよ。

　約束の時間が近づいてきたため、馬車を降りてアイシャを待つ。

　王城の勝手口は、勝手口と呼んでいいのかわからないほど大きく、馬車や馬で帰宅する人も多いようだ。

　そりゃそうだろう。王城に勤めているのだから、大半は貴族か、それに類する者のはずだ。

　そこらのメイドですら、奉公に出ている下級貴族の子女だったりするし、兵士も平民かもしれないが、身元がハッキリしている者ばかりでなければおかしい。

　そういう人たちが俺を見ながら、何事かと噂しつつ通り過ぎていく。

　同い年ぐらいの子も何人かいた。

　彼らは、俺を見ると、ハッと、何かを察した顔をして足早に去っていった。

　ヒソヒソと、何かを話す声も聞こえる。

　女子は小声だが、明らかに黄色い声を上げていた。

　けど、何をしているのか、などと聞く者は誰もいなかった。

　まぁ、めかしこんで花束まで持っているんだから、大体わかろうものだろう。

　……失敗したかもしれない。

　今まで考えてもみなかったけど、アイシャに拒絶されたらどうしよう。

　クスクスと笑われているというわけではないが、どうにも服装のチョイスを間違えた気がする。

　アスラ王国とラノア王国では、服のセンスが違うというか、浮いているように感じる。

　パーティにでも出るような格好をしてるのは、俺だけだ。

　アイシャは現実的だし、優秀だ。

　こういうやり方より、もっと普通に、下宿先とかに訪ねていくとかの方がよかったんじゃなかろうか。

　あるいはもっと派手にするとか。それこそパーティでも開くとか？

　いやいや、それは全然違うだろう……。

　そんな不安を抱きつつ待っていると、王城から一人の女性が出てくるのが、目に留まった。

　肩ぐらいまである髪をアップにしていて、昔俺がプレゼントした髪飾りが頭で揺れていた。

　それで服装が、なんていうか、ドレスを着ていた。

　真っ赤なドレスだ。あんな格好で仕事をしていたわけじゃないだろう。

　これからパーティなのだろうか。

　……なんて考えを持つほど鈍感じゃない。

　アイシャは、俺のために着飾ってくれていた。

　俺がそういう服に身を包んでいるように、アイシャもまた相応の服装で来てくれた。

　そうわかった瞬間、俺の胸ははちきれんばかりに高鳴った。

　アイシャが拒絶するなんてとんでもない。

　彼女もまた、きっと、ずっと待っていてくれたのだ。

　俺が一人前になって、迎えに来てくれるのを。

　もちろん、待っていただけじゃないとは思う。

　ルーク様から聞いたアイシャの印象は、俺が知っているアイシャとは少し違った。

　アイシャが優秀なのは間違いないし、どこも喉から手が出るほど欲しい人材だというのは以前と同じとして、周囲に示しをつけなければいけないというのは、昔にはなかった評価だったんじゃなかろうか。

　アイシャは優秀だし、俺は好きだけど、組織の中においては、嫌われる相手にはとことん嫌われるタイプだったはずだから……。

　いや、それでも嫌ってる人はいるだろう。皆に好かれるわけじゃない。

　けど、聞いた時にちょっと印象が変わるぐらいには、アイシャも自分の良くないと思う部分を変えようとしてきたんだと思う。

　俺と一緒になるために、一緒に一人前になろうとしてくれたんだ。

　多分。きっと。

「や。大きくなったね」

　アイシャが目の前に来た。

　本当に、久しぶりに、アイシャを目の前にした。

　この数年で、いろんな女性を目にしてきたと思う。どうしても俺は、胸の大きい女性がいると、見てしまうから。本能的に、触りたいとか抱きしめたいとか思ってしまったこともある。

「ほんの数年なのに、見違えたね。いや～……あたし、アルス君のことはずっと好きだと思ってたけど、惚ほれ直すとはこのことかなぁ」

　けど、アイシャを見て、改めて思った。

「あれ？　おーい、アルス君？　どうしたの？」

　俺が好きなのは、アイシャだけなんだって。

「……あれれ～？　もしかして待ってたの、あたしじゃなかった？　別の人だった？」

　アイシャが少し冗談混じりに、しかし少し寂しそうにそう言った時、俺はようやく、口を開けた。

　膝をついて、花束を差し出し、彼女の目を見て言った。

「愛しています。結婚してください」

「……」

　アイシャは数秒、口をパクパクとさせていた。

　けれど、深呼吸を一つ。

　姿勢を正して、スッと花束を受け取ってくれた。
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「喜んで」

　こうして、俺はアイシャと結婚した。
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　アイシャと再会したらヤリたいことは一つ。

　俺は早速、王城の脇に停めてあった馬車へとアイシャを誘った。

「おやおや、立派な馬車だねえ。アルス君にこんな甲か斐い性しょうがあるとは……ちょっと見ないうちに女たらしになっちゃったのかな？」

「やめてよ。ルーク様に相談したらこういうのを用意したらって言われただけだってば」

「女たらしに相談なんて、あーあ、あたし、この後はどこに連れてかれちゃうんだろ。それも相談したんでしょー？　まぁまぁ、いいでしょう。あたしはアルス君の妻になったわけですから。今日はどこへなりともお付き合いしますよ。もちろん、お兄ちゃんたちの許可は取ってるんでしょ？」

　アイシャはケラケラと笑いながら、馬車を見て、御者台に座っている男に「よろしくお願いします」と一礼した。

　昔のアイシャなら、わざわざ一礼はしなかっただろう。

　料金を先払いする慣習があれば、駄賃をはずんだりもしたかもしれないけど。

「外観よりさ、まず馬車の中に入ってもらっていい」

「おや、あたしが喜ぶようなプレゼントでも用意してくれてるの？」

「うん、喜んでくれるといいなとは思ってるよ」

　アイシャがスカートのすそを持ち上げたので、俺は馬車の扉に手をかけた。

　ゆっくりと扉を開けて、アイシャの手を取り、馬車の中へと誘いざなった。

　そこには、

「アイシャ」

「あ」

　二人、乗っていた。

　一人は、アイシャに負けず劣らずのドレス姿の女性。

　リーリャ婆ちゃん。

「お母さん」

　それと、

「……ルロイ君？」

　まだ小さいながらも、しっかりと着飾られた、三歳の少年。

　おりこうさんだ。この歳ぐらいだと、俺はじっとしてられなくて、馬車で待つなんてできなかったと思う。

　もちろん、普段はこんなにおとなしくしていない。

　今日、誰と会うのか、わかっているのかもしれない。

　もう物心がついたかついていないかという年齢だとしても、今日、重要な会合があると理解しているのかもしれない。

　アイシャは二人を見比べて、一瞬だけ躊ちゅう躇ちょした後、リーリャ婆ちゃんに目くばせをした。

　リーリャ婆ちゃんが軽く頷くと、アイシャはルロイに、自分の息子に手を差し伸べた。

「やあやあルロイ君！　大きくなったねぇ！」

　ルロイの両脇に手を差し込み、グッと抱き上げた。

「あたしが君のママだよ。憶えてるかなぁ？」

「……」

　ルロイは黙って首を横に振った。

　そうだろう。憶えているわけがない。

「ママ……」

　でもルロイは、ずっと言われてきたんだ。

　家の中にいる、ママと呼ばれている人たちに、私たちは君のママじゃないよ、と。

　じゃあ僕のママはどこなのと、そういう疑問を口にしたことはなかった。まだ幼かったのもあるだろうけど、少なからず言葉を発するようになってからも、言わなかった。

　でもきっと、ずっと思っていたと思う。

　俺は愛情を注いできたつもりだった。家にいる人たちはみんなそうだ。

　ママたちだって、ルロイを邪険になんか扱わなかった。

　けど、三人のママたちは、決してルロイのママになろうとはしなかった。多少曖昧ではあったけど、そこは線引きしていた。

「ママぁ……」

　ルロイはアイシャに抱きついて、泣きだしてしまった。

　まだ言葉も全然喋しゃべれないけど、何かを察することぐらいはできるんだ。

「おー、よしよし。ごめんね、ずっと会えなくて。ルロイ君のことが嫌いだから離れてたわけじゃないんだよ。ママが悪いことやっちゃったからなんだよ。ごめんね……でも、これからはずっと一緒だからね」

　アイシャはちょっと涙ぐみつつも、そう言ってトントンとルロイの背中を撫でた。

　そして、ルロイの肩越しに、俺の方を見る。

「アルス君……ちゃんと大人になったんだね」

　アイシャはそう言った。感慨深げに。

　アイシャと再会したらヤリたいことは一つ。

　それは本心だけど、今の俺は、それを優先したらダメなことぐらいはわかる。

「あんまり気負ったり、自分を抑えすぎちゃダメだよ。これからはあたしもついてるからね」

　そんな俺の思いを汲くみ取ってか、アイシャはそう言ってくれた。

　まぁでも、確かに当時の俺は、ちょっと気負っていたかもしれない。

　俺は一人前になって、大人になって、お父さんになって、グレイラット家を継ぐんだから。

　そういう風に思っていた。

　自分では気合を入れていたつもりだったが、気負ってもいただろう。

「お母さん」

　俺から目を離したアイシャはリーリャ婆ちゃんの方を向いて、こう言った。

「ただいま」

「おかえりなさい」

「お母さんが望んだ風になれなくてごめんなさい」

　アイシャが唐突に放った言葉に、リーリャ婆ちゃんは目を大きく見開きつつも、

「いいえ、私もあなたを自分の思い通りに育てようとしすぎました。ごめんなさい」

　スラスラとよどみなく、そう答えた。

　駆け落ちから戻ってきた時に言えなかった言葉。

　本当はあの日、脳裏によぎりつつも、ずっと言おうと思っていた言葉だ。

　俺はこの数年で、リーリャ婆ちゃんとも何度も話をしたんだ。アイシャとリーリャ婆ちゃんの仲を修復できるのは、きっと元凶である俺だけだと思ったから。

　だから今日も、リーリャ婆ちゃんは本当に一緒に行っていいのか、ルロイだけの方がいいんじゃないかと何度も聞いてきたけど、大丈夫だと押し切って、ついてきてもらった。

　俺はリーリャ婆ちゃんが、アイシャのことを本当にモノみたいに扱ってるわけじゃないって知ってたからね。リーリャ婆ちゃんは、ちょっと思い込みが激しいところがあるんだよ。

　きっと後日、二人きりになった時に、もっと深い話をしたんだろうけど、その時はこれだけだった。それで十分だった。

「よし、じゃあ四人でご飯を食べに行こうか」

　だから俺はそう提案した。

　アイシャはそれを聞いてにこやかに笑いつつ、馬車に乗り込んだ。

「やった。今日はお昼食べてなかったから、お腹ぺっこぺこだよ。どこ連れてってくれるの？」

「貴族街の端っこに、夜景の見えるレストランがあって、そこにしようかなって」

「あー。悪いんだー。そこってルークさんとかが女の子を落とすのに使うところじゃん。お母さん、アルス君がちょっと見ない間に女ったらしになっちゃったよ～。どうしよ～？」

「アイシャ、若旦那様はあなたのためを思って……」

「わかってるよ。冗談だって……やっぱり、あたしちょっとはしゃいじゃってるのかも。久しぶりに会えて、これからまた一緒にいられるって思って……ありがとうアルス君、それにお母さんも」

　アイシャは少し困ったように笑った。

　確かに、久しぶりに会ったアイシャは、ちょっとテンションが高いように感じられた。

　でもそれは、「ああ、変わってないな」と思うのに十分すぎるぐらい、記憶にあるアイシャそのものというか、駆け落ちする前の元気なアイシャだった。

　アイシャのことだから、わざと明るく振る舞っていたのかもしれないけど……。

　それでも、明るいアイシャに、以前と同じように接してくれるアイシャに、俺とリーリャ婆ちゃんはホッとしたんだ。

　むしろ俺の方が緊張していて、硬かったかもしれない。

「ただいま」

　そうして、アイシャは帰ってきた。





★　★　★






「それから長い年月、俺はアイシャと過ごしたよ。アスラ王立学校に通い、卒業して正式にオルステッド様の配下、かつ父の部下、兼ルード傭兵団の顧問助手となった。アイシャからルード傭兵団の運営について学びつつ、父と赤ママの後をついて世界中を飛びまわる毎日。最後にはルード傭兵団の団長になって……まぁ、あとは大体お前たちが知っての通りだよ」

　アルスは最後にそう締めくくった。

　二人の部下はいつしか床に座り込み、ボケッとした顔で聞いていたが、締めくくりを聞くと満足そうに頷いた。

「なかなかいい話だったな。ヘンリー、お前も参考にするといい。私を迎えに来る時は、馬車だ」

「いやいや、役割的にはどう考えても俺の方が迎えに来てもらう側でしょ」

　部下たちはじゃれ合いつつ立ち上がり、ふと本に目を落とした。

「それにしても、それ本当にただの日記なんですね。幻の二十九巻とか言われてたから、もっと凄すごいことが書かれてると思ってましたよ」

「俺にとっては、十分凄いものだったよ。当時の父が何を考えていたかなんて、今じゃ知りようがないからな。ありがとうな、見つけてくれて」

「はぁ、そんなもんですかね。俺は父親が何考えてるかとか知りたくもありませんけど」

「まぁでも、できればアイシャが他界する前に見つけてほしかったな」

「無茶すぎでしょ……別に探してたわけじゃないんだし。ていうか、この頃のアイシャさんは、俺たちの知ってるアイシャさんからは想像もつきませんね」

　ヘンリーの知るアイシャという人物は、厳しくも優しい人だった。

　失敗に寛容で、ヘンリーやルイシェリアのような融通の利かないタイプに対しても、怒らず優しく、しかし的確に、何をすべきか、何に注意を払うべきかを教えてくれたものだ。

　能力の低い人間を見下すなど、絶対にしない人だと感じている。

「お前らは身内だから、ことさら甘いってのもあるけど……そうだな、やっぱりこの駆け落ちから変わったんだよ、アイシャもな」

　そんなアイシャも、つい半年ほど前に亡くなった。

　老衰だ。

　オルステッド曰いわく、もう少し長生きするはずだったということだけど、この数年は激動の時代だった。アイシャもその頭脳を駆使して、鬼神帝国を幾度も勝利に導いた。時間制限がある中で、最も効率よく、鬼神帝国の版図を拡大させた。

　連日連夜の激務だった。疲れたのだろう。

　戦時中の国での死だ。盛大な葬式を開くというわけではなかったが、それでも葬儀の参列者は多かった。

　皆、泣いていた。打算抜きで悲しんでいた。

　彼女の計略は、多くの者の命を救ったが、それだけではなかった。

　彼女の存在が、気遣いが、心遣いが、多くの者を救った。だから慕われていた。

　そしてアイシャはそれを受け入れていた。

　打算ではなく、心から。

　この本を書いた時のルーデウスがその光景を見れば、きっと満足げに笑ったことだろう。

「当時はいろいろ申し訳なくも思ったけど……駆け落ちしてよかったよ」

　アルスはそう呟いた。

　あの駆け落ちから、アイシャが変化したのは知っていた。

　けれど、どう変わろうとしたのか、何を目指していたのかは、教えてもらえなかった。

　言葉にできるようなものでもないから、わざわざ言葉にしなかったのかもしれない。

　何にせよ、アイシャはきっと、あの日に目指そうとした場所にたどり着いていたのだろう。

「本当に、よかった」

　アルスはそう呟く。長年の宿題が、長年の心残りが解消された気分だった。

「また今度、アイシャさんのお墓参りにでも行きましょう」

「ああ。次の作戦が終わったらな」

　アスラ王国侵攻において要かなめとなる作戦だ。

　この作戦はアイシャの考案したものでもある。

　彼女はこの作戦を立案した後、眠るように死んでしまった。

　説明は受けているが、やや複雑なところもある。意図を完璧に理解しているとは言いがたいが、俺たちはなぞるようにこの作戦を実行するだろう。

　アイシャの最後の仕事だ。絶対に成功させなければならない。

「といったって、俺は留守番だけどな」

　アルスは老体だ。

　まだ動けなくなるような歳ではないが、長時間の行軍は堪こたえる。

　ゆえに、この作戦の要となる要よう塞さいの守護を任命された。

「いやいや、一番の要所じゃないですか」

「敵は来ないから、茶飲んでるだけだぞ」

「要所なんだから、来ないわけないでしょ」

「来ねぇよ。俺はお前らのことを信頼してるんだ」

「おっと、そう言われると困るな。ねぇルイシェリアさん？」

「私は命令された任務をこなしただけだ。で、命令を出したのはこいつだ。そのこいつが来ないというなら来ないんだろう」

　ヘンリーとルイシェリアの任務には、この要塞の存在を隠いん蔽ぺいすることも含まれていた。

　要塞の情報を掴んだ者を探し出し、抹殺するのも彼らの仕事だった。

　そして、二人はその仕事を完璧にこなしたと思っている。

　だが、それでも万が一はある。敵が何らかの方法で情報を入手していれば、必ずや攻め入ってくるだろう。億が一にも落とされれば、鬼神帝国はその領土の半分を失いかねない。

　それほどまでの要所であった。

　オルステッドが、最も頼れる部下を配置するのをためらわないほどに。

　アルスとて、それを理解しているから、こうして笑いながら話しているのだ。

　お前らは後ろを気にせず、目の前のことに集中しろよ、と言わんばかりに。

「俺より、お前らの方が心配だ。死ぬなよ」

　アルスという戦力が前線に出ない代わりに、他の者は戦場で東奔西走することになる。

　ヘンリーとルイシェリアもその例に漏れず、死地を渡り歩くこととなるだろう。

　アスラ戦線は、誰が死んでもおかしくない戦場になるはずだ。

　そんなところに若者を送り出さなければいけない己に、アルスは複雑な気持ちであった。

「ういっす。頑張りまーす！」

「安心しろ。私は死なん」

　しかしアルスの心配とは裏腹に、二人の若者の反応は実に軽かった。

　死を軽んじているのか、あるいは己に過剰な自信を抱いているのか……。

「あのな、お前たち……」

　それを諫いさめようとしたアルスは、途中で言葉を切り、苦笑いした。

　自分の若い頃のことを話したばかりだからか、異様に気恥ずかしくなったのだ。

　あんなに馬鹿だった自分が、今や指導をする側へと回り、若者の馬鹿さ加減にげんなりしている。

　時間は人を鍛えるというが、大抵の場合、本人にその自覚はない。

　アルスもまたそうであった。

　まだまだ未熟だと思いながら生きてきて、もう老人だ。

　きっと彼らも、こうやって馬鹿をやりながら、どこかで失敗して反省しているうちに成長し、大人へ、そして老人へと変化していくのだろう。

「まぁ、元気でいいか。じゃあ、もう行け。オルステッド様への報告は俺がしとくから、しっかり休んでおけ」

　ならば自分がすべきは小言を言うことではない。

　後ろに悠然と控えて安心感を与え、若者が失敗した時には尻しり拭ぬぐいをしてやる。

　それだけでいい。

　自分がそうだったように、生きてさえいれば、失敗したとて人生は続くのだから。

（もしかして、パパもそんなつもりでいたのかな？）

　退室していく二人を見送りながら、アルスはそう思った。

　ルーデウスはあまり父らしくない父で、どちらかというと赤ママの方が父親らしかった。

　アルスも己が父親となった時は、赤ママの方を参考にしていた気がする。

　だが父は、ルーデウスは、そういった心持ちで自分たちに接してくれていたのかもしれない。

「でもパパ、それ子供じゃなくて、孫への接し方だよ……」

　アルスはそう呟くと、ルーデウスの書に視線を落とした。

　死後もなお語り継がれるルーデウス・グレイラットは、父としてはそこまで優秀ではなかった。

　だがそれでも父なりに、不器用なりに一生懸命、自分たちを育てようとしてくれたのだろうことは、この書を読んでよくわかった。

　アルスも自分の息子にはそうした。父よりうまくできたとは思うが、完璧だったとは言い切れない。ままならないことはたくさんあった。そしてアルスの息子ルロイもまた、己の娘には苦戦しているようだった。

（ふふ……この歳になると、わかることもあるな）

　若い頃のアルスであったなら、ルーデウスの考えは理解できなかっただろう。

　孫ができたぐらいでも、まだ無理だったかもしれない。

　だが、今ならわかる気がして、アルスの口から笑みがこぼれる。

　久しぶりに思い出した父と、自分の息子の共通点……ひいては自分との共通点に嬉しくなり、ルーデウスの書の表紙をさらりと撫でた。

　傷をつけないように優しく持つと、アルスは立ち上がる。

　そしてオルステッドにこの書を届けるべく、矍かく鑠しゃくとした足取りで、部屋を出ていくのであった。
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